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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　いのうえ空







　目　次








世せい紀き末まつ教きよう師しのそれさえもおそらくは平へい凡ぼんな一日

サムライガール［明めい鏡きよう止し水すい篇へん］

静しず馬まを待ちながら

噂うわさの教師ジージャン＆ビアダル



女じよ医いの異常な愛情

～または彼女はいかにしてトラウマを克服し筋肉を・愛する・ようになったか～


四よツ葉ば学がく園えんヨイヤミ冒ぼう険けん記き




　あとがき












　世せい紀き末まつ教きよう師しのそれさえもおそらくは平へい凡ぼんな一日





［レポートNo.〇〇一三］

　氏名／南雲慶一郎（なぐも・けいいちろう）

　年ねん齢れい／二十九歳

　身しん長ちよう／二〇四センチ

　体たい重じゆう／一〇八キロ（昨さく年ねん末まつのデータ）

　経けい歴れき／四よツ葉ば中学校及および大だい門もん高校ＯＢ。高校時代に板いた橋ばし区く最さい強きようの生せい物ぶつとして君くん臨りんしたという伝でん説せつを残のこす。関かん西さい外がい語ご大だい卒そつ業ぎよう後ご、七年間にも及ぶ〈西にし回まわり地ち球きゆう一いつ周しゆう暴あばれ旅たび〉を経へて今年五月に帰き国こく。現在は大門高校二年Ｂ組担たん任にん教師。担当教きよう科かは英えい語ごIIＡ。

　特とく技ぎ／①〈神しん気き〉と呼よばれる超ちよう常じよう的パワーを操あやつる仙せん術じゆつ気き功こう闘とう法ほう〈神カム威イの拳けん〉の使い手。一二〇〇〇年前の古代南なん極きよく文ぶん明めい崩ほう壊かい当時すでに伝でん説せつの拳けん法ぽうだったとか、月面のクレーターの何パーセントかは神気弾だんの弾痕だとか、わけの分からない情報ばかりで謎なぞに満ちているが、とにかく強い拳法であることは間ま違ちがいない。格かく闘とう家かとして公こう式しき試じ合あいに参加した経験はないが、その底そこ知しれぬ実力から地上最強のストリートファイターとも噂うわさされている。一時期外がい人じん傭よう兵へい部ぶ隊たいに所しよ属ぞくしていたらしく、銃じゆうやナイフをはじめとする武器の扱あつかいにも長たける。ただし兵へい士しとして優ゆう秀しゆうだったかどうかは疑ぎ問もん。

　②主要八か国語をマスターしている。日にち常じよう会話程てい度どなら十数か国に対たい応おう（実際に滞たい在ざいした国限げん定てい）。

　③料理の腕うではプロ級。和わ食しよくはもとよりフランスやイタリア、タイ等の家庭料理が作れる。ただし中ちゆう華かに関しては、とある事じ情じようにより本場の味あじを研究できなかったためレパートリーは多くないとのこと。

　性格／基本的には義ぎ理り堅がたく真ま面じ目めで温おん厚こう。押おさえるべきところはきちんと押さえるタイプだが、逆に押さえなくていいところは本当にどうでもいいと考えているらしく、状じよう況きようによっては度どを超こえてアバウトな面も。極きよく端たんな話『生命に別べつ状じようさえなければＯＫ』と考えているフシがあるので油ゆ断だんできない。人間を秒びよう殺さつできる戦せん闘とう能のう力りよくを持っているにもかかわらず、必要とあれば躊ちゆう躇ちよなくその能力を発はつ揮きするので、教師だからといって良りよう識しき派はだと思っていると危き険けん。

　家族／なし。香港ホンコンに美人妻づまがいるが、本人は離り婚こん済ずみと言い張はっている。飛ひ天てん神じん社じやの宮ぐう司じの鬼おに塚づか家けに下げ宿しゆく。

　備び考こう／失しつ踪そう癖ぐせあり。しかし校長との交こう換かん条件で「それは聞かない約やく束そく」になっているので職しよく員いん会議でも問題にされない。

［コメント］個こ性せい的な人じん材ざいが揃そろっている大門高校の教きよう諭ゆ陣じんの中でも、ひときわ存そん在ざい感かんのある異い色しよくの教師。教きよう壇だんに立っているという事実だけで不思議な人物。海外放ほう浪ろう中の経けい歴れきがまったく不明だったり、過に一～二回ほど失踪したり（ただし日帰り）と謎の部分が多い。池いけ袋ぶくろのバイパーズ・レイヴに乱らん入にゆうした『お面めんの男』と同どう一いつ人物ではないかと思われるが未み確かく認にん。身体能力が常じよう人じんのレベルをはるかに超えており、格闘家というよりは人間サイズの怪かい獣じゆう（あるいはロボ）といった方が適てき切せつ。およそ弱じやく点てんと呼べるものはないが、唯一、下げ宿しゆく先さきの鬼塚家の一人ひとり娘むすめの美み雪ゆきちゃんのこととなると冷れい静せいさを失うしなう。別にロリコンだからではないらしい。失踪癖とたまに外人格闘家が挑ちよう戦せんしてくることを除のぞけば、美味おいしいご飯はんを作ってくれるし、ボディガードとしてはこの上なく頼たのもしいし、語ご学がくに堪たん能のうなので海外に行った時でも安心。もし人じん類るいの科か学がく力りよくで量りよう産さん可能なら一いつ家かに一台欲ほしい。

　その他詳しよう細さいについては現在調ちよう査さ中。今後の報ほう告こくに期待されたし。




〈神矢〉






　　　　一




　キ～ンコ～ン……

　ちょっとクラシックな感じのするチャイムの音ね色いろが校内に鳴なり響ひびくと、二年Ｂ組の教室に大急ぎで生徒たちが駆かけ込んでくる。大門高校の教師はたいてい五分くらいの余よ裕ゆうをもって教室にやってくるものだが、生徒たちは次の授じゆ業ぎようを担たん当とうする教師がその例れいに当てはまらないことを承しよう知ちしていた。しかしながらその教師は融ゆう通ずうの利きかない堅かた物ぶつというわけではない。むしろある意味では人気者と言えなくもない人物だった。ぶしつけな好こう奇き心しんとひそかな畏い怖ふの眼まな差ざしをもって注ちゆう目もくされるその男は、教きよう壇だんに立っているという事実だけですでに面おも白しろい存そん在ざいなのだ。

　着ちやく席せきした生徒たちの視し線せんが廊ろう下か側がわのすりガラスに向けられた。ガラスの向こうを巨きよ大だいな影かげが横よこ切ぎり、やがて教室の前の戸が開く。鴨かも居いをくぐるようにして教室に入ってきたのは、ゆうに身長二メートルを越こえる逞たくましい大男であった。

　グレーのＴシャツの上に革かわジャンを羽は織おっていても一ひと目めで分かる分ぶ厚あつい胸むな板いた。子供のウエストと同じくらい太い腕うで。体格に見合った長い足にアーミーパンツを穿はき、足元はソールのしっかりした編あみ上げのブーツで固かためている。この教師らしからぬ服ふく装そうがただのファッションでないことは、半年や一年着き続つづけてもこうはならないだろうという年ねん期きの入った薄うす汚よごれ具ぐ合あいが示しめしていた。こまめに洗せん濯たくしているらしく見かけほど汗あせ臭くさくはない。

　その巨体の上に載のっているのは、太い首くびに支ささえられた、大作りの、いかにも男臭い顔だった。短めの髪かみは無む造ぞう作さに撫なで付けられている。およそ愛あい嬌きようという言葉からはほど遠い、厳きびしくストイックに引き締しめられたその表情には、体たい格かくから連れん想そうされるような獰どう猛もうな印象はなく、どこか哲てつ人じんめいた知ち性せいすら感じさせる。無ぶ愛あい想そうではあるが、大地に根ねを下ろした巨木が持っているような人を安あん心しんさせる奇き妙みような存在感があり、それがこの男──南雲慶一郎の魅み力りよくといえば魅力でもあった。

「じゃあ出しゆつ席せきをとるぞ」

　巨体のため一回り小さくなったように見える出しゆつ席せき簿ぼを手に、慶一郎は教室を見回した。どこでどう培つちかわれたものかは不明だが、慶一郎には目にした物を細さい部ぶまでかなりの正せい確かくさで記き憶おくする才さい能のうがあり、生徒の顔と名前を一いつ致ちさせることくらい造作もない。出欠の確認は教室を一いち望ぼうするだけで事こと足たりた。窓まど側がわの一番後ろの席、通つう称しよう『不ふ良りようの特とく等とう席せき』が空あいている。

「御み剣つるぎ、隣となりの奴やつはどうした？」

「あたしに聞かないでくれる？　知るわけないじゃない。飼し育いく係がかりじゃあるまいし」

　名前を呼よばれたポニーテールの女子生徒が憮ぶ然ぜんとした顔つきで慶一郎をにらんだ。

「草くさ彅なぎはサボリ……と」

　出席簿に記録すると、きっそくテキストを開く。

「さてと……前回はどこまで進んだかな？」

「は～い！　霧きりのロンドンブリッジで謎なぞの棒ぼう使つかいと対決するところまでで～す」

　教壇のすぐ前の席にいる男子生徒が手を挙あげて元気よく言った。慶一郎はテキストのページをめくってその箇か所しよを探さがしたが、すぐにそんな章しようなどあるはずもないと気付いて顔を上げた。慶一郎の海外での体たい験けん談だんの一つだった。

「あのな神かみ矢や、それは授業とは関係ないぞ」

「そりゃないですよ！」

　中学生と見み紛まがうばかりの小こ柄がらな男子生徒──神矢大たい作さくは当然だと言わんばかりの口く調ちようで、

「連れん続ぞく活かつ劇げきがいいところで止まったままじゃ、先が気になってしょうがないじゃないですか」

「続きは『ドラゴンへの道』でも見ろ。だいたい内容は同じだ」

「先生の冒ぼう険けん談のラストは『ドラゴンへの道』か『ドラゴン怒いかりの鉄てつ拳けん』のどっちかじゃないですか」

「数かぞえるほどだが『燃えよドラゴン』のパターンもあったぞ」

「どっちにしてもそんなの手て抜ぬきじゃないですか。見てくださいよ、あれ」

　大作は黒こく板ばんの横の掲けい示じ板ばんを指ゆびさした。時間割わりや月間スケジュール表の下に世界地ち図ずのカラーコピーが張はり付けられていた。地図の各かく所しよに赤いピンが刺ささっていて、その一つ一つにメモが貼てん付ぷされている。ピンは日本を起点として東南アジアを経へてヨーロッパへと続き、最後はニューヨークで終わっていた。

「いつの間まに……」

　メモの内ない容ようを確認するまでもなく、そのピンの意味は一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。七年間の海外放ほう浪ろう中に慶一郎が立ち寄よった場ば所しよだ。

「あの地図だってまだまだ完成にはほど遠いんですよ。つながらない点がいっぱいあって……だいたい、インドの山やま奥おくからいきなりローマへ飛ぶまでの空くう白はくに何があったんですか？　他にもミッシングリンクが山ほど……」

「あんな物は完成させんでいい！　ただでさえ授業が遅おくれてるんだ。期き末まつテストまでにあと何章ノルマがあると思ってるんだ？」

「受じゆ験けん用の英えい文ぶん法ぽうの授業なのに、実じつ用よう的な英えい会かい話わの言い回しを熱ねつ心しんに教えて脱だつ線せんしてるのは南雲先生の方じゃないですか。しかも地ち域いき限定のスラングだったりするし」

「だから急ぐんだよ。それに授業が進まなくて困こまるのはお前たちの方だぞ」

「そんなの大だい丈じよう夫ぶですよ」

「なんでだ？」

「僕はここの性能がいいですから」

　そう言って、大作は自分のこめかみを指先で突つっついた。数すう瞬しゆん遅おくれてその意味を察さつした周しゆう囲いの生徒たちが『ゲッ』という顔になる。

「こ、こいつ……授業を犠ぎ牲せいにしても自分だけはちゃっかりいい点取る気でいるぞ！」

「そういやこいつ秀しゆう才さいだったんだ……うっかりしてたぜ！」

「さすがは『厚こう顔がんの美少年』ね。天使の顔をした悪あく魔まだわ！」

「やだなあ。そんなに誉ほめないでくださいよ」

　大作は罪つみのない照てれ笑わらいを見せたが、慶一郎は無む視しした。

「これで分かったろ。神矢の口くち車ぐるまに惑まどわされると坂道を転ころげ落ちるよーにバカになっていくから油断するな。俺おれは補ほ習しゆう授じゆ業ぎようなんてまっぴらだからな……それと、誰だれとは言わんが悪あく趣しゆ味みな大人おとなと付き合うと性格が歪ゆがむから気をつけるように」

『は～い』

　悪趣味な大人の正体を知っている生徒たちは素す直なおに返事をした。

「よし。じゃあ授業を始める」

「その前にしつも～ん！」

　再び大作が手を挙あげる。

「前に訊きこうと思って忘れてた質問があるんですけど」

「……何だ？」

「先生は世界各地でいろんな相手と闘たたかってきましたよね」

「む……まあ、そうだが」

「宇宙人と闘ったことは？」

「残念ながらそれはないな。ＵＦＯを撃げき墜ついしたことならあるが」

　さらりと答えた慶一郎の台詞せりふに、教室中にザワッと緊きん張ちようが走った。

「他ほかに質問があれば授業の後で受け付ける。ほら、ちゃっちゃと始めるぞ」

「ちょっと待ってくださいよ先生！」

「撃墜って、いったい何をどういう状じよう況きようで!?」

「授業には関係ない話だ」

「でも気になりますよ！」

「気にするな」

「しかし！」

　騒そう然ぜんとなりかけた教室に、ガタンッと派は手でな音が響ひびいた。

「うるさいわね！　つまんないことでガタガタ騒さわぐんじゃないわよ!!」

　御剣涼りよう子この一いつ喝かつが全員を黙だまらせた。椅い子すを蹴け飛とばして一七四・五センチ（自じ称しよう）の長身が立ち上がり、鋭するどい目つきで辺あたりを睥へい睨げいする。可愛かわいいというよりハンサムと表現した方が似に合あう美び貌ぼうの持ち主が不ふ機き嫌げんな顔でにらみをきかすと、誰だれもが気け圧おされて身を縮ちぢこまらせた。しかも今日に限かぎっては涼子に横よこ槍やりを入れる人物が不ふ在ざいだった。

「先生も余よ計けいなコメントで人を混こん乱らんさせないでよ！」

「……すまん」

「それで、どこでＵＦＯを撃墜したわけ!?」

「そりゃあ……って、お前もか!!」

　ＰｉＰｉ・ＰｉＰｉ……

　慶一郎の携帯電話が鳴なった。始まってもいない授業を一時中ちゆう断だんすると、廊ろう下かに出てから通つう話わボタンを押す。

「はい、南雲です」

『──ケイ、出で番ばんです。すぐに喚よびますから』

　携帯から聞こえてきたのは、感情のこもっていない機械のように無愛想な少女の声だった。慶一郎の顔が青あおざめる。

「……い、今からか!?」

『はい。では』

　通話はフェードアウトするように切れた。携帯を摑つかんだまま慶一郎が立ち尽つくしていたのは二秒だけだった。すぐさま教室に取って返すと、チョークを摑むなり凄すさまじい勢いきおいで黒板に英文を書き連つらねていく。黒板をびっしり埋うめる長文を書き終えると、キョトンとしている生徒たちに向き直り、

「この長文を訳しておけ。その後は自じ習しゆうにする」

「ええ～っ？」

　巻き起こるブーイングを背に、慶一郎は教室を飛び出していった。

「おいおい、またエスケープかよ？」

「これだから授業が進まないんだよな～」

　ざわめく教室の中、大作は鞄かばんの中から小型のＤＶカメラとヘッドフォン型のトランシーバーを取り出し、電でん源げんを入れた。トランシーバーの周しゆう波は数すうを合わせて発信する。

「神矢です……〈Ｋ１〉が動きました。追つい跡せきお願いします」




　　　　二




　二年Ｂ組の教室を出た慶一郎は疾しつ風ぷうのごとき高遠歩法で廊下を突き進んだ。行き先は職しよく員いん用トイレである。人目をはばかるという点では同じだが、本来の用よう途ととはまったく別の、しかも緊きん急きゆうの用があるのだ。

　歩きながらＴシャツ下に隠かくしてある青い石のペンダントを取り出す。石の表面には梵ぼん字じのような奇き妙みような文字が白く彫ほり込まれている。

「よし……まだ余よ裕ゆうだな」

　安心しかけた慶一郎だったが、その顔に再び緊張が走る。

（この感じは……？）

　廊下の角でふと足を止め、周囲の気け配はいを探さぐる。中庭に面した窓の向こう、隣となりの校こう舎しやの二階から、自分に視線を向けている生徒がいた。

（他にも休きゆう講こうのクラスがあるのか）

　注目を浴あびることには慣なれているので、無視して階段を下りる。しかし一階の廊下に出ると、今度は別方向からの視線を慶一郎は感じた。肩かた越ごしに背はい後ごを一いち瞥べつすると、植うえ込みの中に隠れながら小型のカメラを構かまえている生徒の姿すがたが確認できた。
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（監かん視しされている……まさか校長の差し金か？）

　ありえる話だった。おそらくは校内で失踪する慶一郎の行動の謎なぞを解とこうとしているのだろう。だとすれば、監視に協力している生徒はＫファイト実行委員会のメンバー以外にはありえなかった。

（まずいな。どうでもいいことに関してだけは全力を尽つくす連中のことだ。校内の到いたる所ところに網あみを張っているはず……）

　職員用トイレにも待ち伏ぶせているに違ちがいない。一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよの後、慶一郎は踵きびすを返し、もときた階段を駆かけ上がった。数人の生徒が追ってくる気配がある。対応が素早いところから、無む線せんで連れん絡らくを取り合っているらしいことはすぐに察しがついた。

（完全に撒まくには相手が多すぎる。どうすれば──）

　ピーンと耳鳴りに似にた高い音が聞こえた。見ると、胸のペンダントが青白い光を放はなち始めている。時間がない。

「きゃっ！」

　三階に出たところで危あやうく女生徒と出会い頭にぶつかりそうになり、とっさに身を躱かわす。慶一郎に劣おとらぬ反射神経で飛び退のいたその女生徒は、よく見れば御剣涼子だった。

「あら、先生？」

「御剣!?　まさかお前もグルか？」

「グルって……何よ？」

　涼子は話が見えないという顔になる。慶一郎は、硬こう派はな涼子が校長の遊びに付き合うほど酔すい狂きようではないことを思い出した。

「ちょうどいい。御剣、お前ここで連中を足止めしておいてくれ」

「足止め？　連中って？」

「頼たのんだぞ！」

　それだけを言い置いて、慶一郎は屋おく上じようへ続く階段を駆かけ上がっていく。

「あっ、涼子さん！」

　下からの声に涼子は振ふり向いた。数人の生徒とともに大作が階段を上ってくるところだった。

「南雲先生を見ませんでしたか？」

　涼子は階段の上と下を交こう互ごに見て、ようやく事じ態たいを吞のみ込んだ。

「ははん……なーるほどね。そういうこと」

「どうなんですか？　こっちへ来たはずなんですけど」

「ええ、来たわよ。屋上へ行ったみたいだけど」

「ありがとうございます！」

　大作はペコリと頭を下げて涼子の横を通り過ぎようとするが、不意に足を取られてすっ転ころんだ。涼子が足を出して引っかけたのである。見事なヘッドスライディングで廊下を滑すべりながら、それでもカメラを手て放ばなさないところはさすがだった。

「い、痛いたぁい……何するんですか？」

　大作の当然の抗こう議ぎに、涼子は不ふ敵てきな笑えみをもって応こたえた。屋上への階段を背にして立ち、実じつ行こう委員会慶一郎追つい跡せき班はんの行く手を塞ふさぐ。

「ここから先へ進みたければ、あたしを倒たおしてから行くのね！」

「な……何な故ぜ？」

「さあ～、何故かしらね」

　言いながら、涼子は隠かくし持っていた特とく殊しゆ警けい棒ぼうを取り出してひと振りした。伸しん縮しゆく式しきの金きん属ぞく棒がジャキッと伸のびる。それを目にした追跡班のメンバーは、もはや任にん務む続ぞつ行こうが不可能になったことを悟さとった。




　屋上にやってきた慶一郎は、またもや視線を感じて立ち止まった。その方向に目を向けると、中なか庭にわを挟はさんだ隣の校舎の屋上から実行委員の一人らしき生徒がこちらを見ている。隣の校舎の方が高いので、向こうからは慶一郎の姿は丸見えだった。

　手の中に握にぎり込んだ石の輝かがやきが増まし、指の間から明めい滅めつする青白い光が漏もれる。残り時間はわずか数秒。

「クッ……これしかないか！」

　慶一郎は屋上を囲む金かな網あみのフェンスを乗り越えると、正門の方、つまり隣の校舎とは反対側にダイブした。教室の窓の外を落らつ下かする影かげを目もく撃げきした生徒が、窓を開けて顔を出したが、下にある植え込みに何かが落ちた形けい跡せきはなかった。
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　重じゆう力りよくに引かれて墜つい落らくしながら、慶一郎の身体からだはペンダントの発する青白い光に包つつまれた。視し界かいを染そめ上げる鮮あざやかな青が一いつ転てん、完全な闇やみと化し、自由落下とは異ことなる奇き妙みような浮ふ遊ゆう感かん覚かくに襲おそわれる。

　ゴチンッ！

　いきなり脳のう天てんに何かがぶつかってきた。上も下も判はん然ぜんとしない状じよう況きようで急きゆう激げきに闇が晴れ、紅こう白はくの二色が視界に飛び込んでくる。

「──ようこそ。〈イェネンの鬼き神しん〉よ」

　少女の声が下の方から聞こえる。慶一郎は、自分が天地逆ぎやくのかなりみっともない体たい勢せいで着ちやく地ちしたことにようやく気付いた。

「……どうかしましたか？」

「いや、別に」

　そう答えると、慶一郎は床ゆかに両手をついていったん倒とう立りつしてから起き上がった。首の具合を確認しながら、声の主の方に向き直る。そこにいたのは、巫女みこを思わせる白と朱しゆの衣い装しように身を包んだ美少女だった。

　血けつ管かんが透すけて見える白い肌はだに、ガラス繊せん維いのような銀ぎん髪ぱつ、そして一目で白子アルビノと判わかる大きな紅あかい瞳ひとみ──地球とは次じ元げんの壁かべを隔へだてた異い世せ界かいソルバニアの鬼神召しよう喚かん士し・レイハである。

　慶一郎が召喚された場所は、見み覚おぼえのある石造りの巨きよ大だいな神しん殿でんの中だった。足元の床ゆかには召喚用の魔ま法ほう円えんが描えがかれている。

「それで？　また出たのか？」

「はい。こちらです」

　案内するレイハの後について、慶一郎は魔法円から出た。少し歩いて、サーガイアと呼ばれる都市を眼がん下かに一いち望ぼうできるテラスにやってくる。都市といっても白い箱はこ型がたの建物が整せい然ぜんと並ならんでいるだけで、およそ生活感らしいものは感じられない。緑みどりがかった空に太陽はなく、空全体が均きん一いつな光を放はなっているようだった。どこか無む機き質しつで作り物めいた、生命のぬくもりの感じられない、澱よどんだ時間の支配する世界──ソルバニアはあまり長なが居いしたくなる場所ではない。

　ボォォォ……

　低い地じ鳴なりとともに、都市の一いつ角かくから不意に黒こく煙えんが上がった。崩くずれた建物の向こうから、黒くろ々ぐろとした長い角つのが突つき出している。

「あれだな。作戦は？」

「特にありません。こちらから迎むかえに行きましょう」

「よし」

　慶一郎はレイハの華きや奢しやな身体をひょいと横よこ抱だきに抱き上げると、床を蹴けって跳ちよう躍やくした。ソルバニアの重力は地球のそれよりもずっと小さい。それに加え、こちら側がわでは慶一郎の身体に何らかの磁じ場ばのような力が働くらしく、多少のコツは要ようするものの、数十メートルの距きよ離りを一気に飛び越えることも難むずかしくなかった。平へい坦たんな建物の屋や根ねから屋根へと飛び移うつり、慶一郎は崩れた建物に接せつ近きんした。

「……思ったほどデカくはないな」

　目標の物ぶつ体たいを目にした慶一郎の、それが最初の感想だった。それはカマキリとヘラクレスオオカブトムシを合ごう成せいしたような怪かい物ぶつだった。体長は五メートル強きよう。黒くろ光びかりする甲こう殻かくの背中と頭部から、緩ゆるやかに湾わん曲きよくした長い角を生はやしている。肩かたにあたる部分にも一いつ対ついの角があり、正面から見ると上下左右に大小四本の角が生えている形だ。

　怪物の正体は、異世界ソルバニアの環かん境きよう問題となっている〈魔ま素そ〉が凝ぎよう集しゆうして生まれた魔ま獣じゆうである。ソルバニアの武器や魔法では退たい治じできない魔獣に対するカウンターウェポンとして召喚された〈イェネンの鬼神〉──それがこの世界における南雲慶一郎の役やく割わりだった。

「ふう……」

　ため息を吐ついた慶一郎の顔を、レイハが不思議そうに見上げる。

「なにか？」

「いや～……もうすぐ三十になろうかっていういい大人おとなが、何が悲しくて異世界で怪獣退たい治じしなきゃならんのかと思うとな……」

　慶一郎は自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。何の因いん果がで自分が選えらばれたのかは知らないが、闘たたかう理由ならあった。偶ぐう然ぜんか必ひつ然ぜんか、最初の召喚によって絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいのピンチを救われたという経緯いきさつがあるからだ。

「来ます」

　レイハがそう告つげた直後、突き上げる衝しよう撃げきが足元を襲おそった。魔獣が二人の立っている建物に体当たりを仕し掛かけてきたのだ。慶一郎は通りを挟はさんだ向かいの建物の屋上に飛び移り、レイハをそこに下ろしてから、魔獣の近くに降り立った。

『Ｇｕｒｒｒ……』

　魔獣が瓦が礫れきを吹ふき飛ばしながら眼がん前ぜんに躍おどり出た。巨きよ体たいに比ひして極きよく端たんに小さい頭部の大半を占しめる紅あかい単たん眼がんが慶一郎を正面に捉とらえる。上から見た時は小さいと感じたが、いざ対たい峙じしてみると相当のプレッシャーが感じられた。魔獣の戦せん闘とう能のう力りよくは魔素の総そう量りようと密みつ度どにおおよそ比ひ例れいするが、目の前の相手は上位にランクされるクラスだろう。

「フウゥゥゥ……」

　慶一郎は腰こしを落として身み構がまえると、低い息い吹ぶきの声を上げながら独どく特とくのリズムと長いストロークの呼こ吸きゆうを繰くり返した。仙せん術じゆつ気き功こう闘とう法ほう〈神カム威イの拳けん〉の呼吸法──体内の精せい気きと霊れい気きを束たばね、さらに闘とう魂こんを吹き込むことで、意志を宿やどした霊的エネルギー〈龍りゆう気き〉を精せい錬れんする。

　腰だめに構えた両手の間に黄金色の輝かがやきが生まれた。地球上では霊的視し覚かくの持ち主でなければ捉えることのできない龍気も、ソルバニアの大気と何らかの反はん応のうを起こすのか、肉にく眼がんで確認できるうえに破は壊かい力りよくも数倍にアップする。

　魔獣の四本の角が雷らい光こうを帯おびた。仕掛けてくるつもりだ。

「──〈神しん飛び拳けん〉!!」

　慶一郎はサイドスローのフォームで龍気弾だんを放はなつ。しかし、魔獣の頭部を狙ねらった黄金色の弾丸は、見えない網あみに引っかかったように空中で停てい止しした。

　バチィ！

　四本の角から放射されたエネルギーが電でん磁じネット状の力りき場ばを形成し、龍気弾に触ふれることなく受けとめて分ぶん解かい消しよう滅めつさせた。

「なっ!?」

　驚きよう愕がくする慶一郎に、魔獣がすかさず突とつ進しんを仕掛けてきた。プラズマの輝きを帯びた角を避さけて真横に飛び退すさる。角は躱かわしたものの、電磁場に近付きすぎたために電気の衝撃が身体を打った。

「くっ……！」

　脇わき腹ばらを見せたところに龍気弾を叩たたき込む。甲こう虫ちゆうを思わせる背中の甲こう殻かくが動いて、浅い角度で当たった〈神飛拳〉を弾はじいた。魔獣は素す早ばやく方ほう向こう転てん換かんし、慶一郎に正面を向ける。三発目に放った龍気弾は最初と同じく電磁ネットに分ぶん解かいされた。

（こいつ、できるな！）

　飛び退って距きよ離りをとりながら、慶一郎は内心舌したを巻まいていた。龍気と魔素は互たがいに相そう殺さいする正せい負ふのエネルギーであり、いつもの魔獣なら龍気弾を食くらった途と端たんにセルロイド製のオモチャのように燃もえ上がるところだ。しかし今回の相手は正面からの龍気弾を無む効こうにするばかりか、直ちよく撃げきによるダメージをも最小限に食い止めていた。

「久ひさ々びさに骨ほねのある相手だ……いや、昆こん虫ちゆうだから外がい骨こつ格かくか」

　強きよう敵てきを前に慶一郎は不敵な笑えみを浮うかべ、再び龍気を練ねった。突進を躱かわして背後から〈神飛拳〉を叩たたき込むか、それとも──

　戦法を思し案あんしている間もなく魔獣が突とつ進しんしてくる。慶一郎は右でも左でもなく、地面を蹴けって跳ちよう躍やくした。滞たい空くう時間の長さを利用し、通り過すぎた魔獣を真上から狙ねらい撃うちにする──それが目もく論ろ見みだった。

　しかし魔獣の動きは慶一郎の予想を裏うら切ぎった。突進はフェイントで、魔獣は空中に逃のがれた慶一郎に向かって飛ひ翔しようしたのである。雷らい光こうを帯おびた四本の角が迫せまる。龍気弾すら分ぶん解かいする電磁ネットに生なま身みで捕とらえられたらどうなるのか、想像は難しくなかった。

「〈神飛拳〉！」

　慶一郎は龍気弾を放った。ただし真横に向けて。

　ガオォォン!!

　裂れつ空くうの衝撃が慶一郎の身体からだを突つき抜ぬける。〈神飛拳〉の反はん動どうで魔獣の突進は避さけたものの、電磁場に弾はじかれた衝撃で建物の壁に叩き付けられ、半なかば壁にめり込んだ。

「……チッ、化ばけ物もののくせしていい勘かんしてやがる！」

　電撃を浴あびて痺しびれた身体を壁から引き剝はがしながら、慶一郎は毒どくづいた。

「手伝いますか」

　その声に頭ず上じようを仰あおぐと、レイハが屋上から顔を出して覗のぞき込んでいた。

「なんか名めい案あんでもあるのか？」

「弱点を探さぐってみます」

　レイハは大きな袖そでの中から拳こぶし大だいの白い珠たまを取り出すと、転ころがすようにしてポイッと投げた。レイハの手を離はなれた珠は思わぬ速そく度どで飛ひ行こうし、魔獣の頭上でピタリと静せい止しすると、サーチライトのような銀ぎん色いろの光を投射した。銀光は魔獣の黒い巨きよ体たいを透とう過かし、レントゲン写真のように内部構こう造ぞうを視し覚かく化かする。スケルトン化した魔獣の胸きよう郭かく内に多た重じゆう装そう甲こうに包まれた青い球きゆう体たいが見えた。

「あれが核かくか？　けっこう深いところにあるな」

　魔獣の巨体は複ふく合ごう装そう甲こうに覆おおわれていた。真上からの攻こう撃げきに成功していたとしても、致ち命めい傷しようを与あたえられたかどうかは疑うたがわしかった。

「上が駄だ目めなら……！」

　慶一郎は地面に降おり立つと、胸の前で構えた両手に龍気を集中した。魔獣は慶一郎を見るなり反射的に突っ込んでくる。電磁ネットの有ゆう効こう範はん囲いに捕とらえられる直前、慶一郎は両手を地面に叩き付けた。

　ドォン！

　黄金色の爆ばく発はつの中に慶一郎の姿すがたが消えた。敵を見み失うしなった魔獣は突進を中止し、急きゆう制せい動どうをかけて直前まで慶一郎が立っていた場所に止まる。その直後──

『Ｇｕｏッ!?』

　魔獣がビクリと巨体を震ふるわせた。

「勘かんは冴さえても知ち恵えは足りないようだな」

〈神飛拳〉で砕くだいた地面に潜もぐっていた慶一郎の右腕うでが、真下から魔獣の腹はらを貫つらぬいていた。指先が固かたく丸い球体に触ふれている。

「──ジ・エンドだ」

　カァァン!!

　弾だん丸がんが鉄てつ板ぱんを撃うち抜ぬくようなカン高い激げき音おんとともに、龍気の衝しよう撃げき波はが魔獣の体内を突き抜けた。黒い甲殻全体に無数の亀き裂れつが走り、そこから黄金色の火花が噴ふき出す。魔獣が火ひ柱ばしらを上げて爆ばく裂れつ四し散さんした後には、ソフトボール大だいの青い丸石を手にした慶一郎が立っていた。

　魔獣が倒たおされたのを確認したレイハが、羽う毛もうのような落らつ下か速度で地面に降りてくる。

「ご苦く労ろうさまです。ケイ」

「フッ……まあ、ざっとこんなもんかな」

　慶一郎は少し得とく意い気げな笑えみを浮うかべる。しかし、レイハが真ま顔がおで返した台詞せりふは非情なものだった。

「残りはあと五体です。その調ちよう子しでよろしく」

「な……なぬッ!?」

　どこからか建物が倒とう壊かいする派は手でな轟ごう音おんと、複数の咆ほう哮こうが響ひびいてくる。それを聞きながら、慶一郎はどっと疲ひ労ろうが押おし寄せてくるのを感じた。
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「──んがっ!!」

　見慣れた情じよう景けいが視し界かいに戻もどってきた直後、足元でガマガエルの断だん末まつ魔まのような悲鳴が上がった。なにやら適てき度どな弾だん力りよくと固さを兼かね備そなえた物体を踏ふんづけた感かん触しよくがある。

　慶一郎が帰き還かんした場所は大門高校の屋上だった。午後の授業中なので周囲に人ひと気けはない。足の下にいる人物を除のぞいては。

「お、おも……くっ、くっ、くるっ……」

　慶一郎の足の下でジタバタともがいているのは、南なん海かいの漁りよう師しのような赤しやく銅どう色いろの肌はだをした男子生徒だった。伸のびすぎて元の髪かみ型がたが判わからなくなったボブカットにトレードマークの虎とら縞じまのバンダナを巻まいている。色いろ男おとこといってもいい整ととのった容よう貌ぼうの持ち主だが、平へい均きん以上に伸びた犬けん歯しと、隠かくしきれない中身の凶きよう暴ぼうさが暑あつ苦くるしいほどの野や性せい味みとなってにじみ出ている。

「うぐ、ぐぐ……」

　赤銅色の顔が紫むらさき色いろに変わっていく。

（もうすぐ失しつ神しんするな……）

　その生徒──草くさ彅なぎ静しず馬まの苦しむ様子を冷れい静せいに観かん察さつしながら、慶一郎は他人ひと事ごとのように考えた。

（ソルバニアから帰き還かんするところを見られたか？　だったらこのまま気き絶ぜつさせた方がいいかもしれん。後で詰きつ問もんされても悪あく夢むだと誤ご魔ま化かせるからな……）

　疲労で判断能力が鈍にぶっているせいか、恐こわい考えになってしまっていることに本人は気付かない。しかし静馬はそのまま大人おとなしく失神する男ではなかった。腹ふつ筋きんを引き締しめ、両手で慶一郎の足首を摑つかむと、凄すごい力で押し返してくる。バランスを崩くずされた慶一郎は一歩下がって静馬の身体の上から降りた。

「こっ、こっ……殺ころす気かァッ!?」

　静馬は元気よく跳はね起きると、つばを飛ばしながら抗こう議ぎした。

「人が気持ちよう寝ねとるっちゅうのに、いきなり乗のっかり攻こう撃げきとは何様のつもりじゃ！　そうか、さてはこのオレの潜せん在ざい能のう力りよくに恐おそれをなして、事じ故こに見せかけて亡なきものにせんとしよったな！」

「ついぞ思ったこともないが……」

「噓うそつけ！　やったら他に何の理由があるんや!?」

「ちょうど着地したところにお前が寝てた……それだけだ」

　慶一郎は正しよう直じきに真じ実じつを告げたが、もちろん通じるはずもなかった。

「トボケんのもたいがいにせえ！　クソッ……もう今日こそぶちのめす！　覚かく悟ごせえや南雲ォ!!」

　静馬が制服のシャツを脱ぬぎ捨ててファイティングポーズを取ったその時、タイミングを計はかったように校内放ほう送そうが流れた。

『──Ｋファイト実行委員会からお知らせします。南雲先生、南雲先生……校内におられましたら至し急きゆう、体たい育いく館かん前までおいでください。マネージャーのミアン・キュービィさんと挑ちよう戦せん者しやの方がお待ちです。繰くり返します……』




　　　　☆




　放課後の体育館は大勢の生徒で賑にぎわっていた。恒こう例れいイベントとなりつつある南雲慶一郎対外がい人じん格かく闘とう家かの一いつ戦せんを見けん物ぶつするためである。

　体育館中央に設せつ置ちされた特とく設せつリングで、慶一郎はミアンの連れてきた黒人ボクサーと向き合っていた。〈Ｊ・Ｂ〉とだけ紹しよう介かいされた短いモヒカン頭の黒人男は、身長約一九二センチ、体重も二〇〇ポンド以上のヘビー級である。下は黒いスパッツに臑すねまでのシューズ、裸はだかの上半身に袖そで無なしの革かわジャンを羽は織おり、両の拳こぶしにはバンテージを巻いている。無む駄だな肉など一いつ片ぺんもない鍛きたえ抜ぬかれた身体。太い首の上に乗っているのは猛もう禽きんを思わせる精せい悍かんな顔だ。

（ふうん……なかなかの面つら構がまえだ）

　慶一郎はこのＪ・Ｂという男を一目で気に入った。わざわざ日本くんだりまでやってきて、高校の体育館で闘たたかわされるというのに、油断も侮あなどりも見られない。根っからのファイターで、自分と相手の力量を正確に見み抜ぬく視し力りよくを持っているのだ。

　女生徒のアナウンスが館内に響ひびいた。

『全校生徒の皆みなさん、こんにちは！　さあ～またまたやってまいりましたＫファイトスペシャルマッチ!!　今回の挑戦者はスーパーヘビー級の黒人ボクサー、ミスター〈Ｊ・Ｂ〉！　この刺し客かくに対して南雲慶一郎はいかにして闘うのか!?　体育館特設リング前より、実じつ況きようはわたくし放送部二年の中なか村むら環たまき、解説はおなじみ〈日本教育界のガン細さい胞ぼう〉こと藤とう堂どう鷹たか王おう校長に加くわえ、〈サイボーグ・ビューティ〉ミアン・キュービィ女じよ史し、そしてさらに特別解かい説せつ者として──』

『死しね、南雲！　死んでこい!!』

　実じつ況きよう席せきのマイクを引っ摑つかんで叫さけんだのは静馬だった。

『お前が無ぶ様ざまに倒たおされた後でオレが仇かたき取ったる！　安心して死にさらせ!!』

（相そう当とう根に持っているな……）

　慶一郎はリング中央まで歩いていってＪ・Ｂに英語で話しかけた。

『俺おれを倒すといくらもらえるんだ？』

『五〇万ドルとか言ってたな』

　ニコリともせず答えると、腕うでを突つき出して人ひと差さし指ゆびを立てた。

『……一ラウンドだ。それで決けつ着ちやくはつく』

『一ラウンドで倒すとは言わないんだな』

『控ひかえ目めな性格なんだ』

『そうじゃないかと思ったよ』

　間まもなくゴングが鳴らされた。

　Ｊ・Ｂのスタイルは肩かた書がき通りボクシングのそれだった。顎あごを引いて若じやつ干かん前まえ屈かがみになり、脇わきを締めて顔の高さに拳こぶしを構える。左足を軽く一歩前に出し、爪つま先さき立だちになってフットワークを使う。左足が前に出ているので順じゆん当とうに考えるとサウスポーだ。

　ボクシングには下半身への攻こう撃げきや投なげ・関かん節せつ技わざという概がい念ねんがないので、普ふ通つうに考えれば総そう合ごう格かく闘とう技ぎルールでの闘いでは不ふ利りといえるが、ことパンチを打つ技術では最も洗せん練れんされているし、同時に防ぼう御ぎよや避さけの技術も高度である。空から手ての突つきのようなパンチを打つまでの動どう作さが長い攻撃はボクサーにかすらせることさえできないといわれる。そしてゲイツの送り込んだ挑戦者であるからには、この男もただのボクサーのはずがなかった。

（こちらもボクシングスタイルで応じるってのは面めん倒どう臭くさいな……やはり足を止めるのが先か）

　リーチの長いジャブをガードしながらローキックかアキレス腱けん狙ねらいの足あし払ばらいでフットワークを封ふうじることを考えていると、Ｊ・Ｂはダッキングしながら踏ふみ込んできた。凄すさまじい速度の短たん打だのコンビネーションから一いつ拍ぱく置いてアッパーカットを放はなつ。慶一郎はコンビネーションを冷静にガードし、最後のアッパーも余よ裕ゆうをもって躱かわした──躱したつもりだった。

　パンッ！

　空気を引き裂さく破は裂れつ音おんとともに、慶一郎の身体を衝しよう撃げきが突き抜けた。

「むっ!?」

　慶一郎のＴシャツの胸が縦たてに裂さかれていた。何が起きたのかを理解する間もなく次の連続攻撃がくる。ボディへの連打の後、側そく頭とう部ぶを狙った必ひつ殺さつの左フックがきた。慶一郎はこれも見み切きったが、スウェーで躱かわした直後、横よこ殴なぐりに叩たたき付けてきた衝しよう撃げき波はに弾はじき飛ばされ、リングを囲うフェンスに背中からぶつかった。

「くっ……」

　頰ほおに鋭するどい痛みを感じて手をやると、カマイタチにやられたようにパックリと切り裂かれていた。

『俺の〈ソニック・ブロー〉をよく躱したな。だが、いつまでもつかな？』

　Ｊ・Ｂが「かかってこい」と手て招まねきする。慶一郎はフェンスから離はなれてリング中央に戻もどった。

（ソニック・ブローだと？　これも〈神カム威イの拳けん）か？　だとすれば……）

　特別な呼吸によって生み出される不ふ可か視しのパワー〈神しん気き〉を操あやつる〈神威の拳〉には大たい別べつして〈天・月・雷・山・風・火・水・地〉の八つのタイプがある。慶一郎はＪ・Ｂの技わざの性せい質しつを〈風かぜ〉と読んだ。パワーそのものは同じく風系けいの使い手である〈凶まがツ風の刹せつ羅ら〉こと京きよう極ごく刹羅には及ばないが、Ｊ・Ｂにはそれを補おぎなうに十分な磨とぎ澄すまされた格闘センスがある。

（一ラウンドで決まると言っていたな……だったらあの必殺パンチはそう何発も打てないはず。次が勝負だ）

　Ｊ・Ｂが疾しつ風ぷうと化して踏ふみ込んできた。間合いに入る前に攻撃がくる。神気を帯おびた一撃必殺の右ストレートだった。

　パンッ！

　みずから間合いを詰つめた慶一郎は、Ｊ・Ｂの右腕が伸びきるより先に、左掌てのひらで拳こぶしを受けとめていた。

「〈龍りゆう勁けい掌しよう〉!!」

　掌から放射された龍気が障しよう壁へきとなって〈ソニック・ブロー〉を遮しや断だんした。行ゆき場ばを失った衝しよう撃げき波はの刃やいばがＪ・Ｂ自身の腕と身体を浅あさく切り裂さく。

〈ソニック・ブロー〉の弱点──それは打ったパンチに一瞬遅おくれて衝撃波がやってくることだった。

　だがこのストレートはファイナルブローではなかった。直後に本命の左フックがくる。慶一郎はその軌き道どうと交差するように右ストレートを放はなった。

　パァァン！

　鋭するどい破は裂れつ音おんが館かん内ないに響ひびき渡わたる。

　二人の巨きよ軀くは磁じ石しやくの同極が反はん発ぱつし合うように弾はじかれた。ただし慶一郎が半歩ほど後こう退たいしただけで耐たえたのに対し、Ｊ・Ｂは仰のけ反ぞって大きくよろめいている。

『チィィ！』

　Ｊ・Ｂは離はなれた間合いからジャブを連れん打だした。そこから放たれたのは刃やいばの鋭さを持つ衝撃波ではなく、圧あつ縮しゆくされた空気の塊かたまりだった。風ふう圧あつの抵てい抗こうが接近しようとする慶一郎の足を鈍にぶらせる。Ｊ・Ｂは一いつ足そく飛とびにステップ・インし、下から斜ななめ上に突き上げるパンチを打った。

『〈Ｔ・Ｂ・Ｆ〉!!』

　ドォン！

　震しん脚きやくのような強い踏み込みから放つショベル・フックとともに、神気の竜たつ巻まきが爆ばく発はつ的に巻き起こった。

「おお～っ!?」

　見物の生徒たちの間から悲ひ鳴めいのような声があがる。慶一郎の巨きよ体たいはほとんど真ま上うえに数メートルも打ち上げられていた。

　落下してくる敵てきにファイナル・ブローを打ち込もうと頭ず上じようを仰あおぎ見たＪ・Ｂが一いつ瞬しゆん、硬こう直ちよくする。きりもみ状態で吹ふっ飛んだはずの慶一郎は空中で体たい勢せいを立て直なおし、眼がん下かのＪ・Ｂに向けて両手を突き出した。

「──〈神しん飛び拳けん〉!!」

　Ｊ・Ｂは顔面を両腕でブロックして龍気弾の直ちよく撃げきに耐えたが、とどめの一撃のために蓄たくわえていた神気は一気に削けずり取られていた。ブロックを解といた時、慶一郎はすでに目の前に着ちやく地ちしていた。

　Ｊ・Ｂの左フックと慶一郎の右ストレートがほぼ同時に放はなたれた。

　場じよう内ないが静まりかえった。

　二人はパンチを放った姿し勢せいのまま数秒間静せい止ししていたが、やがて黒人ボクサーが膝ひざを折おり、ゆっくりと崩くずれ落ちた。慶一郎の右ストレートは相手の左フックを外側に弾はじき、カウンターでＪ・Ｂの顎あごを完全に捉とらえていたのだ。

「本当に一ラウンドでカタがついたな」

　ほどなくして、体育館は湧わき上がる歓かん声せいで満みたされた。




　　　　五




　その日の夕ゆう刻こく──

　鬼おに塚づか家けの居い間ま。食しよく卓たくに出された謎なぞの料理を前にして、主人である鬼塚鉄てつ斎さいはうめくように言った。

「この今いま川がわ焼やきの親おや玉だまのような物は、何だ？」

「何の変へん哲てつもないスパニッシュ・オムレツですが」

　慶一郎はそう言うと、巨大なパンケーキのような分ぶ厚あついオムレツにナイフを入れて扇おうぎ状じように切り分けた。断だん面めんには薄うす切ぎりのジャガイモと玉たま葱ねぎがきれいな層そうになっている。湯ゆ気げとともに広がるオリーブオイルの香かおりが鼻び腔こうをくすぐった。他ほかにはシーフード・リゾットと冷つめたいミネストローネスープというイタリア風のメニューがある。

　鬼塚家の住じゆう人にんは和食以外のどんな料理を出されても基本的に文もん句く一つ言わずに食べる。純じゆん和風のたたずまいからは想像できないが、決して保ほ守しゆ的ではなくむしろチャレンジ精神旺おう盛せいともいえる。あるいは食生活には無む頓とん着ちやくというべきか。

「慶一郎さん……何かあった？」
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　食卓を挟はさんで座すわっている美み雪ゆきがおずおずと尋たずねた。

「何かって？　ああ、これか」

　美雪の無表情なりに心しん配ぱいしているような顔を見て、慶一郎はようやく自分の格かつ好こうを思い出した。Ｊ・Ｂの攻こう撃げきを浴あびて、腕うでも顔も包ほう帯たいと絆ばん創そう膏こうだらけになっていたのだ。校医の菱ひし沼ぬま女じよ史しの過か剰じような処しよ置ちによるものだが、ほとんどは綺き麗れいな切きり傷きずだったので瞬しゆん間かん接せつ着ちやく剤ざいを使って簡かん単たんにふさがった（それを見た静馬から『お前はプラモか!?』と突っ込まれたが、無む視しした）。

　疲ひ労ろうや傷の痛いたみはあるが気になるほどではない。熱ねつもなく体調はいたって平へい常じようである。慶一郎は昼間の出で来き事ごとを思い返し、あっさりした口く調ちようで答えた。

「特に変わったことはなかったよ。むしろ何かあるとすればこれからだが……」

　意味が分からずキョトンとしている美雪をよそに、慶一郎は鉄斎に言った。

「この後、ちょっと出かけてきます。帰るのは明け方になるかも知れませんが」

「うむ。朝あさ飯めしまでには戻もどれ」

　鉄斎はトマトソースをかけたオムレツを口に運はこぶと、しばらくしてから、

「……悪くない」

　と感想を述のべた。




　　　　☆




　午ご後ご八時四〇分──

　乗のり心ごこ地ちが最悪なことで知られる左ハンドルの軍ぐん用ようジープ（払はらい下さげ品ひん）を運転して赤あか塚つか公園の近くまでやってくると、慶一郎はジープのライトを消けし、街がい灯とうの光も届とどかない薄うす暗い路ろ肩かたに寄せて停車させた。

　運転席に座すわったまま上じよう体たいをひねり、後こう部ぶ座ざ席せきの下に置おいてある大きめの黒いスポーツバッグのファスナーを開ける。

「ン……ンゴッ……」

　バッグの中からくぐもった唸うなり声がした。中に入っていたのは、脱だつ色しよくした金きん髪ぱつと日ひ焼やけサロンでこんがり焦こげ茶色に焼いた肌はだをした若い男だった。年ねん齢れいは十八くらいか。若い男というよりは少年である。

　さるぐつわを嚙かまされた少年は、覗のぞき込む慶一郎の顔を見た途と端たん、恐きよう怖ふに顔を歪ゆがめた。必ひつ死しに逃のがれようとするが、芋いも虫むし程度の動きしかできない。

「騒さわぐな……石コロ詰つめて荒あら川かわに沈しずめてほしいか？」

　金髪の少年はもがくのを止やめたが、逃にげられないと知ると今度は泣なき始めた。

　慶一郎がこの少年と出会ったのは二時間ほど前のことである。夕食の買い出しの帰り、赤塚公園の横を通りかかった時のことだった。

『瘦やせるクスリあるんだけどさ……ほしくない？』

　たまたま耳に入ってきたその言葉に振ふり向くと、この少年が中学生くらいの少女と一いつ緒しよにいるところだった。慶一郎は早さつ速そく二人に近付いて少年に尋たずねた。

「どんなクスリだ？　見せてみろ」

「うっせえな……関係ねえだろ。消えろよ」

　その返へん事じを聞くが早いか、慶一郎は右手を伸のばして少年の肩かたを摑つかんでいた。虫むし歯ばの七倍の激げき痛つうが全身に走るツボを刺し激げきして少年を悶もん絶ぜつさせると、身しん体たい検けん査さをして問題のクスリを取り上げる。それはいわゆる合ごう法ほうドラッグの一つだったが、慶一郎はさらに少年の持ち物を念ねん入いりに調べ、オイルライターの中から、ビニール袋ぶくろに入った白い粉こなを見つけ出した。

　少年を尋じん問もんしたが要よう領りようを得えないので、慶一郎は少年の持っていたスポーツバッグの中身を捨すて、少年の関かん節せつという関節を外はずしてコンパクトに折り畳み、バッグに詰つめ込んだ。そして左手には夕食の材ざい料りようが入った買い物袋ぶくろ、右手に少年の詰まったバッグをさげて鬼塚家に帰ってきたのである。声をかけられていた少女の方は、少年が慶一郎に悶絶させられた時点で逃げていた。

　グロテスクな肉のオブジェと化している少年に、慶一郎はごく普ふ通つうの口く調ちようで語りかけた。

「お前にドラッグを売うらせている男のところへ案内してもらう。お前にそれを拒きよ否ひする権けん利りはないし、あったとしても俺が認みとめない。お前が未み成せい年ねんだろうが、バックについてるのがヤクザだろうが、親が国こつ会かい議ぎ員いんだろうが、俺には関係がない。子供を使って子供にドラッグを売らせるような奴やつは俺が叩たたき潰つぶす。少しでも長く生きていたかったら素す直なおに従したがうことだ。理解したか？」

　少年がガクガクと頷うなずいたのを見て、さるぐつわを外してやる。

「おい、誰だれかたす……!!」

　助けを呼ぼうとした少年の喉のどに、慶一郎の人差し指が突つき刺ささった。ちょうどポットのロックを「出る」から「止まる」に変えたように呼こ吸きゆうが止まり、口を開けたままの少年の顔がみるみる土つち気け色いろになっていく。

「もう一つ言っておく……お前の実家が貧びん乏ぼうだろうが、不ふ幸こうな身の上だろうが、親が死んでいようが、借しやつ金きんがいくらあろうが、そんなことは俺は気にしない。自分の不幸を理由に他人を不幸にする権利があると思うな」

　慶一郎はやはり普ふ段だんの口調で言った。

「お前は自分を被ひ害がい者しやだと思っているかもしれんが、俺はそうは思わん。麻ま薬やく組そ織しきを根こん本ぽんから支ささええているのはお前のような末まつ端たんの売ばい人にんだ。軽い気持ちでやっていたのかもしれんが、そういう奴が一番厄やつ介かいだ。お前を悪の道から救ってやるつもりは一切ない。お前が誰かの人生を破は滅めつさせるより先に、お前自身が破滅するのを手伝ってやるだけだ」

　人差し指を抜ぬくと、ヒュウと少年の喉が鳴った。酸さん素そを求めて喘あえぎながら、少年は幼よう児じのように嗚お咽えつし始めた。今日が終わりの日だということを理解したのだ。

「じゃあ行こうか」

　バッグのファスナーを閉とじると、慶一郎は再びジープを発進させた。




　それからおよそ三時間後──

「四次元ダストシュート[image: ][image: ]ッ!!」

　都内某ぼう所しよのビル内。有名なマンガに登場する青い猫ねこのキャラクターを模もしたセルロイド製のお面めんを被かぶった身長二メートルの大男が、麻薬組織の幹かん部ぶを次から次へとダストシュートに放ほうり込んでいた。

　長さ（高さ）は二階分だが三〇センチ角かくしかないダストシュートの中に、大だいの男がすでに一〇人ばかり詰つめ込まれている。まるで四次元につながっているようだが、実際はそうではない。全ぜん身しんの骨という骨が砕くだかれているため、引っかかるところもなくドンドン詰め込むことが可能なのだ。

「さて……と」

　一通り始末を終えると、青猫男は札さつ束たばがぎっしりと詰まったスーツケースを手に、幹部から聞き出した麻薬の取とり引ひき場所に向かった。

　長い夜になりそうだった。




　　　　＊　　　＊　　　＊





〈七月×日──晴はれ〉




　今日は飛とび込みの仕事二件に加くわえて時間外がい活動もあり、いつになく忙しい一日だった。拳こぶしが乾かわく暇ひまもないとはこのことだ。

　怪かい獣じゆうや外人格かく闘とうはともかく、小悪党は懲こりることを知らないうえに浮塵子うんかのごとく無数にいるので始し末まつが悪い。おかげで夜や半はんに出かけて戻もどってきたのは明あけ方になったが、帰りがけに築つき地じに寄よって、上等の海の幸さちを仕し入いれることができたのでよしとしよう。




［本日の戦せん績せき］

・甲こう虫ちゆう型がた怪獣×６

・黒人ボクサー×１

・下っぱ×21

・ボディガード×４

・幹かん部ぶクラス×２










・東とう南なんアジア系×２




　そういえばまた授じゆ業ぎようが進まなかった。校長に小こ言ごとを言われそうだ……







〈世紀末教師のそれさえもおそらくは平凡な一日／ＥＮＤ〉












　サムライガール［明めい鏡きよう止し水すい篇へん］





［レポートNo.〇〇〇七］

　氏名／御剣涼子（みつるぎ・りょうこ）

　年ねん齢れい／十六歳さい

　身しん長ちよう／一七五センチ（本人は一七四・五センチと主しゆ張ちよう）

　体たい重じゆう／不ふ明めい（理由はお察しください）

　所しよ属ぞく／大だい門もん高校二年Ｂ組の生徒。剣けん道どう部ぶ所属。飛ひ天てん流りゆう剣術道場のただ一人の門もん弟てい。

　特とく技ぎ・資し格かく／剣道二段だん。学がつ科かの成せい績せきは中の中。得とく意い科目は国語と歴れき史し。体育では陸りく上じよう競きよう技ぎに才さい能のうを発はつ揮き。苦にが手て科目は英語と物ぶつ理り。

　趣しゆ味み・嗜し好こう／時じ代だい劇げきマニア。好きな時代小説作家は隆りゆう慶けい一いち郎ろう、藤ふじ沢さわ周しゆう平へい、池いけ波なみ正しよう太た郎ろうなど。テレビなら必ひつ殺さつシリーズ、映画は「七しち人にんの侍さむらい」「用よう心じん棒ぼう」などの黒くろ澤さわ作品。理想の男性は三み船ふね敏とし郎ろうと言い切れる。

　性せい格かく／一見してクールだが、実じつ際さいはかなりの負まけず嫌ぎらいで見み栄えっ張ぱり。身長の高さにコンプレックスがあり、「デカくて鈍にぶい女」と思われることを極きよく端たんに恐おそれている。ヒーローに対する憧あこがれが強く、自分自身もそうありたいと思っているが、それを本当に実じつ行こうしてしまうところが普ふ通つうの人との違ちがいである。悪と見れば誰だれにでも闘たたかいを挑いどむが、同性とはケンカしない主しゆ義ぎの持ち主なので、校内の女子生徒（特に後こう輩はい）の間で絶ぜつ大だいなる人気を得えている。

　家族／父親（考こう古こ学がく者しや）とその妹いもうとである叔お母ば（看かん護ご婦ふ）と同どう居きよ。父親は発はつ掘くつ調査のため海外に出で掛かけていることが多い。

　備び考こう／Ｋファイトチャンプ・草くさ[image: ]なぎ静しず馬まを最初に破やぶった生徒。飛天流剣術道場に入門したのは対草[image: ]戦以い後ごのことなので、現在の実力は不明。

［コメント］最近のアイドルや女じよ優ゆうの中にはあんまりいない、志し穂ほ美み悦えつ子こ系（古すぎ）のカッコイイ美人。遠とお目めには近寄りがたい雰ふん囲い気きだが、話してみると意外にフランクな人だと分かる。でも僕の場合は身長が一六○以下なので、横に立つと背の高さが強調されるためか、人前だと邪じや険けんにされることがある。逆に大男の南雲先生の横よこにいるのは好すきらしい。分かりやすい人だ。




〈神矢〉






　　　　一




　とある日にち曜ようの昼下がり──

　飛天神社の宮ぐう司じ、鬼塚家の裏うら手てにある飛天道場。

　黒っぽい板いた張ばりの床ゆかの上に、袴はかま姿すがたの男女が向かい合って正せい座ざしていた。

　男の方は濃のう紺こんの上じよう衣いと袴を身に付けた老人である。長身瘦そう軀く、猛もう禽きん類るいを思わせる鋭するどい風ふう貌ぼうの持ち主で、白くなった髪かみを昔むかし風ふうの総そう髪はつにしている。

　相あい対たいする女の方は、白い上衣と袴姿の少女である。少女としてはやや大おお柄がらで逞たくましい身体からだつき。整ととのっているが、可愛かわいいというよりは美人、美人というよりはハンサムと表現した方が似に合あう、凛り々りしい美び貌ぼうの持ち主である。長い髪をポニーテールにしているが、結ゆっている位置がやや高いため、その風ふう貌ぼうとあいまって若わか武む者しやを思わせる雰ふん囲い気きがあった。

「〈明鏡止水〉という言葉がある」

　稽けい古この合あい間まの剣けん術じゆつ講こう義ぎの中で、飛天流剣術師し範はん・鬼おに塚づか鉄てつ斎さいはその四よん文も字じ熟じゆく語ごを口にした。

「くもりのない鏡かがみと静かなる水……すなわち、わだかまりがなく澄すみきった心しん境きようをさす言葉だ。剣はそれを振ふるう者の心を映うつし出す鏡のようなもの。心がくもっていては剣もまた冴さえぬ」

「つまり、お坊ぼうさんのような平へい常じよう心しんを持てということでしょうか」

　この飛天道場のただ一人の門もん弟てい・御剣涼子は居い住ずまいを正し、真しん摯しな眼まな差ざしを老師範に向ける。

「坊ぼう主ずは駄だ目めだ」

　鉄斎はちょっとだけ遠い目をして言った。

「昔、坊主の平常心が本物かどうか確たしかめたことがあったが……あれは偽にせ物ものだな」

「偽物ですか」

「うむ。したり顔で平常心だなどとほざいておっても、いざ真しん剣けんで斬きりかかると泡あわを食って逃にげよる。わしが本気になれば逃げても無む駄だだというのに……おのれの死を平へい然ぜんと受けとめられぬようでは、明鏡止水の境きよう地ちにはほど遠い」

「なるほど。それは然しかり」

　涼子は頷うなずきながら、若かりし頃の鉄斎が真剣をブンブン振り回しながらお坊さんを追い回している光こう景けいを脳のう裏りに思い描いて、密ひそかにうっとりした。

「……して、お師し匠しようさま。明鏡止水の極ごく意いとは？」

「そんなものが口で易やす々やすと伝えられるものか。真の意味を知りたければ、おのれ自身で摑つかむのだ。何事においてもおのれの経けい験けんこそが最さい良りようの教師となる」

「は……はい！」

　涼子は胸むねを張はって答えた。

　そうして──この時から涼子には一つの宿しゆく題だいが課かせられたのである。




　　　　☆




「──くもりのない鏡、静かなる水のごとき境地、か……」

　月曜の大門高校、二年Ｂ組の教室。授業を上うわの空そらで聞き流しながら、涼子は独ひとり言ごとをつぶやいた。

　……カンッ！……カンッ！

　廊ろう下かの方から何か固いものを床ゆかに叩たたき付けるようなカン高い音が近付いてきたかと思うと、ガララッと勢いきおいよく教室の戸が開く。入ってきたのは大おお柄がらな男子生徒だった。

　南なん国ごく育そだちのような赤しやく銅どう色いろの肌はだに、虎とら縞じまのバンダナをトレードマークにしている生徒といえば校内には一人しかいない。大門高校の風ふう雲うん児じ改め浪花なにわのケンカ芸げい人にんこと草彅静馬の本日のファッションは、いつもの赤いＴシャツと学生ズボンに加え、裸足はだしに高たか下げ駄たという見事なバンカラ・スタイルであった。

　教きよう壇だんの小こ関せき教きよう諭ゆが訝いぶかしげに尋たずねる。

「静馬……遅ち刻こくはともかく、なんで下駄なんだよ？」

「んなもん暑あついからに決まっとろーが！」

　静馬は発達した犬けん歯しを剝むき出して言い返すと、ガニ股またで堂々と自分の席に向かった。涼子の背後を通り、その隣となりにある、窓まど際ぎわの列の一番後ろの席にドッカと腰こしを下ろす。

「……ちょっとあんた」

　涼子は低い声で言った。

「足、はみ出してんじゃないわよ。たいして長くもないくせに」

　涼子の鋭するどい視し線せんの先にあるのは、自分の方にこれ見よがしに出ている静馬の足だった。静馬は完全に横向きに座すわっており、組くんだ足の先にぶら下がっている下駄が涼子の机つくえの足に当たりそうだ。

「アホ、これは不ふ可か抗こう力りよくや。下駄の歯が高すぎて机の下に足入らへんねん」

「だったら脱ぬげばいいのよ」

「なんで裸足で授業受けなあかんねん」

「あんたが下駄なんか履はいてくるからでしょ？　時じ代だい錯さく誤ごもたいがいにしなさいよね」

「なんや？　お前は日本の伝でん統とう文化を否ひ定ていすんのか!?　日本人が下駄履いてた時代と、革かわ靴ぐつ履き始めてからと、どっちが長い思とんねん」

「それは……」

　静馬にしてはまともすぎる、意外な切り口の反はん論ろんであった。

「いっそ夏の間だけでも全員、草ぞう履りか下駄履きにしたらええねん。もちろん制服も浴衣ゆかたにしてな。それが日本の夏っちゅうもんやろ」

　浴衣姿の生徒たちが団扇せんす片手に登校してくる図を想像してみると、少し魅ひかれるものがあったが、問題はそんなことではなかった。

「この際さい日本文化はともかくねえ、あんたの下駄の先がこっちの机にコンコン当たってんのよ。邪じや魔まなの」

「へいへい」

　静馬は下駄が当たらないように足の組み方を変える。しばらく安心していると、不意に涼子の机が揺ゆれて、ノートに書いていた文字が歪ゆがんだ。窮きゆう屈くつな姿勢から足を組み直そうとした拍ひよう子しに下駄がぶつかったのだ。

　──イラッ。

　涼子は静馬をキッとにらみつけるが、当の本人は何食くわぬ顔で気付きもしない。机の中に隠かくしてある特とく殊しゆ警けい棒ぼうに手を伸のばしかけた時、ノートの端はしに書き込んだ〈明鏡止水〉の文字が目に入った。

（そうよ……！　こんなつまんないことでいちいち腹はらを立ててちゃ、明鏡止水の境きよう地ちは摑つかめないわ。平常心、平常心……）

　ゴンッ。

　そう決けつ意いするやいなや、再び静馬の下駄が机の足に当たる。

　──ムカッ。

　涼子の心の鏡が歪み、精神の水面が波なみ立だつ。身の危き険けんを察したのか、静馬は攻こう撃げきを予想して足を引っ込めた。

（無む視しよ、無視……）

　涼子は感情を顔に出すのをやめ、無関心を決め込んだ。

　数分後。

「……おい、涼子、涼子！」

　小声でしつこく呼びかけるので仕方なく視線を向けると、静馬が裸足の片足を涼子の方に突つき出していた。

「これ、できるか？　これ」

　静馬は足の五本の指を開いたり折ったりして見せた。足の指でジャンケンができる、ということを示したいらしい。







[image: ]







（く、くだらない……くだらなさすぎる！）

　なんでそんなものを授業中に見せられなければならないのか。呆あきれ果はてると同時に、なぜかやたらと嬉うれしげな静馬の様子にカチンとくる。涼子は反射的に机の中の警棒を摑つかんだが、すんでのところで思い止まった。

（明鏡止水、明鏡止水……）

　心の中で呪じゆ文もんのように唱となえ、精神を落ち着かせる。ここで発ほつ作さ的な怒いかりに身を任せては元の木もく阿あ弥みだった。

　さらに数分後。

　不意に制服の裾すそが引っ張られる感じがした。机の下に目をやると、静馬が足をいっぱいに伸ばして、爪つま先さきで涼子のスカートをつまんでいる。何かしら肉体の限げん界かいに挑いどんでいるらしい真しん剣けんなその表情を横目で眺ながめながら、涼子は思った。

（……これは怒おこっていいのよね）

　涼子はくもりのない心でそう思うと、静馬の足を警棒で思い切りひっぱたいた。




　　　　二




　二日後の放ほう課か後ご──

　涼子は親友の結ゆう城きひとみの買い物に付き合って池いけ袋ぶくろにきていた。地元のＣＤショップで売り切れていた新しん譜ぷを手に入れた後、二人して道みち端ばたのベンチに腰こし掛かけてアイスをなめている時、ひとみが唐とう突とつに尋たずねた。

「ねえ涼子ちゃん……最近、なにか悩なやんでるの？」

　ひとみの口く調ちようがやけに深しん刻こくなので、涼子は少し驚おどろいて聞き返した。

「な、なんで？」

「だって涼子ちゃん、今週に入ってからなんだか顔つきが険けわしいもの。草彅君とも仲が悪いみたいだし」

「あのバカとソリが合わないのは、ずっと前からじゃない」

「相あい性しようは別にしても、先週までは相手だけはしてあげてたのに、最近は無視してるでしょ？」

「あいつがつまんない事しかしないからよ」

　涼子は不ふ機き嫌げんそうに言うと、コーンをバリバリとかじった。

〈明鏡止水〉の境地に近付くべく、いかなる場面でも平常心を保たもつように心掛けること三日。普ふ段だんから異い常じような振ふる舞まいの目立つ静馬の存在を無む視しすることにしたものの、静馬の方はそれをある種しゆの挑ちよう戦せんと受け取ったのか、それとも調子に乗ってのことなのか、涼子に会うたびにイタズラを仕し掛かけてくるようになっていた。涼子がどこまで無視し続けられるかを試ためしているらしいが、消しゴムのカケラを輪わゴムで飛ばしてきたり、猫ねこじゃらしで挑発したりと、およそ高校生とは思えないような知ち的てきレベルの低い行動ばかりである。一度だけ、部活の休きゆう憩けい中に水飲み場で背後から抱だきつかれたことがあったが、剣けん道どう着ぎに染しみついた防ぼう具ぐの臭においを思い切り吸すい込んでしまい、「クサッ！　なんやこの腐くさった納なつ豆とうみたいなニオイは!?　こんなん人間の着る服ちゃう!!」などと勝手な罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐はいて逃にげていったので、結局何をしたかったのかは今もって謎である。

　かくして静馬のイタズラのほとんどを無視し続けていた涼子だが、予想に反してそれに慣なれて気にならなくなる、ということがなかった。心を動かされまいとすればするほど怒りを溜ため込む結果になり、逆に神しん経けい過か敏びんになって『くもりのない鏡、静しずかなる水のごとき』境地からいよいよ遠ざかっているような気がしていた。それが険けわしい表情となって現れているのだ。

「──ねえねえ、ちょっと時間ある？」

　二分の一の確かく率りつでサーファーかホスト見習いといった感じの、日ひ焼やけした肌はだと脱だつ色しよくした長ちよう髪はつの若い男が声を掛けてきた。涼子が『ナンパ専用の量りよう産さん型がたクローン人間』の愛あい称しようで呼よんでいる人じん種しゆである。

「ヒマしてんなら付き合わない？　近くにいい感じのクラブがあるんだけどさあ。カネ持ってなくても大だい丈じよう夫ぶだし……」

「失せろ」

「へ？」

　あまりにシンプルな涼子の返へん事じに、男は間ま抜ぬけな顔になった。

「あたしの視し界かいからさっさと消えろって言ってんのよ」

「まあまあ、そう言わずにさあ。マジ期待していいって！」

　理解しやすいように言い直したにもかかわらず、よもや本気の言葉とは受け取らなかったのか、男はニヤけ顔で寄よってくる。ファッションで誤ご魔ま化かしてはいるが、よく見れば貧ひん相そうで軽けい薄はくな面つら構がまえだ。それでも本人は格かつ好こいいつもりらしい。ありていに言えば涼子の好みのタイプだった──ゴキブリと同じくらいに。

「行くわよ」

　涼子はベンチから立ち上がった。男よりも涼子の方がわずかに身長が高い。親友を促うながして立ち去ろうとすると、男は往おう生じよう際ぎわの悪いことに今度はひとみに誘さそいをかけた。

「君だけでもいいからさ、ちょっと寄ってこうよ。絶ぜつ対たい楽しいって……」

　ゴスッ！

　涼子の蹴けりが男の向こう脛ずねを踏ふみつけるようにヒットした。いわゆる弁べん慶けいの泣なき所どころである。激げき痛つうにひるんだところを逃のがさず、顎あごを狙ねらってフック気ぎ味みに掌しよう底ていを叩たたき込む。不幸な男はきりきり舞まいして街がい灯とうの柱に激げき突とつし、地面に尻しり餅もちをついた。

（へえ……けっこう効きくんだ）

　涼子は自分の放はなった技わざの威い力りよくを目まの当たりにして感心した。この掌底フックは鉄斎から伝でん授じゆされた当あて身み技の一つである。飛天流は剣術とはいえ、あくまで実じつ戦せんを闘たたかい抜ぬくことを目もく的てきとしているため、武器を用もちいない打だ撃げき技も体たい系けいに取り入れられている。当然、女子高生にビンタを食らったという程てい度どのダメージではない。

「りょ、涼子ちゃん……」

　オロオロしているひとみの手を引いて、涼子は速すみやかにその場を離はなれた。

　不ふ愉ゆ快かいな相手を叩きのめしはしたものの、涼子の気分はなぜか晴はれなかった。それどころか胸の裡うちに封ふうじ込めていたモヤモヤが噴ふき出しそうになって、精神的な吐はき気けすら覚おぼえていた。虫の居い所どころが悪かったのを理由に無む用ような暴ぼう力りよくを振ふるってしまったのではないか、という自じ己こ嫌けん悪おの念がこみあげてくる。飛天流に入にゆう門もんして以来、一度もなかったことである。




　　　　☆




「明鏡止水……？　それでいろいろと我が慢まんしてたの？」

　池袋西口のターミナル。高たか島しま平だいら行きのバスを待ちながら、涼子が真しん相そうを話すと、ひとみは呆あきれたように言った。

「その剣術の先生も高校生相手に酷こくな注文をつけるわね。そんなの十年かかっても無理よ。きっと」

「別にそうしろって言われたわけじゃないわよ。あたしが勝手に実じつ践せんしようとしただけなんだから。まあ、確かに無理だったけど……」

「草彅君もいい迷めい惑わくよね。涼子ちゃんが構かまってくれなくて寂さびしがってるかも」

「な～んでその名前が出てくるわけ？」

　涼子がジロリとにらむと、ひとみは苦にが笑わらいして肩かたをすくめた。

　──と。

　不意に涼子は背はい後ごから近付いてきた男に腕うでを摑つかまれ、バスを待つ列から引き離された。相手は一九〇近い長身だった。Ｔシャツに革かわのパンツ、短く刈かった髪かみを脱だつ色しよくし、クロームのアクセサリーをジャラジャラと身に付けたバンドマン風ふうの男である。

「悪いな。俺おれの友達があんたにひでえ目にあったって聞いたんでよ。ちょっと付き合ってもらうぜ」

　見ると、さっき掌底を食らわせた男と、その仲間らしい数人に囲まれていた。早速ひとみが捕つかまっている。

「ったく……なんであたしってこう、チンピラ予よ備び軍ぐんと縁えんがあるのかしらね！」

　涼子は自分の腕を摑んでいる男の手首を捻ひねって簡かん単たんに外はずすと、スカートを翻ひるがえして飛び退すさりながら、竹刀しない袋ぶくろから木ぼく刀とうを抜ぬいた。

　ほとんど抜き打ちに近い速さで、背後の方にいた一人の胴どうを打つ。さらに疾しつ風ぷうのごとき踏ふみ込みで、ひとみを捕とらえている男に接せつ近きんすると、その顔面に神しん速そくの片手突つきを叩たたき込んだ。

　鼻の軟なん骨こつが砕くだける手て応ごたえ。男は数メートルも吹ふっ飛んで転ころがった。

「な、なんだこの女!?」

　男たちが度ど肝ぎもを抜かれて立ちすくむ。涼子は彼らが我われに返る余よ裕ゆうを与あたえまいと、即そく座ざに身を翻ひるがえしてリーダーらしき革かわパンツの男に向かっていった。こういった場合、頭さえ潰つぶせば勝負ケリがつく。

　ガキッ!!

　驚おどろくべきことが起こった。涼子の必ひつ殺さつの一いち撃げきを、革パン男は銀ぎん色いろに輝かがやく金きん属ぞく製せいの武器で受け止めていたのである。

「トンファー!?」

　相手をただのチンピラと踏んでいた涼子は、予想外の事じ態たいに慌あわてて間ま合あいを広げた。

「やれやれ……おっかねえ女だなあ」

　革パン男は両手に金属製のトンファーを構えて踏み込んでくる。男の冷静ぶりに涼子は緊きん張ちようした。初めて相手にするトンファーという武器の間合いがわからない。

「そこっ！」

　無ぶ遠えん慮りよに間合いに飛び込んできた男に突つきを放はなつ。男は右手のトンファーで受け流しつつ、左腕うでを振るった。弧こを描えがいて伸のびてきたトンファーを、涼子は頭を下げて躱かわす。相手が踏み込みを止めないので、二人の間合いはほとんど密みつ着ちやくしていた。

　ガツッ！

　至し近きん距きよ離りからのトンファーによるアッパーを、涼子は手元に引き戻した木ぼく刀とうで受ける。両手で木刀の先と柄つかを摑むその型かたは剣術のそれではなかった。木刀が真しん剣けんでないことを利用し、棒ぼうとして扱あつかう訓練も受けているのだ。

　刹せつ那なの攻こう防ぼうの後、二人は互たがいにすれ違ちがったが、男は離はなれざまに右腕を振ってトンファーの先せん端たんで涼子の背中を打った。

「くっ！」

　金属の塊による重い打撃に思わず呻うめきがもれる。

（懐ふところに入られたら危険だわ。剣けんの間合いで闘わないと……！）

　革パン男に向き直った時、ひとみが叫さけんだ。

「涼子ちゃん、後ろ！」

「え？」

　男の仲間の一人が背後から涼子を羽は交がい締じめにした。トンファーの使い手との闘いに没ぼつ頭とうして、不ふ覚かくにも他にも敵がいることを失しつ念ねんしていたのだ。

「しまっ……」

　スコ──ン!!

　軽けい快かいな音がして、男の腕の力が緩ゆるんだ。涼子は肘ひじ打うちを食らわせてその腕を振りほどく。

「フハハハッ！　見たか、日本文化の破は壊かい力りよく!!」

　聞き慣れた得意そうな声とともに、ケンケンで近寄ってくる人物がいた。コンクリートの地じ面めんに転ころがっている下げ駄たを見るまでもなく、自分を救ったのが静馬であることを涼子は知っていた。
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「おい涼子、雑ざ魚こはオレが相手しといたるさかい、そんな奴やつチャッチャと片付けんかい！」

「……い、言われなくても！」

　涼子は木刀を正せい眼がんに構え、再び革パン男と対たい峙じした。さっきまでの焦あせりは消え、不思議と気分が落ち着いている。

（さて、どう攻せめる？）

　ダブルトンファーを操あやつる敵の防ぼう御ぎよは一いつ見けんして完かん璧ペきだった。涼子に勝しよう機きがあるとすれば、木刀の間合いを最大限に活いかし、なおかつ敵の裏うらをかく奇き襲しゆう攻こう撃げきしかないだろう。

　涼子は流りゆう水すいのごとく淀よどみない足取りでゆるゆると間合いを詰つめた。ある距きよ離りまで近付くと、男は素す早ばやいステップで踏み込んでくる。

（よしっ！）

　涼子は木刀を肩かたに担かつぐようにして大きく踏み込んだ。革パン男は上からの打ち込みを警けい戒かいし、脇わきを締しめてトンファーで上半身を防御する。それを見た涼子はスッと身体を沈め、地面に倒たおれ込むようなギリギリの前ぜん傾けい姿し勢せいで木刀を横に薙なぎ払はらった。

　ガッ！

　木刀が男の臑すねをしたたかに打った。体勢の崩くずれた男に、切きっ先を翻ひるがえした木刀が真下から突つき上げてくる。

　ドガッ!!

　伸のび上がるような突きがトンファーのガードをかいくぐり、革パン男の顎あごを直ちよく撃げきする。男の身体からだは後ろ向きに一回転半も宙ちゆう返がえりして倒たおれ、二度と起き上がってくる気け配はいはなかった。

「さぁ～て、何をオゴッてもらおっかなぁ～？」

　革パン男の手て下したをあっさり壊かい滅めつさせた静馬が、やけに嬉うれしそうに揉もみ手でをしながら近寄ってきた。

「オゴるって？」

「アホ、助けたった礼れいに決まっとるやろ。そやな……ま、とりあえず運動して腹はら減へったし、ＬＬセットで手ェ打っといたるわ」

「あんたが勝手に乱らん入にゆうしてきたんでしょ？」

「貸かしにして欲ほしいんか？」

「……分かったわよ」

　涼子は疲つかれた顔でため息を吐ついた。この草彅静馬という男は、無む視しするにはあまりに図ずう々ずうしすぎる存在だということを改あらためて思い知ったからだった。




　　　　三




「お前はどうも物事を短たん絡らく的に考えすぎる」

　その夜、教えを請こうために鬼塚家を訪おとずれた涼子に、鉄斎は諭さとすように言った。

「明鏡止水の境地どころか、おぬしは平常心という言葉の意味すら理解しておらぬようだな」

「では、どうかそれをお教えください」

　涼子は身を乗り出して頼たのんだ。

　二人がいるのは居間の隣となりの六畳間まである。広間を障しよう子じで仕切っただけの部屋なので家か具ぐはない。二人が座ざする座ざ蒲ぶ団とん以外には急きゆう須すと湯ゆ吞のみしかないが、こうした問もん答どうをするには相応ふさわしい雰ふん囲い気きがあった。

「人の心とは形あるモノではない。手て摑づかみでこれがそうだとは言えぬ。それを承知したうえで聞くがよい」

「はい！」

　少し考えていた鉄斎は、湯吞みを摑んで番ばん茶ちやを一口すすると、ようやく語りはじめた。

「平常心とは動どう揺ようを抑おさえることではない。怒いかりや不安、恐きよう怖ふなどの常つねならぬ思いをも常とする心持ちだ。おのれの心の裡うちに生じたそれらすべての感情をおのれのものとせねばならぬ」

「常ならぬ思いを常にする……？」

「お前がやったことは、おのれの心を二つに分けることだ。本来一つであるべきものを二つに分ければ、どうなる？」

「え、と……半分になりますね」

「そういうことだ。半分では勝てぬ。単たん純じゆんな理り屈くつだ」

「はあ……」

　鉄斎の言葉そのものは簡かん潔けつにして明めい快かいだったが、にわかには理解し難がたいものがあった。ストンと胸に落ちてくる感かん触しよくがないのだ。涼子は辛しん抱ぼう強づよく次の言葉を待っていたが、鉄斎の話はそれで終わりだった。

「あの……お師し匠しようさま、それだけでは分かりかねます」

「そう簡単に分かってたまるものか。後はおのれで考えよ」

　鉄斎の口調はにべもなかった。




　　　　☆




　翌よく日じつ──

　授業を終おえた慶一郎の元に、何か思いつめたような顔の涼子がやってきた。

「先生、質問があるんだけど」

「お前がか？　珍めずらしいな」

「ええ……一晩考えたんだけどさっぱり分かんなくて。南雲先生だって曲まがりなりにも一応は教師の端はしくれだし、とはいえ頼たよりにするには少々心こころ許もとないんだけど、他ほかに適てき当とうな人がいないし、この際贅ぜい沢たくは言ってらんないから、不ふ承しよう不ぶ承しよう、恥はじを忍しのんで質問にきたってわけよ」

「……ずいぶんな言われようだな」

　寝不足の不ふ機き嫌げんな目つきでにらまれた慶一郎は、やれやれという顔で苦にが笑わらいした。

「それで、質問ってのは？」

「他ならぬ〈明鏡止水〉のことよ」

「めいきょうしすい……？」

「くもりなき鏡と静かなる水、よ！」

「ふむ……察するに、それは何かの譬たとえだな？」

「だーかーらー……」

　涼子は鉄斎との問答をかいつまんで説明した。本人の中でも整理されていないため支し離り滅めつ裂れつな説明だったが、慶一郎は涼子の話を自分の中で組み立て直して納なつ得とくした。

「常ならぬ思いを常にする、か……なるほど、含がん蓄ちくのあるようでないような言葉だな。で、何が問題なんだ？」

「もう～、人の話を聞いてないの!?　えーと、何だっけ……そうそう、『すべての感情を自分のものにする』っていう下くだりが分からないのよ。あんたも人にものを教える立場の人間なんだから、このあたしの頭でも理解できるように説明してよね！」

（言うに事こと欠かいてあんた呼ばわりか……）

　慶一郎は憮ぶ然ぜんとしながらも真ま面じ目めに考えた。

「お前に分かるように簡かん単たんに説明するとなると難むずかしいな。すべての感情を自分のものに……か。そうだな、じゃあ『感情が自分のものでない』という状じよう態たいを考えてみよう」

　慶一郎はチョークを手に取ると、黒板に真しん円えんを描えがいた。

「この円が御剣の全ぜん人じん格かくだとする。で、この中に異なる二つの感情が芽め生ばえたとしよう」

　円の中にＡとＢ、二つの文字を書き込む。

「Ａはお前の平常心、安らかで平へい穏おんな状態を保ちたいという感情だ。そしてこのＢは、怒りや不安や恐怖……つまり『動どう揺よう』だな。この二つはどちらもお前にとって本ほん音ねの感情だ。ところが……」

　慶一郎はＡとＢを分ぶん割かつする線を書き加えた。

「無理に平へい静せいであろうとしたお前はＡの感情の方を認みとめ、都合の悪いＢの感情は否ひ定ていして、心の中に壁かべを作った。つまり『この動揺している自分は自分ではない』と考えたわけだ。こうしてＢの感情は意識の表面から締しめ出される……」

　Ｂを含む半円をチョークで白く塗ぬりつぶす。

「この円は月のような球きゆう体たいと考えると分かりやすい。Ａの部分には光が当たっているが、Ｂの部分はこうして影かげになる。この半月が──言うなれば『感情が自分のものでない』という状態だ。半分になるってのは、つまりこういうことを言ってるんだろう。要は自分の半分を見失うってことだ」

「見失うってことは……どうなるわけ？」

　それを聞いた慶一郎は『何もかも説明しないと分からんのか』という顔をしたが、自分も教師の端くれだという事実を思い出し、話を続けた。

「この影になったＢの感情は意識の表面から追いやられただけで、消えてなくなったわけじゃない。それどころか事あるごとに表に出てこようとして、平へい静せいを保たもとうとしている意識を脅おびやかす。しかもこの感情は表向き存在しないことになっているから理り性せいのコントロールは受け付けない。議ぎ会かいから追つい放ほうされた野や党とうが反政府ゲリラになって反はん旗きを翻ひるがえすようなもの……とでも言えば分かるか」

「自分の中に敵ができるってこと？」

「まあ、そうだ。逆に考えれば『感情を自分のものにする』という意味も分かるだろ？」

「……満月にするってこと……？」

「そういうことだ。理解したかドウ・ユー・アンダースタン？」

「……ううん。全然」

　慶一郎の手の中でパキッとチョークが折おれた。

「僕はちょっと分かりましたけど」

　二人の話を興きよう味み深ぶかそうに聞いていた大作が手を挙あげた。

「とても簡かん潔けつで分かりやすい説明でしたよ」

「それって……あたしの頭が鈍にぶいって意味？」

　据すわった目でにらまれた大作は、笑顔を固まらせてたじろぐ。

「満月にするって言っても、ＡとＢはもともと相あい反はんする感情なわけでしょ？　どうやって一つにするわけ？」

「どうやってって……もちろん、どうにかするのさ」

「例たとえば？」

「そうだな……例えば、何かと自分に嫌いやがらせをしてくる奴やつがいるとしよう。どうする？」

「足あし腰こし立たなくなるまでブチのめす」

「それが初しよ歩ほ的な対たい処しよ法ほうだが、あまり一いつ般ぱん的とは言い難いな。少なくともいわゆる常識的な人間はやらない。自分が相手より強いとは限らないし、そこで勝ったとしても後の仕し返かえしが怖こわい。『闘たたかう』ということはその場限りのものではなく『闘い続ける』ことまで意味するからな。リスクを考えるととても出来ない……やりたくても出来ないんだが、『やってはいけないこと』として自分を納なつ得とくさせる」

「誤ご魔ま化かすわけ？」

「そうだな。『したくても出来ない』とはっきり認めるのは癪しやくだから、『してはいけないからやらない』という理り屈くつですり替かえるわけだ」

「いわゆる『すっぱいブドウの方ほう程てい式しき』ですよね」

　大作が横から口を挟はさんだ。涼子は無む視しして、

「でも誤魔化してるだけじゃ、いつまでたっても満月にはならないじゃない。どうすればいいのよ？」

「だから鉄斎先生が言ったろ。『感情を自分のものにしろ』と。噓うそや誤魔化しをなくして、自分の心の動きを素す直なおに見つめ、それを自分のものとして受け入れる──それが〈明鏡止水〉の境地に至いたる道なんじゃないのかな」

　涼子は腕うでを組くみ、眉まゆ根ねを寄せて難むずかしい顔で考え込んだ。やがて訝いぶかしげな表情で慶一郎を見上げ、

「それって……メッチャクチャ難しいんじゃない？」

「簡単にできてたまるか。そもそも精神力だけで何もかもねじ伏ふせて解かい決けつしようとするところに無理がある。軍部による独どく裁さい政せい権けんのようなもんだ。恐きよう怖ふ政せい治じは長続きしないぞ」

「きょ……恐怖政治……」

　涼子はこめかみを指で押さえた。頭ず痛つうのポーズである。

「無理も誤魔化しもないのが明鏡止水の境地なら、それに限りなく近い人を知ってますよ」

　大作がクスクス笑いながら言った。

「誰よ？」

「ほら、いるじゃないですか。自分にはできないことは何もないって信じてる人が」

「それって……自称天才の？」

「そうそう。今日出来ないことだって明日には出来ると確かく信しんしてる人ですよ」

「その自信に根こん拠きよはあるわけ？」

「ないみたいですけどね」

　大作と涼子は教室の隅すみに目を向けた。窓側の一番後ろの席に、大口を開けて居い眠ねむりしている静馬がいる。

「あのバカの場合、明鏡止水というより……本能と反射だけなんじゃないの？」

　涼子はゲンナリした顔でそう呟つぶやいた。




　　　　☆




　数日後──

「おぐっ！」

　慶一郎の授業中、教室の後ろの方からバキッという音とともに、くぐもった悲ひ鳴めいが聞こえてきた。続いて鋭するどい罵ば声せいが飛ぶ。

「その小学生並なみのイタズラはやめろっつってんでしょ!!　いい加か減げんにしとかないと、足の小指砕くだくわよ!!」

「アホ……も、もう砕けとるかもしれへん」

　何が起きているのか確認するまでもなかった。無視して授業を進めようとすると、教きよう壇だんの前の席にいる大作が慶一郎に手て招まねきしている。

「……何だ、神矢？」

　教壇越ごしに尋たずねると、大作が小声で言った。

「涼子さん、結局、悩なやむのは止めたみたいですよ」

「それで元の鞘さやに収まったというわけか」

「ええ、でも……」

　大作は相変わらず口論を続けている涼子の方を見やり、

「悩みを忘れることができるってことが何よりの強さだってことに、本人は全然気付いてないみたいなんですよね」

　そう言って、苦笑まじりのため息を吐ついた。





〈サムライガール〔明鏡止水篇〕／ＥＮＤ〉












　静しず馬まを待ちながら





［レポートNo.〇〇一九］

　氏名／氷室那智（ひむろ・なち）

　年ねん齢れい／十七歳さい

　身長／一七三センチ

　体たい重じゆう／五十六キロ

　所しよ属ぞく／私立高こう嶺りよう学園男子部二年生。万まん年ねん図と書しよ委員。部活は無む所属（たまに助すけっ人とで参加する程てい度ど）。毒ぶす島じま天てん堂どうが館かん長ちようを務つとめる骨こつ法ぽう道場『神しん武ぶ館かん』の門もん弟てい。

　特技／剣道二段だん。実じつ家かは飛ひ天てん流りゆうと祖そを同じくする剣術を伝えているらしいが、彼の父親がかつて鬼おに塚づか鉄てつ斎さいの道場に出で稽げい古こに来ていたことを考えると、すでに実戦の剣術ではなく伝でん統とう芸げい能のうのレベルまで落ちぶれていると思われる。本人は実家の氷ひ室むろ流（？）剣術よりも骨こつ法ぽうに興きよう味みがあるらしく、毒島天堂の道場に通っている。その道場内でどの程度の実力であるかは不明（取しゆ材ざいに行きたいけど怖こわい）。池いけ袋ぶくろのアマチュア格かく闘とう家か集しゆう団だん・ストリートバイパーズの間では草くさ[image: ]なぎ静しず馬まに次ぐ実力者と目もくされている。

　趣しゆ味み／読書、音楽鑑かん賞しよう（ただしＨＲハードロツク＆ＨＭへヴイメタル専門）。

　性格／一見して典てん型けい的な優ゆう等とう生せいで、真ま面じ目めで嫌いや味みのない好青年。明めい朗ろう快かい活かつというわけではなく、どちらかと言えば地じ味みで目立たないタイプ。ただしストリートファイトに魅み入いられているという点から見て、その温おん厚こうそうな外がい見けんとは裏うら腹はらに凶きよう暴ぼうな性質を隠かくし持っているものと思われる。格かく闘とうスタイルが骨法であるところからも渋しぶ好ごのみの性格がうかがえる。

　備び考こう／ストリートバイパーズとしてはチーム〈ペインキラーズ〉のリーダーとして参戦。ただし個人チームであるため実じつ際さいに闘たたかうのは本人のみ（※このパターンはバイパーズの中では珍めずらしいことではなく、複ふく数すうの実力者が揃そろっているチームはむしろ少ない）。バイパーズ・レイヴにおいて敗はい北ぼくを喫きつした相手は草[image: ]静馬とチーム〈ナイツ・オブ・ゴールド〉の京きよう極ごく刹せつ羅らのみ。ただし対刹羅戦は事実上の相あい討うちだったとする見けん解かいが有力で、現在でもバイパーズNo.２の評ひよう価かは変わらず。

［コメント］並なみのバイパーズなど秒びよう殺さつする実力者であるわりに、ストリートファイトに明あけ暮くれる荒あらくれ者ものというイメージがまったくないのが不ふ思し議ぎ。バイパーズ・レイヴの常じよう連れんなのに、どこか場ば違ちがいな感じが拭ぬぐえないのは人ひと柄がらによるものだろうか。押おしの弱さからか、涼りよう子こさんが絡からむといつもひどい目に遭あっているような気がする。いい人なんだけど幸さちが薄うすそう。




〈神矢〉






　　　　一




　池いけ袋ぶくろ西口公園──

　高たか島しま平だいら発のバスが終点の停てい留りゆう所じよに止まり、乗客に混まじって一人の制せい服ふく姿すがたの女子高生が降り立った。

　セーラーの夏服がよく似に合あう、おとなしげな少女である。くせのない髪かみは胸まであり、前髪を白いへアバンドで留とめてオデコを出している。少々野や暮ぼったい感じのする黒いフレームの眼鏡めがねをかけているが、レンズの奥おくの澄すんだ大きな瞳ひとみが印象的だった。

　その少女──結ゆう城きひとみは、バス停から公園の方に歩ほを進めながら辺あたりを見回した。噴ふん水すい脇わきに立っているグレーの詰つめ襟えり姿の少年を見つけると、気持ち早足になって近ちか寄よっていく。

「やあ、結城さん」

　氷室那智は軽く手を挙あげてひとみを迎むかえた。

　那智は絵に描いたような優等生然ぜんとした外見の少年である。髪は長すぎず短すぎず。身長も低くはないが高いというほどではなく、整ととのってはいるが良くも悪くもアクのない澄ました顔に、無ぶ難なんな銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねをかけている。真ま面じ目めでどこか取っつきにくそうという印象以外に外見的特とく徴ちようを探さがすのが難むずかしい人物だが、見る者が見れば、目の動きや身のこなしに隙すきがないことが分かる。

「一人かい？」

　那智は周囲に警けい戒かいの視し線せんを走らせながら尋たずねる。やってきたひとみはにっこり笑って、

「ええ、涼子ちゃんはちょっと遅おくれてくるって。バスの時間が合ったから先にきたの」

「そうか……じゃあここで待とう」

　無意識だが明らかに安あん堵どした顔になると、那智はひとみに近くのべンチをすすめた。二人してベンチに座すわり、最近読んだ本のこと、マイナーなバンドの新曲のことなど、他愛たわいない話で時間をつぶす。こと暇ひまをつぶすための話題には事こと欠かかない二人である。単たんに同じ趣しゆ味みを持っているだけではなく、同年代の高校生のように無理に盛もり上がってはしゃぐことが好きではないというところも同じだった。年寄りが二人で日向ひなたぼっこしているような図ずである。

　ふと会話が途と切ぎれた後、那智が不意に思い出したように言った。

「そう言えば、そろそろ二か月くらいになるんだな……」

「二か月って？」

「僕らがこうして会うようになってからだよ。つくづく、人の縁えんとは奇き妙みようなものだなと思ってね」

「……そうね」

　ひとみは素す直なおに同意した。

　ひとみ（と涼子）が那智と出会ったのは、およそ二か月前にストリート・バイパーズの一チームとのトラブルが元で起おきたある事件がきっかけだった。那智はバイパーズの本当の姿を知ってもらおうと二人を週しゆう末まつの武ぶ闘とう会かい〈バイパーズ・レイヴ〉に招まねいたのだが、それ以後、二人が池袋へ来るたびにボディガード役をするようになっていた。

「今になってなんだけど……我われながら馬ば鹿かなことを考えたもんだと思うよ。他ほかのバイパーズのやることに僕がいちいち責せき任にんを感じてちゃキリがないのに」

「後こう悔かいしてる？」

「それよりも反はん省せいだね。余よ計けいなお節せつ介かいだったのは確たしかなことだよ」

「でも、私の役には立ってくれてるわよ。十分に」

「それはそうだろうけど……君はともかく、もう一人の方にボディガードが必要だとは思えないね」

「あら、それこそ必要よ」

　ひとみのはっきりした口く調ちように、那智は怪け訝げんな表情になる。

「だって、涼子ちゃんに倒たおされるよりは、いっそ氷室さんの方が安全だから」

「そ、そうか……彼女にやられると骨の一本や二本は砕くだかれるからな。前ぜん途とある若者を飛天流の餌え食じきにしないためには、誰かが露つゆ払はらいにならないと」

　自分の役目が逆ボディガードであるという不ふ条じよう理りな現実に気付いて、那智は暗あん澹たんたる顔色になった。その横顔を見ながらひとみはクスクス笑っていたが、やがて少しためらいがちに尋たずねた。

「前から訊ききたいと思ってたんだけど……どうして氷室さんはバイパーズになったの？　趣しゆ味みでストリートファイトに参加するようなタイプの人じゃないと思うんだけど」

「……そうだね、自分でもそう思うよ」

　那智は少し驚おどろいた様子を見せたが、落ち着いて答えた。そう唐とう突とつな質問というわけではなかった。意外に思ったのは、これまでひとみがあえて避さけてきた話題だったからだ。

「骨法も最初は精せい神しん修しゆう養ようのために始めたんだ。本気で人間相手に使うことなんて考えてなかった。ストリートファイトを始めたのは、もちろんそのきっかけがあったからだよ。奇き妙みような縁えんってやつでね……あの日、君もよく知ってるあの男と出会ったのがすべての始まりだった──」

　そして、那智は語り始めた。




　　　　二




　話は昨年の十月までさかのぼる。

　当時の那智は骨法道場〈神武館〉に通かよい始めて三年目。攻こう撃げきと防ぼう御ぎよの技術を一ひと通とおり習しゆう得とくし、実戦を想そう定ていした組くみ手てを始めたばかりの頃ころだった。

　他ほかの門もん下か生せいに比くらべて那智の骨法の上達は遅おそかった。

　もともと誰だれかに勝ちたいという強い動どう機きがあるわけではなく、急いで強くなる必要を感じていなかったこともあるが、一つの技わざを教わったら完全に習しゆう得とくするまで地じ道みちに反はん復ぷく練習するという、優等生らしい真ま面じ目めな取り組み方のためでもあった。基き礎そ的な課か程ていを終おえて実戦的な組み手の段だん階かいに移うつったのは、同どう時じ期きに入門した門下生たちより一年も後あとだった。

　武術の鍛たん錬れんにおける大きな目的は二つある。一つは相手を必ず倒せる威い力りよくを身に付けること。もう一つは相手に必ず命めい中ちゆうさせることである。

　初めての組み手で、相手をした四年先せん輩ぱいの門下生を掌しよう打だの一いち撃げきで倒した時──那智は自分の技が想像を超こえるほどの威力を獲かく得とくしていることを知った。それまでおミソ扱あつかいだった周しゆう囲いの目が一いつ変ぺんし、那智は一いち躍やく、神武館のホープとまで呼よばれるようになった。

（困こまったことになった──）

　館長の毒島に気に入られてマン・ツー・マンで指し導どうを受けるようになったのはよかったが、正直なところ那智は困こん惑わくしていた。武術の面おも白しろさを理解し、また人ひと並なみ以上の素そ質しつがあるらしいことも自じ覚かくしていたものの、いまだ強さを求める理由を見つけられずにいたのだ。

　いくつかのコンビネーションを学んで組くみ手てが様さまになってきたある日のこと──

　神武館からの帰り道、路ろ上じようでたむろしていた数人の少年たちにいわれのない難なん癖くせをつけられ、身の危き険けんを感じた那智は骨法の技を使ってその場を切り抜けることにした。初めての実戦だったが、那智は自分でも驚くほど冷れい静せいに闘たたかい、あっさり少年たちを撃げき退たいした。

（どうやら僕は本番に強いタイプらしい）

　そう自覚するに至いたった那智だったが、誤ご算さんだったのは相手がただの不良ではなく、後に〈ストリートバイパーズ〉と呼ばれることになるアマチュア格闘家集団のメンバーだったことである。

　その一件の後、稽けい古こ帰がえりに同様の少年たちに待ち伏ぶせされるというケースが続いた。その都つ度ど相手の顔ぶれは違ちがっていたが、それが三度目ともなると、少年たちが何かしらの因いん縁ねんで襲おそってきているのではないことは察さつしがついた。しかし那智の方も必ひつ死しなので、理由を問とい質ただしているような余よ裕ゆうはない。

　神武館の関係者だから狙ねらわれるのかと考えて他の門下生に訊たずねてみたが、同じような経験をした者はいないという。毒ぶす島じまに相談すると、

「それは面白い」

　と、即そく戦せん力りよくとなるコンビネーションを幾いくつか伝でん授じゆされた。

　そして訳わけも分からぬまま挑ちよう戦せんを受け続けること五回。そのすべての路上勝負に勝利した那智の前に、少年たちのリーダーを名乗る男が姿を現した。




「──あんたが噂うわさの優等生か」

〈アースシェイカーズの仁に志し〉と名乗ったその男は、那智を見るなり興きよう味み深ぶかそうに目を細めた。

　体格のいい男である。年ねん齢れいは十八、九といったところか。一九〇近い長身を黒いライダーズジャケットとレザーパンツに包つつんでいる。長いうえにボリュームのある髪かみ。頭にはユニオンジャック柄がらのバンダナを巻まいていた。精せい悍かんでしかも陽よう気きそうな面つら構がまえの持ち主である。他の連中よりは話の通じそうな相手に見えた。

「どんな噂だか知らないが……僕に何の用だ？」

「ひとつお手て合あわせ願おうかと思ってね」

「断ことわる。君たちの遊びに付き合っているほど僕は暇ひまじゃない」

　そう答えたものの、那智の周囲には仁志の仲間が輪を作っていて、素す通どおりさせてもらえる雰ふん囲い気きではなかった。

「そのわりには何度も付き合ってるじゃないか。嫌きらいじゃないんだろ？」

「嫌いじゃない……？　何が？」

「ファイトさ」

　そう言って、仁志はシャドウで素す早ばやいパンチを放はなって見せた。那智は指先で眼鏡めがねを直すと、迷めい惑わくそうに眉まゆをひそめる。

「勘かん違ちがいするな。待ち伏せしているのはそっちだろう」

「嫌いやなら道を変えりゃいいだろう。なんでそうしなかった？」

「……遠回りになるからな」

「そういうのを好きって言うのさ」

「くだらない話だな」

「へッ……まあそう邪じや険けんにしなさんな。今日の相手は俺一人だ」

　仁志はジャケットを脱ぬぎ捨てて地じ黒ぐろの上半身をさらすと、那智に襲おそいかかった。急接近から放たれるワンツー・アッパーのコンビネーションを那智はわずかな身体からだの動きで躱かわし、後方に退しりぞいて間ま合あいを外はずす。挑ちよう発はつ目もく的てきなので踏ふみ込みは甘あまかったものの、十分に鋭するどいパンチだった。

　──ざわり。

　背中を走る戦せん慄りつとともに、ドクッと心しん臓ぞうが鳴なった。仁志の拳こぶしが巻き起こした風が、那智の中に眠ねむる〈何か〉を呼よび覚さましかけたのだ。

「やる気になったか!?」

　仁志は続つづけ様ざまにパンチを放つ。リーチは長いが振ふりがコンパクトで素早い攻こう撃げき。那智は弧こを描えがく動きで避さけるが、仁志は身体を逆に回かい転てんさせて不ふ意い討うちのバックハンドブローで追撃、頭を沈しずめてそれを躱したところへ中ちゆう段だんの回し蹴げりを見み舞まった。

「くっ！」

　那智は腕うででガードしたものの、重い衝しよう撃げきにたまらず飛び退のく。

　仁志という男はこれまで相手にしてきた他のメンバーとはまるでレベルが違ちがっていた。ボクシングをベースにした我が流りゆうのケンカ殺さつ法ぽうながら、自分なりの格かく闘とうスタイルを確かく立りつしているのだ。大振りして隙すきができたところへ踏み込んでカウンターで一発、というわけにはいかなかった。

「…………」

　那智は眼鏡めがねを外はずすと、ハードケースに入れてスポーツバッグの上に投げ置いた。足を前後に開いて左半はん身みになり、左右の掌てのひらを目線の高さに構える。やや背を丸めて、相手の動きにいつでも反はん応のうできるように爪つま先さき立だちになる。

「そいつが骨法の構えか……燃えてきたぜ！」

　仁志は狼おおかみに似にた笑えみを浮うかべると、鋭するどい踏ふみ込みからジャブを出してくる。仲間から情報を得ているからか、体格差があるとはいえ決して那智を侮あなどってはいなかった。慎しん重ちように間合いを測はかりながら攻せめてくる。

　那智の方は相手の懐ふところに入る機き会かいを狙ねらっていた。勝負を長引かせるつもりはないのだ。仁志のパンチのコンビネーションをていねいにさばき、付け入る隙を探さがす。右ストレートを内側に弾はじくと、サイドに回り込みながら間合いへの侵しん入にゆうを試こころみるが、跳はね上がってきた右のミドルキックによって押おし返された。

「フッ……シュッ！」

　仁志のワンツーにローキックが加わる。那智を間合いの内側に入れずに足を止めようというのだ。パンチの連れん打だも鋭いが、この蹴けりの方がむしろ厄やつ介かいだった。攻せめに強ごう引いんなところはあるものの、技わざを出すタイミングが的てき確かくで滅めつ多たに空から振ぶりをしないため、反撃に転てんずるのが難むずかしいのだ。そして決定的なことに那智には実戦経験が少なすぎた。

（ここで負けるのはつまらないな……）

　道場ではなく路上であることが逆に那智の肚はらを決めさせた。

　一いつ瞬しゆん、動きを止めた那智に、仁志がワンツーからストレートを放つ。那智は身を翻ひるがえしてストレートを避さけ、半歩だけ踏み込みながら地面を蹴った。宙ちゆうに飛びながら回転を加えて右の踵かかとを叩たたき付ける大おお技わざ──〈竜たつ巻まき蹴り〉が仁志の顔面を捕とらえていた。

　ドスッ！

　二人は弾はじかれたように離れる。すぐに身を起こして対たい峙じするが、仁志は頰ほおを、那智は脇わき腹ばらを押さえていた。竜巻蹴りを決めたと同時におつりの膝ひざをもらっていたのだ。

　見守っている仁志の仲間たちが低い呻うめき声を上げた。那智には知る由よしもないが、仁志の顔面に一いつ発ぱつ食くらわせた人間はそれほどに少ないのだろう。

　仁志は血ち混まじりの唾つばを路上に吐はき捨すてると、再び拳こぶしを顔の前に持ち上げた。那智も同じく半身の構えで応おうじる。しかし仁志は攻めてこようとはせず、

「へへッ……ますますいい面になってきやがる」

　そう言うと、不意に構えを解といた。仲間からジャケットを受け取って袖そでを通す。
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「……どういうつもりだ？」

　那智は油ゆ断だんなく構えたまま訊きいた。

「お前と、こんな道みち端ばたでやりあうのはもったいないと思ってな」

「始めたのはそっちだろう」

「まあそう怒おこるなよ」

　仁志は不満そうな那智の口くち振ぶりに、不敵な笑みを返した。

「もし、あらためて俺とやりあう気があるなら……今週の土曜日の夕方、サンシャインの横の池袋中央公園に来い。〈パーティ〉をやってるからな」

　そう言い残し、仁志は少年たちを連れて立ち去った。那智の身内にくすぶった何かを残して──




　　　　三




「その〈パーティ〉って……〈レイヴ〉のこと？」

　ひとみの問いに那智は頷うなずいた。

「その頃ころはまだ〈バイパーズ・レイヴ〉じゃなくて単に〈パーティ〉って呼よんでたんだ。もっともバイパーズって名前自体もまだ定てい着ちやくしてなかったし……まあ、正せい式しき名めい称しようだっていつ誰だれが付けたのかも分からないんだけどね」

　そう解説してみるものの、ひとみの方はすでに話の続きを聞く態たい勢せいになっていた。

「それで〈パーティ〉には行ったの？」

「ああ。どうして行く気になったのかは我われながら今もって分からないんだが、もしその日に行かなかったら、ストリートファイトはやってないだろうね」

　那智は違い目になってそう言い、話を続けた。




　　　　☆




　その日から土曜日までの数日間を、那智はまんじりともせずに過すごした。

　身体からだの奥おくで何かがざわめき、どうにも落ち着かなかった。その正しよう体たいが分からず師し匠しようの毒ぶす島じまに再び相談してみても「それは自分で確かめてみよ」と言うだけで要よう領りようを得えない。しかし不安を忘れようと稽けい古こに没ぼつ頭とうするうち、いつの間にか仁志の攻こう略りやく法ほうを考えている自分に気付くのだった。

「果たし合いを申し込まれたそうですねえ」

　休きゆう憩けいしている那智のところにニコニコ顔でやってきたのは、時々道場に顔を出す服部はつとりという男だった。三〇代半ばで、身長は那智よりも低いが横よこ幅はばが（顔も含ふくめて）大きく、固かた太ぶとりのどっしりした体たい格かくの持ち主である。職業はフリーライターだと聞いている。普ふ段だんは太たい極きよく拳けんをやっていて、手首の太さが常じよう人じんの倍ばいほどもあった。

「私も若い頃ころはよくやりましたが、最近でもあるんですねえ」

「そうそうあることではないと思いますが……」

　那智は神武館のどの門下生よりも実戦経験豊ほう富ふであろう服部に事情を話した。仁志の誘さそいに乗のるべきかどうか迷まよっていることを聞いた服部はウンウンと頷うなずいた後、那智に訊たずねた。

「氷室君……君はどうして骨法を習ならっているんですか？」

「精せい神しん修しゆう養ようのためです。父から剣術を習っているんですが、師し匠しようが身内だとどうしても甘あまえが出てしまいますし……」

「なるほど。でもね、君をがっかりさせるようで悪いんだけど……実際の話、武術というものは精神修養のためには全く役に立たないんですよねえ」

　那智は絶ぜつ句くして、丸まる眼鏡めがねをかけた柔にゆう和わな服部の顔をまじまじと凝ぎよう視しした。

「立ちませんか？」

「立ちませんねえ」

　服部の物言いはきっぱりしていた。

「武術というものは要するにただの技術ですからね。しかも本来は人を殺すための技術ですよ。そんなものを身に付けたところで立派な人間になるはずがないでしょう。武術を習ったからといって悪い人間が善ぜん人にんになったり、人間性が豊ゆたかになったりは──」

「しませんか？」

「しませんねえ」

　何が楽しいのか服部は白い歯はを見せて笑った。

「武術──日本では武道といった方がいいでしょう──いわゆる『武道が精神修養に役に立つ』というのは結けつ果か論ろんから生じた大きな誤ご解かいでしてね。むしろ意味は逆なんですよ。強さを身に付けることは、むしろその人間の悪い部分をますます助じよ長ちようしてしまう場合の方が多い。人を殺す技術を学ぶ者は、その技術を悪用したり、それによって自じ滅めつしてしまわないように自みずからを厳きびしく律することを要求されるんです。つまり『武道には精神修養が不ふ可か欠けつ』と言った方がいいでしょうね」

　那智はしばし沈ちん黙もくし、服部の言葉を胸の奥で反はん芻すうした。

　よく分かる話である。あまりに正論すぎて分からずにはいられない理り屈くつではあったが、ショックを受けたのは意い外がいだったからではない。

（やはり、そうなのか……）

　それは那智が剣術や骨法を習う時にいつも心のどこかで感じていた疑問への明めい白はくな解答だった。肉体を鍛きたえることはそのまま精神を鍛えることになる──という考え方がある面では正しいと信じている。しかし一方ではその思想が万ばん能のうではないことも直ちよつ感かんしていた。肉体を凶きよう器きと化すことは、場合によっては単に凶器を手にすることと同じか、あるいはそれ以上に危険なことなのではないのか──そう感じていたのだ。

　那智の顔色を読んだ服部が言った。

「しかしまあ、武術もある面では精神修養に役立つと言えなくもありませんが」

「どういう場合ですか？」

「本人が正しい資し質しつを持ち、良い師し匠しようについて修しゆ行ぎようしたときです」

　那智は門下生を指導している館長の毒ぶす島じまをちらりと見た。恐おそるべき武道家であることは知っているが、良い師匠なのかどうかは判断しがたい。

「服部さん。僕にはその『正しい資し質しつ』があるでしょうか？」

「それは私の口からは何とも言えませんねえ。でも……いい機き会かいかも知れませんよ」

「果たし合いがですか？」

「ええ。話を聞く限りでは、その仁志という少年は氷室君と交流したがっているようです。結果として勝つにせよ負けるにせよ、何かしら得えるものがあると思いますよ」

「そうでしょうか……」

「正しい資質とは、経験をより良い方向に活いかすことのできる精神のあり方のことです。すべては氷室君しだいということですよ」

　最後に服部は「武術は詰つめ将しよう棋ぎのように一人でするものではありませんからね」と付け加えた。




　そして土曜日の夕ゆう刻こく──

　那智の足は無意識のうちにサンシャインに向かっていた。自分の身体の奥にくすぶっているものの正体を確かめるために。

　その日、サンシャインシティに隣りん接せつする池袋中央公園には、奇き妙みような風ふう体ていの男たちが集まっていた。チーマーやヘビメタ風の気合いの入ったファッションに身を固めている連中に混じって、アーミールックで統とう一いつしたサバイバルゲーマー風の集団や、空手やアマレスといった格かく闘とう技ぎのユニホーム姿の若者もいる。〈パーティ〉とだけ聞いてやってきた那智は、果はたしてこれは何の集しゆう会かいなのかと首をひねった。

　殺さつ気き立だっていながらもどこか陽気な雰ふん囲い気きに包まれた公園内に足を踏ふみ入れると、那智の行く手に巨きよ大だいな肉の壁かべが立ちはだかった。揃そろいの黒いシャツを着た、アンコ型にでっぷりと肥こえ太ふとった巨きよ漢かんが横一列に五人も並ならび、やけに愛あい嬌きようのあるつぶらな瞳ひとみを那智に向ける。

「むう～、新しん入いりかァ？」

「まさかなあ～、こんなお坊ぼつちゃんがァ？」

「しか～し、今日この公園を通り抜けようなんて度ど胸きようのある奴やつだなァ」

「どうする～？」

「肩かた慣ならしにやっちまうか～？」

　なにやら物ぶつ騒そうな話になってきたのを察して、那智は気持ち後あと退ずさりしながら尋たずねる。

「いったい何なんだ、あんたらは？」

「んん～？　俺たちかい？」

　巨漢たちは互たがいに目め配くばせし合うと、一いつ斉せいに背中を向けて、Ｔシャツの背中にプリントされた赤いアルファベットを並べて一つながりの単語を作った。

「ウイ・アー・ザ・〈ガスタ～ンク〉!!」

　息もピッタリのパフォーマンスだったが、那智に背中を向けたのが運の尽つきだった。那智はサッと地面スレスレに身を沈めて、真まん中なかの巨漢の膝ひざの裏うらに強力な〈摺すり蹴げり〉を食らわせる。バランスを崩くずした巨漢は身体を支えようと両りよう隣どなりの仲間を摑つかみ、両側の仲間がさらにその隣にいる仲間を摑んで、結果五人の巨漢は雪崩なだれを打つようにもつれ合いながら地面に倒たおれた。

「やれやれだな……」

　那智は肩をすくめると、肉の山をムギュッと踏んづけて乗り越こえていく。仁に志しの率ひきいるチーム〈アースシェイカーズ〉は、そのすぐ先の噴ふん水すい前に陣じん取どっていた。那智の姿を認めた仁志は、待ちかねたというようにニヤリと笑った。

「やっときたか。優ゆう等とう生せい」

「説明してもらおうか。〈パーティ〉というのはいったい何だ？　ここに集まってる連れん中ちゆうは……」

「心配しなくてもちゃんと教えてやるから、そうガッつくなよ」

　立ち上がった仁志は、那智の横を素通りすると、公園全体に視し線せんを巡めぐらせた。

「簡かん単たんに言うとだ、ここにはケンカの好きな連中が集まってる。でまあ、同どう好こうの士しが集まって楽しくやろうってのがこの〈パーティ〉の主しゆ旨しだ」

「楽しく……何をするんだ？」

「趣しゆ味みのストリートファイトさ。お互いにルールを決めて、大おお怪け我がしない程度に思いっきりな。そういうイベントってわけだ」

　仁志がパチンと指を鳴らすと、シェイカーズのメンバーが持ってきたＣＤラジカセのスイッチを入れた。大音量のハードロックのサウンドが鳴り響ひびく。すると間もなく公園のあちこちから、それぞれのチームの持ち込んだＣＤの音が聞こえてきた。

「誰だれが最初に始めたのかは分からないんだが、こうして自分のチームのテーマ曲を流して自分とこの陣じん地ちを主張するわけだ。『誰の挑ちよう戦せんでも受ける、かかってこい』って合あい図ずさ。面おも白しろいだろ？」

「そうかな……」

　那智が慣れない大音量に顔をしかめていると、さっそく各陣地で対戦が始まった。対戦ルールはチーム間の合意で決定されるためまちまちだが、基本的には武器使用不可という以外には何でもありに近いルールで行なわれているらしい。

「趣味のストリートファイトだって？　聞いたことがないな……」

「そりゃあそうさ。まだ始まって間もないからな」

「単なる不良同士のケンカとどこが違うんだ？」

「そう言われるとツライとこだがな……まあ、ケンカそのものを楽しむ精神ってところかな。そこが違いさ」

「楽しむ……殴なぐり合いをか!?」

「ああ、そうだ。俺たちはチンピラじゃない。ただケンカが好きなだけだ。それも本気のケンカがな」

　常じよう識しき外はずれの言葉も、胸を張はって堂どう々どうと言われると奇妙な説せつ得とく力りよくがあった。何より目の前で展てん開かいされている光こう景けいがその言葉を裏づけている。

「とはいえしょせんはアマチュアだし、格闘家気取りと思われるのもイヤなんでな……俺たちに合う新しい名前ってのを考えてるんだ。誰かが言ってたんだが──〈ストリートバイパーズ〉ってのはどうだ？」

「毒蛇バイパーか……確かに、いきなり嚙かみついてくる」

　那智は皮ひ肉にくのつもりで言ったが、仁志の方は逆に気に入ったようだった。

「毒蛇バイパーの集つどいにようこそ、優等生。誘さそいに乗ってここに来たってことは、お前にもその素質があるってことだな」

「勝手に決めてもらっちゃ困こまる。僕には僕の都つ合ごうがあっただけだ……」

「ふうん……じゃあ、やらないのか？」

　あらためてそう訊きかれ、那智は返へん答とうに詰つまった。公園で繰くり広げられるストリートファイト。腹に響くギターのサウンド──そこはケンカ上じよう等とうの異い世せ界かいであった。

　那智は自分の身体の奥で首をもたげた〈何か〉に尋ねる。答えはすぐに返ってきた。

「……やるさ」

「そうこないとな！」

　二人は同時に飛び退すさり、ファイティングポーズを取って対たい峙じした。シェイカーズの仲間たちが歓かん声せいを上げる。そして──




　　　　四




「……闘たたかいが始まったのね？」

　勢いきおい込んで訊きくひとみに、那智は首を横に振ふった。

「ところがそうはいかないんだな。思わぬ人物が乱らん入にゆうしてきたんでね」

　もったいぶった口く調ちようで言うと、那智はクスクスと笑った。

「そいつが現れなかったら、果たしてバイパーズが今ほど盛もり上がってたかどうか、怪あやしいもんだね。いつだってスターってのは彗すい星せいのごとく現れるんだ……」




　　　　☆




　その日のメインイベントであるはずの、那智対仁志の闘いが始まろうとしたその時、公園の一いつ角かくから異い様ようなどよめきが上がった。ストリートファイトを聞きつけた警官が踏ふみ込んできたのかと勘かん違ちがいしたが、すぐにそれとは別の、野や獣じゆうのごとき咆ほう哮こうが聞こえてきた。

『うるぁぁぁぁ──ッ!!』

　爆ばく発はつ的な何かのパワーが弾はじけ、先ほどの〈ガスタンク〉のメンバーたちがストライクで弾き飛ばされたボーリングのピンのごとく転ころがってきた。何事かと視し線せんを向けると、アンコ型の巨きよ漢かんの身体が宙に浮いている。何者かが、その巨体を両りよう腕うでで頭ず上じように持ち上げているのである。

「邪じや魔まくさいんじゃ、このブタがァァッ!!」

　口くち汚ぎたない関西弁べんとともに、放ほうり投げられた肉の塊かたまりが那智と仁志の目の前まで飛んできた。続いて、皮ひ膚ふ感かん覚かくで感じられるほどの熱ねつ気きを帯おびた気け配はいの塊かたまりが二人の前に躍おどり出る。

（──じゅ、獣じゆう人じん!?）

　那智がとっさにそう思ったのも無理はなかった。相手が恐おそろしく汚いなりをしていたからである。

　焼けた金きん属ぞくのような赤しやく銅どう色いろの肌はだ。ざんばらに伸のびた髪かみ。もはや元の色が判はん然ぜんとしないツナギのライダースーツの上半身をはだけて、袖そでを腰こしで結むすんでいる。顔の半分を隠かくす前髪の間から覗のぞく、らんらんと輝かがやく獣けものじみた双そう眸ぼうと目が合った時、那智の全身に電でん撃げきに打たれたような戦せん慄りつが走った。

「ブクブク肥こえとるだけのブタは相手になれへん！　ここで一番強い奴やつは……誰や!?」

　ＣＤラジカセの大音量の中でもはっきりと聞き取れるドスのきいた声が響く。同年代の少年のものだ。

「知り合いか？」

「いや……あんな奴は初めてだ」

　少年の視し線せんが、固まっている那智と仁志を捉とらえた。すっと右手を持ち上げ、人差し指でまず仁志を、そして那智を指さす。

「どーちーらーにーしーよーうーかーなー……」

　誰でも知っている呪じゆ文もん（？）を唱となえながら二人を交こう互ごに指さし、

「……かーみーさーまーのーゆーうーとーおーり！」

　少年の指が止まったのは仁志の方だった。その手を裏返すと、指をクイッと曲げて『来い』とジェスチャーする。

「そっちのデカイ方、遊んだる。かかってこいや」

　呆あきれるほどに勝手気ままで大だい胆たん不ふ敵てきな物言いだが、、さすがにストリートファイト慣れしている仁志は落ち着いていた。

「悪いな、優等生。こっちを先に相手しなきゃならねえらしい」

　不意の挑ちよう戦せん者しやを前にして気き後おくれした様子もなく、仁志は〈野や人じん〉の少年と対たい峙じした。

　仁志がボクシング風ふうの構えをとると、〈野人〉は無む造ぞう作さに歩ほを進めて間ま合あいを詰つめてきた。仁志はノーガードの顔面に向けて牽けん制せいのジャブを二回打つ。鼻先数ミリのところまで拳こぶしが迫せまり、拳の起こした風が前髪を揺ゆらすが、〈野人〉は瞬またたき一つせずに近付いてくる。

「うらぁぁっ！」

〈野人〉の大おお振ぶりのストレートを仁志はスウェーして躱かわし、カウンターでボディブローを一いち撃げき、さらに顔面にフックをお見み舞まいした。

「──えっ!?」

　次の瞬しゆん間かん、那智は我が目を疑った。吹ふっ飛んだのが〈野人〉ではなく仁志の方だったからだ。〈野人〉はパンチを二発も食くらいながらも平然と殴なぐり返し、仁志の顔面を捉とらえていた。

「へっ……やるねえ」

　仁志は燃もえてきたらしく口元を歪ゆがめてニッと笑った。相手がズカズカと間合いを詰めてくる前にジャブとローキックで〈野人〉の足を止め、すかさず爪つま先さきを高く跳はね上げてハイキックを放はなつ。

　ガスッ！

〈野人〉の側そく頭とう部ぶに仁志のハイキックがクリーンヒットした。今度こそ倒れるか──と思いきや、〈野人〉はほんの一瞬揺らいだだけですぐに反はん撃げきしてきた。ガードの上から構わずパンチの連打を浴あびせ、怯ひるんだところへ竜たつ巻まきのごとく猛もう烈れつな蹴けりを連続で叩たたき込む。

（な……何なんだ、このデタラメな男は!?）

　無む限げんのスタミナの持ち主なのか〈野人〉の猛もう攻こうは途と切ぎれることなく続き、防ぼう御ぎよしきれなくなった仁志は旋せん風ぷう脚きやくを食らって沈んだ。シェイカーズや、いつの間にか周囲を取り巻いていたギャラリーの間から驚おどろきの声が漏もれる。

「んん～……」

　旋風脚から着ちやく地ちした姿し勢せいのまま、〈野人〉は頰ほおをピクピクさせながら唸うなった。

「なかなかのもんや。東京もんはケンカの作さ法ほうも知らん奴らばっかりや思とったけど、こんなとこに隠かくれとったとはな」

　心しん底そこ楽しそうな口く調ちようで言うと、コキッと首を鳴らす。那智は率そつ然ぜんと理解した。この〈野人〉は仁志の打だ撃げき力りよくを調べるためにわざと食らっていたのだ。

〈野人〉は集まってきていたバイパーズの面めん々めんをぐるりと見回した。

「よっしゃ……オレに勝てると思う奴はかかってこい！　何人でも相手したるわ!!」

　その一言がバイパーズの闘とう志しに火を点つけ、一いち対たい多た数すうの乱らん闘とうが始まった。

　それからの〈野人〉の動きは見み違ちがえるほど滑なめらかだった。ダンスでも踊おどっているような、よどみなく華か麗れいな体たいさばき。勢いきおいに任まかせて打ち込んでくる攻撃をやすやすと見切って躱かわし、ほとんどの相手を拳こぶしの突つき一発でＫＯする。そして猛烈な蹴りは中ちゆう途と半はん端ぱな防御を粉ふん砕さいし、身体ごと吹き飛ばした。まるで〈野人〉の身体の周囲に見えない結けつ界かいがあるかのように、近付く者は間合いに入った直後に攻撃を食らって弾はじき出された。二人がかり、三人がかりで襲おそいかかる者たちもいたが、連れん携けいが取れていないバラバラな攻撃はまったく通用せず、かえって互たがいに足を引っ張ぱり合って最後は無ぶ様ぎまに地面に転ころがった。

　わずか十数分の格闘で〈野人〉は二〇人抜きを果たした。バイパーズの半数くらいは〈野人〉が疲つかれるのを待っていたが、その様子がまったくないので尻しり込ごみし、新たに挑戦の名乗りを上げる者はいなくなっていた。

「なんや、もう終わりかいな？　もうちょい骨ほねのある奴は……」

〈野人〉の視し線せんがまっすぐ自分に向いたのを知って、那智はドキリとした。何な故ぜ自分に興きよう味みを示しめしたのか──那智は訝いぶかしんだが、すぐにその理由に気付いた。いつの間にか距きよ離りが近付いている。那智の足は無意識のうちに〈野人〉の方に歩み出していたのである。

（……どうしたんだ、僕は!?）

　那智は自分の行動が信じられなかったが、人の輪から出て〈野人〉の前に立った後ではもはや手て遅おくれだった。

「ああ～ん……？」

〈野人〉は他の挑戦者とは明らかに毛け色いろの異なる那智の姿をしげしげと眺ながめた。バイパーズや見物人たちにとっても、〈野人〉と同じく新しん参ざん者ものである那智は物もの珍めずらしく、ある意味場ば違ちがいな存在だった。

「おい、優等生」

　仲間に肩かたを借かりて立っている仁志が声をかける。

「……無理すんなよ。そいつは化ばけ物ものだからな」

　答える代かわりに那智は両の掌てのひらを顔の高さに構えた。やや猫ねこ背ぜ気ぎ味みに背を丸め、軽く踵かかとを浮うかせる。

「ふうん……妙みような構えやな。面白おもろい」

　相手の力りき量りようを探さぐるときはいつもそうなのか〈野人〉は無む造ぞう作さに間ま合あいを詰つめてきた。真まっ向こうからの攻こう撃げきは食らいながらでも反撃してくるデタラメな相手である。生なま半はん可かな攻撃は無む駄だだった。

　那智の頭脳と肉体は清せい流りゆうのごとく澄すみ切っていた。この闘いに迷いはない。目の前の敵を倒すために全力を傾かたむけることに躊ちゆう躇ちよを感じないだけでなく、爽さわやかな喜びさえあった。

　那智はコンクリートの地面を蹴ってふわりと跳ちよう躍やくし、〈野人〉の鼻はな先さきを掠かすめるような回し蹴りを放った。着地と同時に身体を沈め、体重の載のっている方の足首を払はらう。

「おっ!?」

〈野人〉がぐらついたところへ、踏み込みながら脛すねを狙ねらって前蹴りを出すと、相手は思わず棒ぼう立だちになった。その隙すきに密着に近い距離まで間合いを詰める。

「オラッ！」

〈野人〉の右ストレートが那智の頰ほおを掠めた。その手首を摑つかんで引き寄よせ、相手の体たい勢せいを崩くずしながら、死し角かくから掌しよう打だを突つき上げる。

　ガツッ!!

　那智の掌打は〈野人〉の顎あごを完全に捉とらえた。アッパー気味に掌打を食らった〈野人〉の身体が独こ楽まのように回転する。

（──入った！）

　その手て応ごたえに喜んだ直後、那智は側そく頭とう部ぶをしたたかに一撃されていた。〈野人〉が離はなれ際ぎわに放はなった裏うら拳けんである。

　ギャラリーが沸わいた。反撃は受けたものの、那智の掌打は〈野人〉にそれまでで最大のダメージを与あたえていた。

「フン……」

〈野人〉は切れた唇くちびるの端はしから流れる血を手の甲こうで拭ぬぐうと、ツナギのポケットから何かを取り出した。那智はナイフのような武器かと一瞬警けい戒かいしたが、そうではなかった。

〈野人〉は長い前髪を搔かき上げ、ポケットから取り出した布ぬのを額ひたいに巻いた。それは黄色と黒の虎とら縞じま模も様ようのバンダナであった。

「おっしゃあ！　ええ感じや……燃もえてきたで!!」

　気合いを入れるために巻いたのだろう。バンダナを巻いたことでようやく〈野人〉の素顔が露あらわになった。赤銅色の肌や汚きたない格かつ好こうのせいでやたら暑あつ苦くるしい印象はあるが、意外にも美男子である。だがその双そう眸ぼうは闘たたかいの興こう奮ふんに輝かがやき、不敵な笑えみを浮うかべる口元からは発達した犬けん歯しが覗のぞいている。

（虎とらだ……この男は野や生せいの虎だ）

　那智は背せ筋すじに歓かん喜きとも戦せん慄りつともつかない何かが走るのを感じた。身体が熱い。〈野人〉が全身から放つ熱気に呼こ応おうするように、那智の体内にも血が沸ふつ騰とうするような興奮が駆かけめぐっていた。

　それは那智が初めて経験する『燃える』という感覚だった。

「──ほな、そろそろ本気出していこかぁ！」

〈野人〉が初めて構えらしい構えをとった。明らかにブルース・リーを意識した拳けん法ぽうの構えだ。

「オラ、来い！」

「おおっ!!」

　那智は腹の底から吼ほえると、闘いの衝しよう動どうのままに突とつ進しんした──




　　　　☆




「──まあ、結局は善ぜん戦せんむなしく負けたんですけどね」

「ああ～、やっぱりね」

　いきなり会話に割り込んできた他人の声に、那智は驚おどろいて振ふり向いた。いつの間にやってきたのか、涼子と大作が背はい後ごに立っている。

「あら、涼子ちゃんに大作くん」

　ひとみはさして驚いた風もなかったが、那智は胸を押おさえて荒あらい息を吐はいた。心しん臓ぞうがバクバクと鳴っている。

「急に話しかけてくるから、びっくりしたじゃないか」

「フッ……驚くのは心のスキがあるからよ」

　涼子に人差し指を突きつけられてそう言われると反はん論ろんのしようもない。不ふ服ふくそうな顔の那智に、大作はやれやれと肩をすくめて見せる。

「まったく……二人して何を仲良く話してるのかと思って隠かくれて聞いてたのに、僕のよく知ってる話でしたよ。なにしろ、その現場にいましたからね」

「見ていたのか？」

「ええ。そりゃもう一部始終を克こく明めいに。あの時、静しず馬まさんを相手に一番いい勝負をしたから、その後No.２と呼ばれるようになったわけですよね」

「そんなことなの？　しょーもない話ねえ……期き待たいして損そんしたわ」

「何を期待してるんだか……」

　那な智ちは小こ声ごえで文句を呟つぶやく。大作は盗ぬすみ聞き専用の小こ型がた集しゆう音おんマイクを片付けながら、

「まあ涼子さんにとってはつまらない話でしょうね。なにしろ静馬さんとタイマン勝負で勝ったんですから……ついでに言うと氷室さんにも勝ってますし」

「じゃあ、やっぱり涼子ちゃんが一番強いのね」

　嬉うれしそうな顔で無む邪じや気きに言うひとみを横目で眺ながめながら、那智はさらに恐おそろしい事実に思い当たった。大だい門もん高校には草くさ彅なぎ静馬に完勝した人物が涼子の他にあと二人もいるのだ。

（この連中の高校、絶ぜつ対たいにおかしい……）

　喉のどまで出かかったその言葉を辛かろうじて吞のみ込む。世の中、上には上がいるということを身体からだで知っている那智であった──





〈静馬を待ちながら／ＥＮＤ〉
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［レポートNo.〇〇二一］

　氏名／小関遼二（こせき・りょうじ）

　年ねん齢れい／二十四歳

　身長／一七七センチ

　体重／七〇キロ

　経けい歴れき／Ｎ大だい学がく文ぶん学がく部ぶ卒そつ。大学時代に全ぜん日につ本ぽん体重別選せん手しゆ権けんで二度の優ゆう勝しようを飾かざる。柔じゆう道どう家かとしては世界レベルの実力者らしい。現在は大だい門もん高校柔道部顧こ問もん。二年Ａ組担たん任にん教師。担たん当とう教科は古こ文ぶん。

　特技／柔道四段。ギター速はや弾びき五段（自じ称しよう）。ナンパ永えい世せい名人（他た称しよう）。

　趣しゆ味み・嗜し好こう／洋よう楽がくが大好き。レゲエを語らせたらうるさいという面もあるが、そちらは聴きく専門で、自分で演えん奏そうするのはハードロック系けい。しかしフォーク派はだという噂うわさもある。

　性格／やる気があるのかないのかよく分からない、瓢ひよう々ひようとして摑つかみ所どころのない人物。基本的には軽けい薄はくでヒモっぽいが、たま～に年寄りじみた含がん蓄ちくのあるセリフを吐はくこともある。気安くオープンな雰ふん囲い気きの持ち主だが、生徒との間にはきっちりと線を引いており、決して馴なれ合わない。大人おとなげないわりに意外と大人。体育会系のノリというよりは江え戸どっ子こ的。

　家族／実じつ家かはそば屋。

　備考／Ｋファイトにおいて草くさ[image: ]なぎ静馬に十連勝・非ひ公こう式しき試合にてバイパーズチーム〈ナイツ・オブ・ゴールド〉の不ふ動どう秋あき嵩たかに二十八連勝という前ぜん人じん未み踏とうの偉い業ぎようを成なし遂とげている隠かくれた猛も者さ。古こ流りゆう柔術家の姫ひめ川かわ雷らい蔵ぞうの道場の門もん下か生せいなので、実戦ルールでも強いはず。

［コメント］教師らしくない教師部門で南雲先生とトップを争あらそう好人物。大門高校においては菱ひし沼ぬま女史に並ならぶ恋れん愛あい相談所（男子担当）。静馬さんのお姉さんと付き合っているらしいが、よく考えると静馬さんと似にたタイプの人なのかもしれない。とくに、好すき勝かつ手てに生きてるところが。




〈神矢〉






　　　　一




「くわぁ～、だ～りィ～……」

　二年Ａ組の教室──三時限目の開始のチャイムが鳴ってから七分も経たってから現れた小関教きよう諭ゆは、開あけ放はなたれた窓に寄よりかかり、眩まぶしそうに青い空を眺ながめながら、気け怠だるい口く調ちようで呟つぶやいた。

　ひょろりと細長い体格の男である。

　肩かた幅はばは広いが身体からだの厚あつみがなくて手足の長さが目立つ、いわゆるモンキーパンチ体たい型けいに、ストーンウォッシュのジージャンとジーンズが似に合あう。くせのある天てん然ねんパーマ気ぎ味みの短い髪かみに浅あさ黒ぐろい肌はだ。ラテン系ジゴロ風ふうハンサムと称しようされる甘あまいマスクには、いつもならのほほんとした表情を浮うかべているところだが、今日は倦けん怠たい感かんが色いろ濃こく出ていた。

「ったくよぉ～、こんないい陽気の日に授じゆ業ぎようなんてやってられっかっつーの」

　初しよ夏かの陽ひ射ざしが照てりつける校こう庭てい。立ち上る陽炎かげろう。聞こえてくる蟬せみの声──窓の外にあるのは梅つ雨ゆ明あけ間もない昼前の光景である。もっとも『授業なんてやってらんねー』は小関の口くち癖ぐせようなもので、どんな天気であろうと枕まくら詞ことばが変わるだけで言うことは同じだった。

　窓まど際ぎわの列の先頭の席に座すわっている結ゆう城きひとみが、口元に手を添そえて小関に呼びかけた。

「……先生、そろそろ授業を始めませんか？」

「なんで？」

「なんでって……」

　ひとみは返へん答とうに窮きゆうした。あまりにも根こん本ぽん的な質問を返されたからだ。

「それは……先生が教師で、私たちが生徒だから……」

「だから何だよ？　どうせお前ら、卒業したら古文とは金こん輪りん際ざい縁えんのない人生を送るんだろ」

「遠い将来のことは知りませんけど、再来週には期末テストなんですから。テストの範はん囲いまでは進んでもらわないと……」

「──ったく、どいつもこいつもテスト、テスト、テスト！　お前ら、そんなにテストが好すきか!?」

「問題を作るのが面めん倒どくさいからってワガママ言わないでください」

「うるせえ、俺おれは自由だ」

　小関はそう言うとプイとそっぽを向き、窓枠に尻しりを乗のせて外を眺ながめた。まるっきり駄だ々だっ子こである。ラテン系なので暑あつくなれば元気になるはずだが、あるいはだからこそ、授業に身みが入らないのだろう。

　こんなグータラ教師が担たん任にんだと学級崩ほう壊かいが進みそうだが、実際にはその逆だった。生徒たちが思っていても口に出せないようなミもフタもない本ほん音ねを、教師である小関自身が堂どう々どうと吐はいてしまうので、かえって冷れい静せいに『自分たちがしっかりしなければ』と考えるようになるからだ。あまりに自じ由ゆう奔ほん放ぽうすぎる人物を前にすると、たいていの人間は自分の平へい凡ぼんさを自じ覚かくせざるをえなくなるものである。

　隣となりの教室から、悲ひ鳴めいとも笑い声ともつかないどよめきが聞こえてきた。

「Ｂ組はいいよなあ～、バカばっか揃そろってて。それに比くらべてウチのクラスは……」

　ひとみを筆ひつ頭とうとして地じ味みで目立たない生徒ばかりが揃っている教室を見回し、ため息を吐つく。

「ダメだ、お前ら！　なんつーか、もっとこう……弾はじけろ!!　どうせ若さ以外に取とり柄えなんてねーんだからよ」

　ひどい言われようである。しかし生徒の方もＢ組のような弾け方は命いのちがけだと承知しているので、小関の暴ぼう言げんはあっさり聞き流された。

「それはそれとして授業を……」

「やだ」

　そこまでヘソを曲げる理由がどこにあるのか、今日の小関のひねくれ具ぐ合あいはいつもより本ほん格かく的だった。ひとみもかけるべき言葉が見つからずに黙だまってしまい、教室に気まずい沈ちん黙もくの時が流れる。

　微び動どうだにせずに外を眺ながめていた小関は、きっかり一分後──唐とう突とつに口を開いた。

「ほんっと退たい屈くつだよなあ～……校こう長ちようの野や郎ろう、死しなねえかなあ」

　ガタガタガタ～ッ！

　生徒たちが一いつ斉せいに机に突つっ伏ぷした。

『退屈』と『校長死なねえかな』の間にどういう思考の流れがあるのかまったく不明の異い常じような台詞せりふである。

「校内連続殺人事件とかでさ、五人目ぐらいの犠ぎ牲せい者しやになりゃ面おも白しろいのに」

「それって……やっぱり『見み立たて殺人』なんですか？」

「そうそう、しかも本当は無関係なのに数合わせで殺されるパターンでな。誰だれかやってくんねえかな～。そしたら俺おれが華か麗れいなる推すい理りで解かい決けつしてやんのに」

　小関はその思いつきがいたく気に入ったようで、急に機き嫌げんを直して教きよう壇だんに戻もどった。まるで何事もなかったように授業を始めるが、教室の空気がさっきよりもさらに不ふ穏おんなものになっていることには──いつものことながら無む頓とん着ちやくだった。




　　　　二




　その日の五時限目が始まって間まもなく──

　暇ひま潰つぶしに保ほ健けん室しつに顔を出した小関は、中にいる生徒を見て声をかけた。

「どうした、結ゆう城き？」

　ひとみは校こう医いの菱ひし沼ぬま奈な々な子こと差さし向かいの椅い子すに座すわって手当てを受けていた。

「階段で転ころんで、手首を捻ひねっちゃったんです」

「バーカ、コケるか？　普ふ通つう」

　涼すずみにきただけの小関はからかうように言って、空あいているベッドに腰こしを下ろした。しかし右手首に包ほう帯たいを巻いてもらっているひとみを眺ながめているうちに、急に怪け訝げんそうな顔つきになる。

「結城、お前がコケたのってどこの階段だ？」

「旧きゆう校こう舎しやの西側の階段ですけど……」

「なんでコケた？」

「ちょっと考え事をしてて、踏ふみ外はずしたんです」

「周まわりに他ほかの生徒はいたか？」

「……いえ、誰だれもいなかったと思います」

　尋じん問もんするような小関の口く調ちように、ひとみは訳が分からず途と惑まどった表情を見せた。小関は顎あごに手を当てて思し案あん顔がおになる。

「こいつは事件の臭においがするぜ……」

「どこにですか!?」

「フフフッ……俺の鼻は誤ご魔ま化かせないのさ。俺の推理によれば、お前は階段で何者かに背はい後ごから突き飛ばされたんだ。それが真しん相そうだな？」

「本人が違ちがうって言ってるのに」

「分かった！　さてはお前、その誰かをかばっているな？」

「そういうのは推理じゃなくて邪じや推すいって言うんじゃ……」

「単に刑けい事じごっこをしたいだけなんだから、いちいち真まに受けちゃダメよ～」

　手当てを終おえた奈々子は悪戯いたずらっぽく笑うと、いい大人おとなのバカな遊びはもう終わり、というようにひとみを保ほ健けん室しつの外へ出した。

「刑けい事じごっこ、ね……」

　廊ろう下かに追い出されたひとみは、手て首くびの包帯をじっと見つめて何かを考えていたが、やがてクスッと笑って歩き出した。




　　　　☆




　放ほう課か後ごの剣けん道どう場じよう。

　十五分の休きゆう憩けいを終えて道場に戻もどってきた涼子は、顧こ問もんの姿すがたが見えないことに気付いて、同じ二年の男子部員に尋たずねた。

「ヒゲダルマは？」

「そういや、さっき出ていったきり戻ってこないなあ」

「また？　しょうがないわね……あたしが呼びに行ってくるから、先に後半の稽けい古こ始はじめといて」

　涼子は袴はかま姿にスニーカーをつっかけて再び道場の外へ出ると、まっすぐ体たい育いく館かんの方へ向かった。出入り口から中を覗のぞき込む。バレー部のコートの中に、一人だけ完全に浮ういている人物がいた。濃のう紺こんの袴姿のまま女子部員に混じってバレーに興きようじているヒゲの大男──剣道部顧こ問もんの弥や永なが源げん太た郎ろうである。

　涼子は体育館に入ると、〈ビアダル〉の異い名みようをとる固かた太ぶとりの巨きよ体たいを躍おどらせて楽しげに白いボールを打っている顧問に近付いていく。

「先生、稽古を再開しますから戻ってきてください」

「え？　もう？」

「休憩時間はとっくに過ぎてます」

「じゃあもう一本だけ」

　弥永は部員にトスを上げてもらい、巨体に似に合あわぬ高いジャンプから強きよう烈れつなスパイクを打つ。バレー部のレギュラーでも反はん応のうできないほどの弾だん丸がんスパイクを、コートに飛び込んできた白い影かげが転ころがりながらレシーブした。

「なに!?」

　自分の方にいい角かく度どで飛んできたボールを、涼子は反はん射しや的にトスする。見事な回かい転てんレシーブを見せた白い影は、今度はバックアタックでスパイクを打つ──と見せかけてチョンとボールを押おし、弥永のブロックを越こえてラインギリギリに落とした。

「……フッ、俺のスパイクをブロックしようなんざ十年早い！」

　そう胸を張はって勝ち誇ほこったのは、柔じゆう道どう着ぎ姿すがたの小関だった。バレー部とは何の関係もない他の部の顧問二人（それも剣道部と柔道部）がネット越ごしに向かい合っているというのは実に珍ちん妙みような図ずである。

「はいはい、もう遊びは終わり！　お二人とも自分の部に戻もどってくださいよ」

　バレー部の女性顧問にコートから追い払はらわれてすごすごと戻ってくる二人を、涼子はやれやれという顔で迎むかえた。

　友達というには年ねん齢れいが離はなれているにもかかわらず、小関と弥永は校内でも知る人ぞ知る迷めいコンビである。一人ずつだと比ひ較かく的まともな大人なのに、二人揃そろうと精神年齢が一気に下がり、信じられないような悪わるノリを始めてしまうのだ。１プラス１がマイナスになるという珍めずらしいケースである。

「よう御み剣つるぎ、ちょっといいか？」

　気き安やすく声をかけてくる小関に、涼子は警けい戒かいの視し線せんを向けた。

「何でしょうか。稽古に戻らないといけないんですけど」

「時間は取らせねえよ。ちょっと訊ききたいことがあるだけなんだが……お前、結城とは友達だよな？」

「そうですけど……？」

「だったら結城が階段から落ちて右手を怪け我がしたのは知ってるな？　その時、近くにいたか？」

「図と書しよ館かんを出て別れた直ちよく後ごだったから……」

「現場は見てないってことか。じゃあもう一つ訊きくが、結城が誰かから恨うらみを買っていた……というようなことはなかったか？」

「えっ……？」

　予よ想そうもしていなかった質問に、涼子は驚おどろきの声をもらした。

「ひとみの怪け我がって、ただの事じ故こじゃなかったんですか？　まさか事件!?」

「いや、確かくたる証しよう拠こは今のところ見つかっていない」

「じゃあなんで……」

「ちょっと気になっただけだ。今はまだそれしか言えない……じゃあな」

　小関はそう言うと、涼子の疑問を解かい消しようしないままさっさと立ち去っていった。涼子は不安な眼まな差ざしでその背中を見送ったが、自分のすぐ背後で、弥永がダルマそっくりの髭ひげ面づらを膨ふくらませて必死に笑いをこらえていることには、まったく気付いていなかった。




　　　　三




　翌よく朝あさ。

　いつものように校内の専せん用よう駐ちゆう車しやスペースにバイクを停とめ、体育館に近い方の出入口から校こう舎しやに入った静馬は、廊ろう下かを埋うめ尽つくす人だかりに行く手を阻はばまれた。

「何やねん、お前ら!?」

　生徒たちを搔かき分けて進むと、左右に張り渡わたされた『立たち入いり禁きん止し』の黄色いテープにぶつかった。見ると、階段の周囲がテープで仕切られている。中では小関遼りよう二じと弥永源太郎の二人の教きよう諭ゆによる現場検証とおぼしき作業が行なわれていた。

　静馬は、階段に倒たおれた人間の輪りん郭かくがチョークで描えがかれているのを見てギョッとなった。

「ど、どういうことやねん!?　誰か死んだんか？」

「別に誰も死んでませんよ」

　カメラマンとして現場の撮さつ影えいに協きよう力りよくしている大作が、静馬の側そばに寄ってきて耳打ちした。

「そやったらこの騒さわぎは何や？」

「それが僕にもよく分からないんですが……」

「神矢、こいつらも撮とっとけ！」

　小関の指示に従したがい、大作は野や次じ馬うまの生徒たちを撮影する。静馬は現場を仕切っている小関に呼びかけた。

「おいジージャン、何やっとんねん？」

「ここは関係者以外立入禁止だ。テープから中に入るなよ」

「そやから何があったんかって聞いとるんや！」

「バーカ、それを調べてんだよ。静馬、お前……昨日きのうの昼休みから五限目の間、どこにいた？」

「昨日の昼？　屋おく上じようで寝ねてたわ」

「……ふうん。だったら犯はん行こうは十分に可能だったわけだな。よし、お前も容よう疑ぎ者しやの一人な」

「なんでやねん!?　そもそも犯行って何や！」

「フッ……そうやってトボけていられるのも今のうちだ。必ず尻しつ尾ぽを摑つかんでやるからな。覚かく悟ごしとけ」

　一いつ方ぽう的に静馬を容疑者に仕立て上げると、小関はスタッフに撤てつ収しゆうを命めいじた。




　　　　☆




　校内で何か事件が起きたらしい──その不ふ穏おんな噂うわさは、昼前には大門高校全体に広まっていた。

　ただし誰だれが被ひ害がい者しやなのか、加か害がい者しやは誰なのか、そもそもどんな事件が起きたのか、何一つはっきりしないという奇き妙みような噂である。しかも〈事件〉の捜そう査さを担たん当とうしている小関教諭が『今は何も言うことはない』とコメントしていることから、生徒の間では様さま々ざまな憶おく測そくが生まれ、てんでバラバラな解かい釈しやくがなされていた。

「いったい何をやらかしたのよ、あんた？」

「知らんわい」

　昼休み──何な故ぜか容疑者扱あつかいされているため、いつもの屋上から図書館へ避ひ難なんしてきた静馬は、涼子の尋じん問もんにぶっきらぼうに答えた。

「どいつもこいつもオレを犯人扱いしやがって……何もやってへんっちゅうねん」

「普ふ段だんの行いが悪いからそうなるのよ」

「人聞きの悪いこと言うな。事件が起きたんは昨日の昼やろ？　オレは大作と一いつ緒しよやったさかい、ちゃーんとアリバイがあるんや」

「大作君じゃ証人になんないわよ。いつもあんたの共犯者じゃない」

「オレが何かやった証しよう拠こでもあんのか？　だいたい、事件ゆうてもどこに被害者がおんねん!?　何があったんかはっきりさせてから言え」

「そんなの、あたしが知るわけないじゃない。こういう時にいろいろ知ってそうな大作君はどこへ行ったのよ？」

　その時、勢いよくドアが開いて、大作が図書館に飛び込んできた。周囲を見回して涼子の姿を見つけると、慌あわてて駆かけ寄よってくる。

「大変ですよ涼子さん！　結城さんが階段から落ちて大おお怪け我がを……」

「ひとみが!?」




　涼子たちが保ほ健けん室しつに駆かけつけると、ひとみは頭に包ほう帯たいを巻かれた痛いた々いたしい姿すがたでベッドに横になっていた。

「ど……どうなんですか、ひとみの容よう態だいは!?」

「だい～ぶ頭を強くぶつけてるけど、心配ないわよ～」

「心配ですよ!!」

　奈々子の無責任な発はつ言げんにツッコミを入れると、涼子はベッドの側そばに寄ってひとみの顔を覗のぞき込んだ。涼子の気け配はいに気付いたひとみがうっすらと目を開け、何か言いたそうに口を動かす。

「え？　なに？」

「…………」

　ひとみの口元に耳を近づけた涼子は、言葉を聞き取るととたんに怪け訝げんな顔つきになった。

「それって……どういうことよ、ひとみ？」

「おーっと、そこまでだ！」

　保健室に乗り込んできた小関がパンパンと手を叩たたいた。

「関係者は全員外へ出ろ！　捜そう査さ本ほん部ぶまで出しゆつ頭とうしてもらう」




　校長室の扉とびらには〈事件捜査本部〉と墨すみで書かれた垂たれ幕まくが貼はり付けられていた。何の事件の捜査本部かは不明である。

「ガイシャは二年Ａ組の結ゆう城きひとみ。第一発見者の話によると、最初の悲ひ鳴めいを聞いて駆けつけた時、ガイシャはこの位置にうつ伏ぶせで倒たおれていたそうです」

　ホワイトボードに描えがかれた校舎の図ず面めんに、小関がペンで人の形を書き込みながら事件のあらましを説明する。説明を聞いているのは涼子をはじめとする生徒代表数名と、校長である藤とう堂どう鷹たか王おう、そして弥永教諭である。

「事件直後、ガイシャを突き落としたと思われる犯人らしき怪あやしい人物が現場から立ち去るところを見たという証言もあります。ガイシャが昨日も同じ階段で転んでいるところからして、これは計画的犯行と考えて間ま違ちがいありませんね」

「犯人の目め星ぼしはついているのかね？」

「とりあえず怨えん恨こんのセンで当たってみます。おそらく何か出てくるでしょう」

「ちょっと待ってください！」

　涼子は応おう接せつセットのソファから立ち上がって反はん論ろんした。

「ひとみは誰かから恨うらまれたりするような子じゃありません！　階段から突き落とされたなんて、きっと何かの間ま違ちがいに決まってます!!」

「しかし彼女が階段から落ちたことは事実だ。事じ故こと怨えん恨こんの両面から調査を進めるのが妥だ当とうだろう」

　藤堂はサングラスの奥おくの目を鋭するどく光らせ、

「外部にもれないうちに解決したいものだ。今回の件は君に一いち任にんするよ、小関君」

「小関じゃなくて〈ジージャン〉ですよ」

「う……よ、よし。行きたまえ、ジージャン刑けい事じ」

「オッケー、ボス」

　昔むかしの刑事ドラマのノリに馴な染じめず困こん惑わく気ぎ味みの藤堂をよそに、水を得えた魚のごとく元気な小関は弥永を手て招まねきする。

「よ～し〈ビアダル〉！　一いつ緒しよに来い」

「そのニックネームは別のになんないのか？」

「ん～……じゃあ〈副ふく長ちよう〉でどうだ？」

「ライカー？」

「んにゃ、ヤッタランの方」

「……〈ビアダル〉でいいや」

　弥永教諭改あらためビアダル刑事は、諦あきらめた顔でジージャン刑事の後に続いた。




　　　　四




　校内放送で『太たい陽ようにほえろ！』のサントラが流れる中、ジージャン＆ビアダルの両刑事による捜そう査さが始まった。

　事件の起きた階段周辺の聞き込みに始まり、ひとみの交こう遊ゆう関係の調査、目もく撃げき証しよう言げんの裏うら付づけなど、二人の捜査活動は多た岐きに亘わたった。ただ、ときおり意味もなく全力疾しつ走そうしてみたり、アンパンと牛ぎゆう乳にゆう瓶びんを片手に廊ろう下かの角かどに身を隠かくして張り込みをしていたりと、およそ捜査活動とは関係のなさそうな謎なぞの行動も目立ち、『目め障ざわりだからどうにかしろ』と他ほかの教師から捜査本部に苦く情じようが寄よせられることも多た々たあった。

　昼休みを徹てつして続けられた捜査は、ついに五時限目に食くい込んだ。

　授業の邪じや魔まだということでＢＧＭも打ち切られ、行き交かう者もいない閑かん散さんとした廊下の片かた隅すみに、二人の刑事はポツネンと立ち尽つくす。

「この事件、迷めい宮きゆう入いりかもしれないな……」

「もうかよ!!」

　わずか一時間足らずの捜査に飽あきて早はや々ばやと弱よわ音ねを吐はき始めたジージャンの横よこっ腹ぱらを、ビアダルが肘ひじで小こ突づく。

「だから行き当たりばったりに聞き込みしてもダメだって言ったろ？　何事も基本から攻せめていかないとな」

「捜査の基本か……なるほど、忘れてたぜ！」

　ジージャンは廊下の突き当たりまで歩いていき、踊おどり場ばから階かい下かを覗のぞき込んだ。

「ガイシャはここを降りている途と中ちゆうで背後から突き落とされたんだったな……よーしビアダル、ちょっと降りてみろよ」

「……押おすなよ？」

「押さねえって」

「絶対に押すなよ!!」

「バカ、安心しろ。ぜーったい押さねえって！」

　しかしビアダルが階段を降りようとすると、ジージャンは前言をあっさり撤てつ回かいし、両手で相あい棒ぼうの広い背中を突き飛ばした。

「おわっ!?」

　念ねんのために手すりにつかまっていたビアダルは、三段飛とばしに階段を駆かけ降り、危あやうく転ころげ落ちるのだけは免まねがれた。

「やっぱり押してんじゃねえか!!」

「押してねえよ。突いただけだ」

　お約束の台詞せりふを吐いてニヤリと笑った直ちよく後ご──

　ドンッ！

　ジージャンの身体からだは踊おどり場から宙ちゆうに飛び出していた。

「のわぁぁっ!!」

　飛び込むように前のめりに墜つい落らくしながら、ジージャンこと柔道部顧問小関は途と中ちゆうの段に片手をつき、さらに一回転して床ゆかの上で受うけ身みを取った。階上を見上げると、自分を突き落とした犯はん人にんの黒い影かげがほんの一いつ瞬しゆんだけ見えた。足音が遠ざかっていく。

「追おえーッ！」

　二人の刑事は階段を駆け上がったが、二階の廊下に犯人の姿はなかった。

「どこかの教室に逃にげ込んだか……？」

「おい、ジージャン！　これは？」

　ビアダルが床ゆかを指さす。そこには、優ゆうに三十センチを超こえる巨きよ大だいな靴くつ跡あとが残されていた。




　二年Ｃ組の教室──

　ぶしつけに教きよう壇だん側がわの扉とびらが開き、折おりしも授業中だった慶けい一いち郎ろうは驚おどろいて振ふり向いた。無言でズカズカと入ってきた二人の教師を見て、困こん惑わくの表情を浮うかべる。

「どうしました？　何か用ですか？」

「南な雲ぐも慶一郎だな？」

「そうですけど……見て分かりませんか？」

　変わり者の教師は数かずあれど、大門高校に二メートルを超こす大男は他ほかにいない。

「念のために確認しただけだ」

　言わずもがなの台詞せりふを吐はくと、ジージャン刑事はうろんな目つきで慶一郎の足元に視し線せんを向けた。慶一郎の靴は米国製の編あみ上げの革かわブーツである。

「……怪あやしいな」

「何がですか？」

「よし、手を出してみな」

「手を？　こうですか？」

　慶一郎はチョークの粉こなを叩たたいてから、言われるままに手を差し出す。

　ガチャ。

　銀色に光る手て錠じようが慶一郎の手首に掛かけられた。

「逮たい捕ほする！」

「なっ……なんで!?」

「なんか怪しいからだ」

「そんな無む茶ちやな！　容よう疑ぎは何ですか!?」

「靴デカ疑ぎ惑わくにより別べつ件けん逮捕だ」

「あんた、別件の意味が分かって言ってるんですか!?」

「うるさい！　話は署しよで聞く」

「署って!?」

　抗こう議ぎも聞き入れられず、慶一郎は教室から連れん行こうされていった。




　　　　☆




「君たちはいったい何回、誤ご認にん逮捕をすれば気が済すむのかね!?」

　ボスこと藤堂校長は完全にキレていた。捜査本部は慶一郎をはじめとして、二人が『怪しいから』という理由で手当り次し第だいに逮捕してきた生徒や教師たちで満まん員いんになっている。

「いや～、すいません。手錠を掛けるのが楽しくて、つい……」

　逮捕の魅み力りよくに夢む中ちゆうになっていた二人は頭を下げたが、あまり反省しているようには見えなかった。

「しかも尋じん問もんのたびにカツ丼どんを注ちゆう文もんするのはやめたまえ！　キリがない!!」

「オレはかまへんけどなあ」

　すでに三杯目のカツ丼に手を付けている静馬が無責任に言う。その隣となりで、静馬と何な故ぜか手錠でつながれている涼子がキッとにらんだ。

「しかし自分が襲おそわれたのは事実です。犯人はおそらくこの中に……」

「君らに捕つかまるような間ま抜ぬけな犯人がいるとは思えんな。全員を釈しやく放ほうしたまえ。今すぐにだ！」




　　　　五




　放課後──

　ボスから『今度また誤認逮捕したら即そく座ざに任にんを解とく』と釘くぎを刺さされた二人の刑事は、玄げん関かんホールのベンチに腰こしを下ろしてたそがれていた。

「手がかりなし、か……こいつはいよいよ迷めい宮きゆう入いりかな」

　ジージャンはタバコをくわえて、ジーンズのポケットの中のライターを探さがしていたが、ホール内禁きん煙えんの表示が目に入り、舌した打うちをしてタバコを箱はこに戻もどした。

「まあ待て。冷静になって最初から考えてみよう。犯人が消きえたのは二階だってことは確実だ。あの時他に授業をやっていたクラスは……」

「もういいよ。あれから犠ぎ牲せい者しやは出てないんだし……なんか面めん倒ど臭くさくなってきたしな～」

　やる気ゼロのコメントを吐はいていると、不意に玄げん関かんホールに置いてある公こう衆しゆう電話が鳴った。

「……取れば？」

　五回目のコールでビアダルが言った。しかしジージャンは無む視し。コールは十回目で止まったが、一分もすると再ふたたび鳴り始めた。

「ったく、しょうがねえな」

　受じゆ話わ器きを取ると、聞こえてきたのはこもったような男の声だった。

『──ジージャン刑事だな？』

「あんた誰？」

『もうギブアップかい？　俺は校舎内にいるぜ……捕まえてみな』

　それだけ言って謎なぞの電話は切れた。

「……フン、今度はかくれんぼかよ」

「おい、ジージャン！」

　ビアダルが立ち上がって指さす。振り向いたジージャンは、廊下の突き当たりに立っている黒い影かげに気付いた。頭から足首までを覆おおう黒いマントを身にまとい、顔には埴はに輪わのような白い面めんを被かぶっている。体格は中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいで、見た目には男か女かの判はん断だんもつきにくい。

「そこを動くな～ッ！」

　二人は捕ほ獲かくに走ったが、黒こく衣いの怪かい人じんがおとなしく待っているはずもなく、身を翻ひるがえして階段を上っていった。鈍どん足そくのビアダルを置いてきぼりにして、ジージャンは一人で怪人を追つい跡せきする。




　数分後──校舎内をさんざん駆けずり回った挙あげ句く、ジージャンは屋上でようやく怪人を追いつめた。

「もう鬼おにごっこには飽あきたぜ。そろそろ顔を拝おがませてもらおうか」

　もはや観かん念ねんしたのか、金かな網あみのフェンスを背に立ち尽くしている怪人に近付き、お面に手を伸のばそうとしたその時、ジージャンは相手の身長がさっきよりもかなり高いという事実に気付いた。

『ウオオオッ！』

　黒衣の怪人がいきなり摑つかみかかってきた。しかし仮か面めんのせいで視し界かいが悪いらしく、ジージャンがサッと身を沈しずめると、とたんに相手を見み失うしなってその手が空を切る。ジージャンはその手を肩かた越ごしに摑んで、きれいな一いつ本ぽん背ぜ負おいを決めた。

『おぐっ!?』

　コンクリートの床ゆかにじかに叩たたき付けられた怪人は、くぐもった呻うめき声を上げてのびた。

「──はい、カァァ～ット！」

　投げやり気味な少年の声が辺あたりに響ひびく。

　その声の主は、Ｋファイト実じつ行こう委員会のカメラクルーを引き連れた神かみ矢や大たい作さくであった。それが合あい図ずだったように、階段の出口からぞろぞろと何人もの黒衣の怪人が現れる。一番最後にやってきたのはビアダル刑事弥永源太郎だった。

「なんだ？　もう終わりか？」

「ええ、これ以上はもう付き合いきれませんから」

　弥永と大作の会話を聞いたジージャン刑事小関遼二は、自分が倒した怪人の仮面を剝はがしてみる。その下から現れた静馬の顔を見ても、小関はまだ合が点てんのいかない顔をしていた。

「……どういうこった？」

　怪人たちが仮面とマントを取る。一人は涼子だったが、他の怪人はすべて二年Ａ組の生徒──その中に結城ひとみがいた。

「小関先生が刑事ごっこを楽しめるように、それ風のシナリオでひと芝しば居い打ってみたんですけど……まさかここまで何もかもが上手うまくいかないとは……」

　ひとみは深ふか々ぶかとため息をついた。

「あたしたちが途と中ちゆうで入れ代かわってることにも気付かないし、絶対もう一度保健室に来ると思って罠わなを仕掛けて待ってても来やしないし……」

「他にもいろいろと証拠を用意してたのに素す通どおりするわ、何も考えずに誤ご認にん逮たい捕ほしまくるわ……」

「相あい棒ぼうの弥永先生は段取りを何一つ理解してないし……」

「結城さんの書いたシナリオはかなり面白いサスペンスなんですけど……」

　大作はズボンのポケットに突っ込んでいたシナリオのコピーをパラパラとめくった。

「限げん度どを超えて自由気ままな主人公には、推すい理りものは似に合あわないってことですかねえ」

　自分が非ひ難なんされているらしいことを雰ふん囲い気きで察した小関は、フンと鼻を鳴らして、尊そん大だいに胸を張った。

「ったく、バカなガキ共だな……俺をハメようなど十年早え!!」

　夕ゆう陽ひに向かって言い放はなったが、耳を貸かそうとする者はいなかった。。




　一方その頃ころ──

　校長室では血ち糊のりにまみれた藤とう堂どう校長がマホガニーのデスクに突っ伏していた。

（まだか……？　小関君はまだ来ないのか!?）

　ノリノリで死体役を引き受けた藤堂が発見されたのは、それから小こ一時間も経たった後であった──





〈噂の教師ジージャン＆ビアダル／ＥＮＤ〉
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　女じよ医いの異常な愛情

　～または彼女はいかにしてトラウマを克服し筋肉を・愛する・ようになったか～








［レポートNo.〇〇二二］

　氏名／菱沼奈々子〈ひしぬま・ななこ〉

　年ねん齢れい／二十四歳

　身長／一六九センチ

　体重／公表せず

　スリーサイズ／Ｂ八〇・Ｗ六〇・Ｈ八五（推定）

　所しよ属ぞく／大だい門もん高校校こう医い

　趣しゆ味み・嗜し好こう／筋きん肉にくフェチ

　特技／菱沼流古こ流りゆう柔じゆう術じゆつ（主に整せい体たい術を得とく意いとする）

　苦にが手てなもの／家か事じ全ぜん般ぱん

　性格／極きわめてマイペース。間ま延のびした口く調ちようからのんびり屋と思われがちだが、意外とワガママで独どく占せん欲よくが強い。しかもアバウトで野や次じ馬うま根こん性じよう旺おう盛せい。良くも悪くもお嬢じよう様さま育そだち。

　家族／藤とう堂どう校長の姪めい（校長の奥おくさんの姉あねの娘むすめ）

　友人／草[image: ]静馬の姉の草[image: ]巴ともえ（四よつ葉ば中ちゆうの教きよう諭ゆ）とは学生時代からの親友同どう士し。小関教諭とも知り合いで、よく三人で遊んでいたという。

　備び考こう／以前は私立病院にいたらしい。そこを辞やめて大門高校に赴ふ任にんしてきた理由は不明。

［コメント］

　菱沼家は代々女性が当とう主しゆとなる家か系けいで、女性は家を出ることはなく婿むこ養よう子しをもらうのが普ふ通つうらしい。しかし本人を観察していると単に家事の才能がなくて嫁よめに行けないだけなのではと疑われる。病院を辞めた理由に関しては「院長の息むす子こをもてあそんで捨すてたから」とする説が有力。とにかく何らかの問題を起こしたため藤堂校長が個人的に引き取って校医にしたというのは事実らしい。実は獣じゆう医いという噂うわさもあるが真しん偽ぎのほどは明らかではない。

　なお、南雲先生に対して並なみ々なみならぬ興きよう味みを持っているが、おそらく身体目当ての不ふ純じゆんな動どう機きと思われる。




〈神矢〉






　　　　一




『ピ～ンポンパンポ～ン！』

　放課後の大門高校に、校内放送のチャイムが鳴なり響ひびく。

『──お呼び出しをいたします。保ほ健けん医いの菱沼先生、保健医の菱沼先生、校内におられましたら至し急きゆうグラウンドまでまでお越こしください。繰くり返します……』

　その放送から間もなくして、校庭に白い人ひと影かげが現れた。

　濃こいブルーのボディコン風ふうワンピースに白はく衣いを羽は織おった若い女性である。プロポーションを強調するような服を着てはいるが、とりたててグラマーというわけではなく、どちらかといえば控ひかえ目めな──瘦やせ型がたの身体からだつきをしている。

　どこか少女っぽさの残のこる、いかにも日本的で柔にゆう和わな風ふう貌ぼう。鋭するどさとはおよそ無む縁えんの、いまいちピントの合っていないトロンとした眠ねむたそうな目つき──大門高校の校医・菱沼奈々子は、総そうじてのん気そうな印象の持ち主である。

　奈々子は白衣のポケットに両手を突つっ込み、エビテールに結ゆった長い髪かみを揺ゆらしながら、グラウンドの脇わき、ユニホーム姿すがたの生徒たちが集まっているところへ近づいていく。

「はいはい、どいてどいて～」

　人の輪わを割って中に入ると、日ひ陰かげに一人の女子生徒が横たえられていた。ひどく顔色が悪い。陸上部の顧こ問もんからランニング中に急に倒たおれたという話を聞いて、奈々子はさっそく診しん察さつを始めた。

「ん～と……あんまり汗あせもかいてないし、軽い熱ねつ射しや病びようみたいね～。とりあえず保健室に運んじゃって～」

　部員が持ってきた担たん架かに生徒を乗せたところへ、別の部の部員が駆かけ寄よってきた。

「菱沼先生、こっちもお願いします！」

「は～い。すぐに行くから、その子はお願いね～」

　熱射病の生徒は他ほかの部員に任まかせ、奈々子は後からやってきた部員についていく。着いた先は、プロレス研けん究きゆう会かいが主おもに使っているプレハブの建物だった。リングに上がっている他の部員たちは、奈々子の姿を見ると慌あわてた様子で手て招まねきする。

「どうしたの～？」

「それが、大おお技わぎの練習中に変なふうに落っこっちまって……」

　見ると、問題の男子部員は身体からだがねじれた状態で倒れたまま、脂あぶら汗あせを流して苦くるしげにうめいている。

「はは～ん、首と肩かたがいっちゃったのね～」

　奈々子はのんびりした口調で言うと、おもむろにその部員の身体を跨またいで馬乗りになった。首と脇わきに腕うでを回し、軽く力をこめる。

「よいしょ」

　ゴキッ！

　可愛かわいらしい掛け声からは想像もつかないような激はげしい音が響ひびいた。

「おぐっ!?」

　真まつ赤かだった部員の顔が蒼そう白はくに変わる。奈々子は構わず、三角絞じめの要よう領りようで部員の首と右腕をストッキングをはいた両足で挟はさみ込んだ。

「えいっ」

　ボキッゴキッ!!

　骨こつ肉にくの軋きしむ音がたてつづけに響く。三角絞めを解といた奈々子は、ほとんど悶もん絶ぜつしている部員の身体をひょいと担かつぎ上げると、首切り投げの要よう領りようで背せ骨ねぼを伸のばした。

　ポキポキ……ポキッ。

　自分よりもはるかに大おお柄がらな男子部員の身体を人形のように軽かる々がると扱あつかう奈々子を、他の部員たちは魔ま法ほうでも見るような顔で眺ながめている。何度見ても凄すさまじい整せい体たいの技わざであった。

「は～い、おしまい」
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　床ゆかに下ろされた部員は、何が起きたのかわからず目をパチパチさせていたが、すぐに自分の身体が元通りに治なおっていることに気付いて安あん堵どの息を吐ついた。

「ちゃ～んと身体をほぐしておかないから、いざって時に受け身が取れないのよ～。下手へたすると死んじゃうから気をつけなさいね～」

「はいっ、ありがとうございましたァ!!」

　プレハブを後にした奈々子は、さらに途と中ちゆうで三人ほどの生徒の怪け我がを診しん察さつしてから保健室に戻ってきた。入り口のところで、さっきの熱射病の女子生徒を乗せた担たん架かが立たち往おう生じようしている。

「あら、どうしたの～？」

「その……ベッドがふさがってまして」

「そお～？　一番手前のが一つ空あいてたはずだけど」

　奈々子は怪け訝げんそうに言うと保健室に入った。大門高校は運動部（とくに格かく闘とう系けいのサークル）が多いこともあってか、保健室には六台のベッドが用意されており、ちょっとした病室になっている。仕切りのカーテンを開けると、奈々子がグラウンドに向かう前には空いていたはずのベッドに、一人の男子生徒が横になっていた。

　頭に虎とら縞じまのバンダナを巻いた、南海の漁りよう師しを思わせる赤しやく銅どう色いろの肌はだの少年である。一八四センチの大おお柄がらな体格。引き締しまった筋きん肉にく質しつの身体からだつきで、手足が長くスマートな印象がある。狼おおかみを連想させる鋭するどい風ふう貌ぼうだが、今はだらしなく口を開けて惰だ眠みんをむさぼっていた。奈々子が留る守すにしている間に勝手に入り込んだのだろう。

「な～るほど、ケダモノの寝ね床どこになってるわけね～」

　奈々子は顎あごの先に人差し指を当ててしばし考えた後、不意にニンマリと不ぶ気き味みな笑えみを浮うかべた。薬やく品ひんを納おさめている棚たなを開けて、中から茶色の瓶びんを取り出すと、得意気に頭上に掲かかげる。

「ピカピカ～ン！　ク～ロ～ロ～ホルム～!!」

　ドラ○もんのひみつ道具風の紹しよう介かいをすると、瓶の中の液体をナプキンに染しみ込ませる。

「まさか……？」

　陸上部員たちがその意い図とを察するよりも先に、奈々子はクロロホルムたっぷりのナプキンで眠れる野や獣じゆう──草彅静馬の口と鼻をふさいだ。

「ムグッ!!」

　静馬は一いつ瞬しゆん目覚める気け配はいを見せたが、抵てい抗こうする暇ひまもなく、すぐに薬の効こう果かが回っておとなしくなった。完全に寝ね入いったのを確認すると、奈々子は静馬の身体を手て荷に物もつ感覚で摑つかみ上げ、窓から外の植うえ込みにポイと投げ捨すてた。

「は～い、いいわよ～」

　空いたベッドに患かん者じやの生徒が寝かされた。奈々子は保健委員に氷こおり枕まくらを用意するように指示すると、腹ふく痛つうその他の体調不良を理由にベッドに入っている生徒の様子を見て回る。保健室に馴な染じみの薄うすい生徒からすると意外な働きぶりに見えるが、奈々子の仕事は放課後が本番である。昼間の授業中のようにのんびりしている余よ裕ゆうはないのだ。

　アクシデントが起きたのは、一通りの問もん診しんと手当てを済すませた後、デスクに落ち着いてカルテを書いている最中のことだった。

　ドガガガガ……ボスッ!!

　いきなり、けっこうな重さを持った物体が天から降ふってきたような、派は手でな音が窓の外から聞こえてきた。

「なあに～？」

　窓を開けて外を覗のぞいてみると、目の前の植え込みの中に、身長二メートルを超える大男が大だいの字じに寝そべっていた。グレーのＴシャツにアーミーパンツというおよそ教きよう員いんらしからぬ格かつ好こうの、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした巨きよ漢かんである。屋上からダイブしてきたのか、落らつ下か途と中ちゆうで引っかけたらしい小こ枝えだや葉っぱを身体中にくっつけている。

「あ～ら、南な雲ぐもセンセ。どうなさったんです～？」

「ひ……秘ひ密みつです」

　大門高校英語教師・南雲慶けい一いち郎ろうは、むくりと身体を起こしながらそう答える。尻しりの下の奇き妙みような感かん触しよくに気付いて下を見ると、そこには下した敷じきになった静馬が地面に半なかばめりこんでいた。




　十数分後──

　剣道部の休きゆう憩けい時間中、保健室に絆ばん創そう膏こうをもらいにやってきた御剣涼子は、廊ろう下かに生徒たちが行ぎよう列れつを作っているのを見て小首を傾かしげた。

「何事!?」

　早足で列の先頭へ行ってみると、保健室では逞たくましい上半身をさらした大男が治ち療りようを受けているところだった。

「軟なん膏こう～、ぬりぬり～♪」

　即そつ興きようの変な歌を口ずさみながら、奈々子が丸まる椅い子すに座すわった慶一郎の背中に薬を塗ぬっている。すでに慶一郎の身体は包ほう帯たいだらけになっていた。

「菱沼先生、そんな大おお袈げ裟さな怪け我がじゃないんですから……」

「ダメよ～。バイキンが入って破は傷しよう風ふうになったら大変だもの」

　などと言いつつ慶一郎の脇わき腹ばらをつっつく。

「えいっ、広こう背はい筋きん～！」

「……やめてください」

　手当てと称しようしたセクハラの餌え食じきになっている担たん任にん教師を、涼子は呆あきれ顔がおで眺ながめながら尋たずねる。

「先生、また不時着？」

「まあな」

　慶一郎は目で『救きゆう援えん求む』のサインを送ったが、受け取った涼子の方も困こん惑わくした。菱沼女史をコントロールできる人物は校内にもそうはいないのだ。涼子がグズグズしていると、治ち療りよう待まちの列の先頭の生徒が進しん言げんした。

「すいません先生。早いとこ我々の手当てを……」

「ツバでもつけとけばいいのよ～。若いんだから～」

　衝しよう撃げきの職しよく務む放ほう棄き発言である。

（さすが……さすがあの校長の姪めい！）

　皆みなの顔に浮うかんだ戦せん慄りつの表情が意味するところは同じだった。

『ま……待て……オレの方が先……』

　カーテンの向こうで、今度こそ本当に怪我人としてベッドに横になっている静馬がゾンビのごとく復ふつ活かつしようとしていた。しかしクロロホルムの効果に抗こうしきれず、誰だれにもその存在を気付かれぬまま再び深い眠ねむりへと落ちていった──




　　　　二




　翌よく日じつの昼休み。

「すいませーん！　神かみ矢やですけど……」

　保ほ健けん室しつのドアを開けて中を覗のぞき込んだ大作は、中に菱沼奈々子の他に数人の生徒がいるのを見てキョトンとした顔になった。

「ウッフッフ～……来たわね～、大作く～ん」

　手て招まねきしている奈々子の姿に不ふ吉きつな予感をビリビリと感じながらも、大作は室内に入って後ろ手にドアを閉しめた。他ほかのメンツはどこか諦あきらめたような顔でおとなしく椅い子すに座すわっている。よく見ると全員が保健委い員いんだった。

　奈々子が立ち上がり、腰こしに両手を当てて揃そろった生徒たちを見回した。

「みんなに集まってもらったのは他でもないわ～」

「保健委員会ですか？」

「違ちがうわよ～」

「それにしては僕ぼくが呼よばれた理由が不ふ明めいなんですが……」

「だから違うって言ってるのよ～」

　奈々子はオッホンと咳せき払ばらいした後、おもむろに宣せん言げんした。

「これより南雲慶一郎緊きん急きゆう対たい策さく会議を開きま～す！」

「なんで!?」

「私が開きたいから～」

　極きわめてシンプルな動どう機きである。このプライベートな会議に自分が呼ばれた理由を悟さとって、大作はやれやれと肩かたをすくめた。

「それで、どうしたいんですか？」

「南雲センセの攻こう略りやく法ほうをみんなに考えてほしいのよ～」

「攻略法ったって……」

　保健委員たちは途と方ほうに暮くれた顔を互たがいに見合わせた。その時──

「ちょっと待ってください！」

　不ふ意いに仕し切きりのカーテンが開き、それまでベッドに寝ねていたらしい一人の男子生徒が顔を出した。神しん経けい質しつそうな青白い顔に、切せつ羽ぱ詰つまったような鬼き気き迫せまる険けわしい表情を浮かべている。委員たちは謎なぞの乱らん入にゆう者しやの迫はく力りよくに一瞬気け圧おされたが、大作はその生徒の正体に思い当たるところがあった。

「あなたは……ええと、確か漫まん研けんの!?」

「会長の木こ暮ぐれです。皆さんの話が聞こえてきたもので」

　木暮と名乗った生徒はベッドから降りてくると、この場を仕し切きるのは自分だと言わんばかりの堂どう々どうとした態度で奈々子に向き直った。

「菱沼先生！」

「な、な～に？」

「いきなり南雲先生の攻略法について論ろんぜよと言われても無理です！　まずは南雲先生が我々にとっていかなる存在かを明らかにするべきでしょう」

　奈々子は自分のペースを乱みだされて少しムッとして頰ほおをふくらませたが、委員たちは歓かん迎げいの拍はく手しゆを送った。木暮会長は脚あし付つきのホワイトボードの前に立つと、水性マジックを取ってイラストを描えがき始めた。

　手慣れたタッチで、ディフォルメされているがよく特とく徴ちようを摑つかんでいる慶一郎の全身像を完成させる。その横に、比ひ較かく対たい象しよう物ぶつとして表ひよう彰しよう台だいのようなサイズの校こう舎しやの絵を描き加えた。

「推すい定てい身長二八メートル、体重二二〇トン！　大地を揺ゆるがす驚きよう異いの大巨人……」

「いや～ん、南雲先生はそんなバケモノじゃないわよ～」

「我々生徒の認にん識しきはそんなもんですよ」

　木暮はイラストにリベットや装そう甲こうの継つぎ目めの線を加えて〈Ｋ─１ロボ〉を完成させると、角つのと尻しつ尾ぽと背ビレを生はやし、口から火か炎えんを吐はいている〈キングナグモノドン三世〉等、およそ人類からはかけ離はなれたイメージのイラストを次々に描いた。

「我々が南雲先生に対して抱いだいている印象といえば『超科学で生み出されたロボ』か、もしくは『人間サイズの怪かい獣じゆう』のどっちかです！　あえてもう一つ挙あげるとするなら『素すの状態ですでに変へん身しんしているのと同等の戦せん闘とう能のう力りよくを持っているヒーロー』でしょうか」

　木暮は説せつ得とく力たっぷりに力りき説せつし、委員たちもそれに賛さん同どうした。

「確かに……あの人なら変身しなくても怪かい人じんくらい倒たおせそうだよな」

「いや、いっそガン○ムと素す手でで闘たたかうね」

「原子力で動いてるってのは本当なのかなあ」

「たまに空中に浮いてるし……」

「足の裏にジェットが仕込んであるんじゃ？」

「それじゃ蹴けりを出せないから、重力制せい御ぎよシステムだろ」

「時々失しつ踪そうするのは、やっぱり悪の組そ織しきの怪かい人じんを倒たおしに行ってるんだろうな」

「すると校長が長ちよう官かん!?」

「あの校長の命令で出動するの？　なんかヤだなあ……すぐ死にそうだし」

「でもあの校長なら、いかにも校舎の地下に巨大ロボくらい隠かくしてそうじゃない？」

「その可能性は大だいだな」

　白はく熱ねつの議論の末、大作が皆みなの意見を取りまとめて奈々子に報告する。

「結論が出ました！　『やはり校長が怪あやしい』というところで落ち着きましたが……」

「いったい何の結論よ～!?」

　生徒達はいい大人おとなの女性が地じ団だん駄だを踏ふむ姿すがたを見た。

「どうせなら、南雲先生の魅み力りよくについてもっと語りなさいよ～」

「魅力……？」

　難なん題だいを出されて、全員が一いつ斉せいに黙だまり込んだ。

「とりあえずは……宿題を出さないところ？」

「現げん地ちでしか役に立たない超実用英語を教えてくれるところとか？」

「すぐ失踪して授業が休きゆう講こうになるところでしょ？」

「それは校長が代わりに授じゆ業ぎようすることがあるから、魅力と呼んでいいものやら」

「そうだな。校長の授業は眠ねむくて眠くて……」

「あれ、絶対なんか技を使ってるよな。調子よくても起きてらんないし」

　話題がまたもや校長ネタに移うつろうとしているのを察して、奈々子が口を挟はさむ。

「いいかげん叔お父じ様さまの話から離れなさいよね～。南雲先生のことが問題なんだから～」

「じゃあ、菱沼先生の意見はどうなんです？」

「ええっ？　私の意見～？」

「そうですよ。僕らの知らない南雲先生の魅力について語っていただこうじゃないですか」

「う～ん……そうねえ～」

　奈々子は胸の前で絡からめた両手をモジモジさせながら考えていたが、やがて頰ほおをポッと赤らめながら答えた。

「僧そう帽ぼう筋きんから三角筋へと続く、あの力強いラインかしらね～」

　キーンコーンカーン……

　昼休みの終しゆう了りようを告つげるチャイムが鳴り、対策委員会のメンバーはそそくさと保健室を出ていった。一人ポツンと取り残された奈々子は不ふ満まん気げに唇くちびるを尖とがらせて、

「ふう～ん、いいわよ。攻略法なんかなくても一人で頑がん張ばるから～」

　そう言うなり窓にカーテンを引き、おもむろに白はく衣いを脱ぬぎ始めた。
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　五時限目──

　二年Ｂ組の授業は水すい泳えいだった。体育教師の金かね田だが研けん修しゆうで休みなので、担たん任にんの慶一郎が臨りん時じに授業を受け持っていた。一〇〇メートルのタイムを計はかることになっているが、順番以外の生徒には自じ由ゆう遊ゆう泳えいを許しているので、授業の緊きん張ちよう感かんはほとんどない。そして授業であるなしに拘かかわらず、体力勝負となるとやたら気合い満まん々まんになる男がいた。

「おっしゃあァァァッ！　南雲ォォ、勝負じゃあああっ!!」

　焼けた鉄のような身体をさらに暑あつ苦くるしく紅こう潮ちようさせた静馬が、発達した犬けん歯しを剝むき出しにして吼ほえた。ストップウオッチと記録用のクリップボードを持った慶一郎は、静馬の方を見もせずに答える。

「……いいからさっさと泳げ。後がつかえてるんだ」

　はなから相手にしていない慶一郎に、静馬が食くい下がった。

「せっかくのチャンスやないか！　ここで勝負せんでどこでするつもりや!!」

「全員のタイムを計るのがノルマなんだ。ヒマができたら付き合ってやる」

「アホ、このドンガメどもにいちいち付き合っとったら、そんな時間なくなるわい！　どうせ今泳ぐんやったら、ついでに勝負したらええねん!!」

　静馬のこの挑ちよう戦せんに、突とつ発ぱつ的対決イベントの発はつ生せいをかぎつけた生徒たちが騒さわぎはじめる。順番待ちの時間を利用して潜せん水すい訓くん練れんにいそしんでいた涼子が水面から顔を出した。

「勝負くらいしてやればいいじゃない。バカはしつこいから、断ことわろうとすると余よ計けいに時間食うわよ」

　その意見に便びん乗じようして、他ほかの生徒たちも静馬を支し持じする野や次じを飛ばす。しかしその中に、明らかに趣しゆ旨しの異ことなる声せい援えんが交まじっていた。

「いいわよ～、やれやれ～！　そら脱ぬげ南雲センセ～、キャ～！」

　慶一郎は首を巡めぐらせて、その声のする方向に目を向けた。生徒たちの輪をかき分けてその問題の人物の目の前まで歩いていく。

「菱ひし沼ぬま先生……何をなさってるんですか？」

「え？　んん～っと……」

　奈々子は答えに窮きゆうした。白いワンピースの水みず着ぎ姿すがたでビーチマットに寝ねそべり、右手にオペラグラス、左手にトロピカルジュースのグラスを持っている状態では弁ベん解かいのしようもない。

「け、見学してたのよ～」

「見物の間ま違ちがいじゃないんですか？　厳げん密みつに言うなら、ものすごく堂々としたデバガメってとこですが」

「デバガメなんてひどいわ～。南雲センセの逞たくましいボディを生なまで観察したかっただけなのにぃ～」

「そういうのをデバガメと言うんです。授業の邪じや魔まですから出ていってください」

「ええ～っ!?　私だって水着なんだからおあいこでしょ～？　ほら、サービスしちゃうから～」

　甘あまったるい声を出すと、奈々子は横よこ座ずわりになって髪かみをかき上げるお色気ポーズを取った。

　ザバァッ！

　いきなり水中からプールサイドに飛び出してきたのは、防ぼう水すい仕し様ようのカメラを手にした大作だった。シャッターチャンスと察して現れたはずの大作は、しかし、しばらくファインダーを覗のぞき込んでいたかと思うと、結局シャッターは切らずに首を横に振ふった。

「ポーズはいいんだけど、どうも素材そのものにエロスを感じないというか……」

「たとえ事実でも、言っていいことと悪いことがある！」

　慶一郎は慌あわてて大作の身体を摑つかみ上げると、プールの真ん中あたりに放ほうり込んだ。

「……事実って～？」

「なんでもありません！」

　疑ぎ惑わくの視し線せんを無視して、慶一郎は奈々子の身体ごとビーチマットを摑み、頭上に担かつぎ上げた。

「イヤ～ッ！　高ぁ～い、怖こわぁ～い!!」

　地上三メートルの高さに持ち上げられたビーチマットの上で、奈々子が黄色い悲鳴を上げる。慶一郎は呆ぼう然ぜんとしている生徒たちに、

「この部ぶ外がい者しやを遠くに捨すててくるから、戻ってくるまで自分たちでタイムを計っとけ」

　そう言い置いて、まだキャーキャー悲鳴を上げている奈々子を強制的に運び出していった。

　結局この日、静馬対慶一郎の水泳対決は実現しなかった。
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　放課後の保健室──

　再び慶一郎対策委員会のメンバーが召しよう集しゆうされた。内うち訳わけは保健委員プラス神矢大作、そしてメンバーの依い頼らいにより漫まん画が研究会会長の木暮も特とく別べつ顧こ問もんとして同席している。

「我々は重大な点を見み過すごしていました」

　木暮はそう切り出しつつ、昼休みと同様に水性マジックを手に取った。ホワイトボードに描えがかれたのは、三～四等身にディフォルメされてはいるが、プロポーション抜ばつ群ぐんの東洋美人のイラストだった。

「うっかり忘れていました。南雲先生には香港ホンコンに美人妻づまがいるんです」

「それなら離り婚こんしたはずだけど～……」

「そんなの本人がそう主張しているだけで、本当のところなんて分かったもんじゃありません」

「ですよねえ。少なくとも向こうの方で諦あきらめてくれそうにありませんよ。なにしろ〈完全なる花嫁パーフエクト・ブライド〉ですからね」

　大作のコメントに木暮がポンと手を打つ。

「言いえて妙みようだよ、神矢君。情報が確たしかなら、彼女──つまり飛とび島しま鈴れい那なこと烈飛鈴リーフエイリンは、南雲先生の花はな嫁よめになるためにありとあらゆる努力を惜おしまなかった人物だ。この美び貌ぼうとプロポーションは、中国四千年の歴史により培つちかわれた究きゆう極きよくの美び容よう術じゆつで磨みがかれたものだし、家事や料理の能力についてもほぼ万ばん能のう、さらには一族に伝わる暗あん殺さつ拳けんまでマスターしている！　まさに〈南雲キラー〉として養よう成せいされた最強の刺し客かくと言っても過か言ごんではない。ちなみに能力値をグラフにすると、こうです」

　飛鈴のイラストの隣となりに、グラフの上限をはみ出すほどの大きさの、限りなく完全に近い六角形が描かれる。

「そして菱沼先生の能力値と比ひ較かくすると──」

　奈々子の三等身イラストを描き、その横にグラフをつける。

「美貌はともかくスタイル抜ばつ群ぐんとは言い難がたいしなあ。特に胸のサイズが」

「平へい均きん以上なのは医い療りよう技ぎ術じゆつと整せい体たい術じゆつか……」

「家事の能力はかなり低いよね」

「低いというより果てしなくゼロに近いな」

「性格は超ちようマイペースで、趣しゆ味みは筋きん肉にくフェチと……」

「家いえ柄がらは？　これだけはタメを張れるんじゃ？」

「プラスと取るかマイナスと取るか、微び妙みようなところだよなあ」

「そもそも南雲先生は相手の家柄を気にするタイプか？」

　議ぎ論ろん百ひやく出しゆつの結果、世にもいびつなグラフが完成する。二つの能力値グラフをじっくりと見み比くらべて、大作が結論を下した。

「基本能力値だけを比較してみても、すでに勝ち目なしですね……というか、女性の武器となるべき才能全ぜん般ぱんでマイナスポイントばかり稼かせいでいるのはどうしてなんでしょう？」

「大きなお世話よ～、菱沼家の女は花はな嫁よめ修しゆ業ぎようなんてしないのよ～」

　恋こいを競きそおうという意い欲よくのカケラも感じられない発言である。大作はため息を吐つきつつ、

「唯ゆい一いつ、有利な点と言えば、同じ職しよく場ばにいるというぐらいなもんですね……少なくとも接せつ触しよくの機会は多いわけですし」

「それよ、それ～！　海の向こうにいる女なんかに負けないわよ～」

　ガシャァン!!

　その時、窓ガラスを突つき破やぶって細長い物体が飛ひ来らいし、ホワイトボードに突き刺ささった。

「えっ、なに？　なに!?」

　浮き足立つ一同の中、辛かろうじてパニックを免まぬがれた大作は、ホワイトボードを貫つらぬいたのが一本の矢であることを確認した。その矢には細長く折おり畳たたんだ手紙が結むすびつけられていた。

「こ、これは……矢や文ぶみ!?」

　恐おそる恐る矢から外はずし、手紙を開いてみる。

「何が書いてあるの～？」

「え～っと、読めない漢字が多くて詳くわしいことは分かりませんが……『南雲慶一郎にちょっかいを出すと命いのちの保証はない』といった感じの内容だと思います。おそらく烈リー一族の手の者が放はなった矢文ではないかと……」

　その場にいる全員の顔が恐きよう怖ふと戦せん慄りつに青ざめた。

「我々の会話はすべて盗とう聴ちようされていたのか……？」

「忘れていた……彼女の能力は『組織力』と『嫉しつ妬と深ぶかさ』の二つの点においても平均をはるかに超こえているということを……」

「あ……諦あきらめましょう！　この勝負は、始まる前から勝ち目がないどころか、もうすでに命がけです!!」

　しかし奈々子はその進言には耳を貸さず、首を横に振った。

「どうしてなんですか!?　筋肉だけが目当てなら、南雲先生じゃなくても他にいくらでもいるじゃないですか！」

「それとも南雲先生にこだわる理由でも!?」

　奈々子はこくりと頷うなずいた。

「私が南雲先生に出会ったのは、あんな小こ娘むすめよりも先だったんだから～」

「ええっ!?」

　初めて耳にする新情報に、大作たちは身みを乗り出す。

「あれは確か忘れもしない中学二年生の頃ころ……」

「待ってくださいよ？　先生が中二の頃ころといえば、南雲先生は大阪にいたはずですが……」

「あら、じゃあ小学生の頃だったかしら～」

「ちっとも覚えてないじゃないですか！」

「うるさいわね～、黙だまって聞きなさいよ～」

　そして──奈々子は慶一郎との出会いの思い出を語り始めた。
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　話は十数年前にさかのぼる。

　正せい確かくな日時は不明だが、とにかく菱沼奈々子がまだ純じゆん真しんな少女だった頃のことである。

　詳しよう細さいは不明だが、当時まだ校長ではなかった藤堂に会あう用よう事じがあり、奈々子は母親に連れられて大門高校にやってきたらしい（この前後の事情については記き憶おくが曖あい昧まい）。とにかくその日、大門高校にやってきた奈々子は、母親と別れて一人で校内を散さん策さくしていたのだ。

　事件は、旧きゆう体たい育いく館かん（現在は立て替かえられている）に入り込んだ時に起こった。

「──おっと、待ちねえ！　そこ行くお嬢じようちゃん」

　不意に声をかけられて振ふり向くと、そこには膝ひざまで届とどきそうな長ランを羽は織おった、応おう援えん団だんらしき風ふう体ていの男子生徒たちが立っていた。

「小学生がこんなところへ来ちゃあ、いけないぜ！　しかしこれも何かの縁えんだ。我々の華か麗れいな演えん舞ぶを土産みやげがわりに見ていくがいいさ……なあ、てめえら！」

「押オ忍ス!!」

　団員たちは何を思ったのか、奈々子を囲んで人の輪を作ると、一いつ斉せいに長ランを脱ぬぎ捨て、鍛きたえ上げた逞たくましい上半身をさらして奇き妙みような踊おどりを始めた。汗あせ臭くさい男たちが繰くり広げる不ぶ気き味みな舞ぶ踏とう──小学生の女の子にとって、それはあまりにもショッキングな光景だった。

　この時奈々子が不幸にも出会ったのは、男らしさを追つい求きゆうするあまりボディビルの暗あん黒こく面めんにズッポリはまってしまい、鍛え上げた肉体を誇こ示じすることを至し上じようの快かい楽らくと感じるようになってしまったという、今はなき伝でん説せつの大門高校応おう援えん団だんであった。

　動どう転てんして泣きじゃくる奈々子を見ると、団員はますます調ちよう子しに乗ってポージングに気合いを入れる。悪あく夢むのような光景を前にして脳がパンクする寸すん前ぜんの幼おさない奈々子を救すくったのは、颯さつ爽そうと現れた黒い影かげだった。

　グロテスクに肥ひ大だい化かした団員の肉体とは異ことなる、鞭むちのようにしなやかで弾だん力りよくのある四し肢しが空を裂さいて走る。いくつもの悲鳴が立て続けに上がり、瞬またたきする間に不ぶ気き味みな団員たちは床ゆかに倒たおれ伏ふしていた。

「くっ……な、南雲……」

　うめく団員の腹にとどめの蹴けりをくれると、その大おお柄がらな少年は奈々子をちらりと一いち瞥べつし、

「……ママのところへ帰んな」

　そう一言残して背を向け、悠ゆう々ゆうと立ち去っていった。

　その背中を見送りながら、奈々子は幼おさない胸にいいようもなく熱い高たか鳴なりを感じていた──
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「……というわけなのよ～」

　話し終えた奈々子の頰ほおは、うっすらと桃もも色いろに染そまっていた。しかしそれを聞いていた大作たちは、皆みな一いち様ようにどこか腑ふに落ちないという顔をしていた。

「すいません。タイム！」

　対策委員会のメンバーは大作と木暮を中心に、互たがいに額ひたいがくっつきそうなほど顔を寄よせ合って密みつ談だんした。

（……やはりそう思うか？）

（ええ、それ以外ないでしょう）

（しかしこれを本人に直接話していいものか……）

（問題ですよねえ）

　緊きん迫ぱくした討とう議ぎの末、行きがかり上代表を引き受けることになった大作が、奈々子の前にやってきて緊張の面おも持もちを上げた。

「結論が出ました」

「なあに、結論って～？」

「非常に言いにくいことなんですが……今おっしゃった奈々子先生のその体験は……はっきり言って〈初はつ恋こいの思い出〉じゃないですね」

「ええ～？　じゃあ、なんだって言うの～!?」

「それは……」

　厚こう顔がんの美少年・神矢大作がガラにもなく口ごもった。乾かわいた唇くちびるをペロッと舐なめてから、その先を続ける。

「客きやつ観かん的に判断すると……それはどう考えても〈トラウマ体験〉です！　先生が筋きん肉にくフェチになったのは、南雲先生への初恋の情じようからではなくて、その変へん態たい応おう援えん団だんの演えん舞ぶを見て強きよう烈れつなトラウマを受けたのが真の原げん因いんだと思われます!!」

「なんでよ～っ!?」
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　物事に動じない奈々子も、この時ばかりは椅い子すから腰こしを浮うかせた。

「南雲先生の背中に愛を感じたとおっしゃいましたよね？　高校生の頃ころの南雲先生の写真を見たことがあるんですが、当時の先生は長身瘦やせ型がたで、脱ぬいでもそれほど筋肉が目立つような体格はしていませんでした。それに……さっきの話を聞いた限りでは、菱沼先生を助けた時には南雲先生は服を脱いでいません！　つまり、その時に南雲先生の裸はだかの背中を見ているはずがないんです!!」

「じゃ、じゃあどういう……」

「つまりですね……忌いまわしい筋肉ダンスを見せられたトラウマと、南雲先生に助けられた喜びの記き憶おくがごっちゃになった挙あげ句く、その過か程ていがスッポリ抜ぬけて、短たん絡らく的な『筋肉＝好き』という図ず式しきが菱沼先生の深しん層そう意い識しきに刻きざみ込まれたのではないかと……」

　大作は殺人事件の真しん犯はん人にんを見つけだした少年探たん偵ていのごとく、奈々子の鼻先に人差し指を突きつけた。

「そうなんですよ！　過去のトラウマに関する記憶の無意識的な改かい変へんと錯さく誤ご──それこそが菱沼先生の筋肉フェチのルーツです!!」

　ドサッ。

　奈々子は崩くずれ落ちるように椅子に座り込んだ。開いてはいけない記憶のパンドラの箱を開けてしまった者に特とく有ゆうの、茫ぼう然ぜん自じ失しつとした表情。

「イヤ～ッ！　そんなことってえ～!!」

　奈々子は頭を抱かかえて苦しげに身をよじる。身体を折ったまましばらくピクリとも動かなかったが、やがてゆっくりと顔を上げて、秘ひ密みつを暴あばいた生徒たちを仇かたきでも見るような目つきでにらんだ。そして一言、

「解散よ～ッ!!」

　その直後、一同は解放された喜びのあまり万ばん歳ざいを三さん唱しようした。





［追つい記き］

　この事件の後、みずからの筋肉フェチのルーツを自じ覚かくすることになった菱沼女史はしばらく落ち込んでいたが、ほどなくして元の彼女に戻った様子である。今でも懲こりずに南雲先生を狙ねらっている。

　心理学者いわく『人間は幼よう少しようの頃ころに受けた強きよう烈れつな印象からは生しよう涯がい逃のがれられない』ものであり、ついでに『人間とは忘ぼう却きやくする生き物』だから──ということらしい。







〈女医の異常な愛情／ＥＮＤ〉












　四よツ葉ば学がく園えんヨイヤミ冒ぼう険けん記き





［レポートNo.〇〇二三］

　氏名／草[image: ]巴（くさなぎ・ともえ）

　年ねん齢れい／二十四歳

　身長／一七二センチ

　体重／公表せず

　スリーサイズ／Ｂ八三・Ｗ六〇・Ｈ八六（推すい定てい）

　所しよ属ぞく／区く立りつ四ツ葉中学校教きよう諭ゆ。古文担たん当とう

　趣しゆ味み・嗜し好こう／特になし

　特技／柔じゆう道どう三段

　苦にが手てなもの／納なつ豆とう

　性格／真ま面じ目めで几き帳ちよう面めんであるという以外にこれといって際きわ立だった特とく徴ちようはなし。いたってまともな普ふ通つうの常識人。けっこう気が強い方だが、そう極きよく端たんな性せい質しつというわけでもない。

　家族／マンションに弟（静馬）と同どう居きよ。両親は音楽家で海外在ざい住じゆう。

　友人／大門高校教きよう諭ゆの小こ関せき遼りよう二じと交こう際さい中らしい。同じく校こう医いの菱ひし沼ぬま奈な々な子ことは大学時代からの悪あく友ゆう。

　備び考こう／姫ひめ川かわ雷らい蔵ぞうの古こ流りゆう柔術道場の門もん弟てい。

［コメント］

　数えるほどの回数しか会っていないが、静馬さんと血がつながっているとは思えないほど常じよう識しき的な人物という印象が強い。静馬さんと同じくらい自じ由ゆう奔ほん放ぽうで無む軌き道どうな──要するに非常識人である小関教諭と交際しているところからして、そういったタイプの人間の扱あつかいに慣れているとも言えるだろう。あるいは自分が彼らを更こう生せいさせなければならないといったような、ある種しゆの義ぎ務む感かんを抱いだいているのかもしれない。ともあれ草くさ[image: ]なぎ家けの内ない情じようがどんなものかは想像の範はん囲い外なので、真相については続ぞく報ほうを待たれたし。




〈神矢〉






　　　　一




　七月中ちゆう旬じゆんのある夜──時刻は午後八時四十五分。

　四ツ葉中学校の正門前に、六人の男女が集まっていた。

　リーダーらしき中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいの少年が、見えているのかどうか判はん然ぜんとしない細い目で他ほかの五人を見回し、改あらたまった口く調ちようで言う。

「諸しよ君くんらにご足そく労ろう願ったのは他ほかでもない──」

「能のう書がきはいい。その前に一つ確認したいことがある」

　六人の中で二番目に背の高い少年がその言葉を遮さえぎった。

「何な故ぜ、体たい操そう服ふくを着ているのが僕だけなのか、その理由をまず述のべてもらおうか」

　少年は筋きん肉にく質しつの身体からだに、学校指定の紺こん色いろのジャージの上下を着ちやく用ようしていた。胸には『II─Ａ九条』の名な札ふだが縫ぬいつけられている。そして体操服姿すがたなのは六人のうちでその少年──九く条じよう鳴海なるみただ一人であった。他は全員私し服ふくである。

「動きやすく、しかも校内で目立たない格かつ好こうをしてこいと言ったのは貴き様さまだろうが！　これはいったいどういうわけだ!?」

「僕は命令したわけじゃない。そういう服装が望ましいと言ったに過すぎないよ。今回のミッションにおいて君の服装は理想的だ。堂どう々どうと胸を張っていたまえ」

　詰つめ寄よる鳴海に、リーダーの泉いずみ谷や万騎かずきは何食くわぬ顔で答えた。

「クッ、詭き弁べんを……」

　そう言われても自分一人だけが浮ういているという事実は覆くつがえしようもなく、鳴海は居い心ごこ地ち悪わるそうに歯は嚙がみした。当の万騎は、私服の上に自分が所しよ属ぞくしている自じ警けい団だん〈ブラインド・シティ・ガーディアン〉＝通つう称しようＢＣＧのワッペンが付いたジャケットと帽ぼう子しを着つけており、なかなか見み栄ばえがいい。

「グダグダ言ってないで、さっさと行こうぜ。前まえ置おきはどうでもいいからさあ」

　横から口を挟はさんだのは、短い金きん髪ぱつに碧あおい眼めをした少女──姫川沙さ羅らだった。黒いタンクトップに丈たけの短いブルゾンを羽は織おり、下はカットジーンズというボーイッシュなヘソ出しルックである。派は手でななりではあるが、手足が長く日本人離れしたプロポーションの持ち主であるため、変にいやらしい感じにはならず自然と似に合あっていた。靴くつはいつも通学に使っているローラーブレードからバッシュに履はき替かえているが、手足にはローラーブレード用のプロテクターとグローブを装そう着ちやくしたままだ。

「でも私、詳くわしいことは何も知らされてないんだけど……だいたいこれって、何の集まりなの？」

　キュロットのサファリファッションに身を包んだ神かん崎ざき唯ゆいが不安そうに言う。唯は何が詰まっているのか膨ふくらんだリュックを背せ負おい、左手にピッケル、頭と右手にマグライトを装そう備びしていた。これから洞どう窟くつ探たん検けんにでも出かけようかといった風ふ情ぜいである。

「よし……じゃあ、かいつまんで説明しよう。深夜の校内を何者かが徘はい徊かいしているとの噂うわさがある。最近では三日前、部活で居い残のこっていた生徒数名が『全身に包ほう帯たいを巻いた怪かい人じん』の姿を目撃している。正確にはそういう情報もあるということだが」

「よくある怪かい談だん話ばなしなんじゃないの？」

「かもしれん。しかし目もく撃げき者しやは複ふく数すうで、彼らの間に口くち裏うらを合わせている様子が見られない」

「ふうん……それで、どうするの？」

「今回の我々の任にん務むは、その怪人ミイラ男の正体を突つき止め、必要ならばこれを捕ほ獲かくもしくは排はい除じよすることだ。そのために必要な人材を揃そろえた」

「必要な人材だと？」

　鳴海が異い論ろんのありそうな顔で召しよう集しゆうされた面めん々めんを見回す。

「どういう状じよう況きようを想そう定ていすればこのメンバーになるんだ？」

「まず、件くだんのミイラ男が単なる不ふ法ほう侵しん入にゆう者しやだった場合だが、格かく闘とうになった際の戦せん闘とう要よう員いんとしてこの僕と姫川さんがいる。唯は公式記録係兼けん、医い薬やく品ひんなどの緊きん急きゆう時じに必要な物資の運うん搬ぱんを担たん当とう。そして万一、ミイラ男が本当にオカルティックな存在だった場合のために、彼女に来てもらっている」

　そう言って万騎が紹しよう介かいしたのは沙羅の隣となりにいる第五の人物──鬼おに塚づか美み雪ゆきであった。

「彼女は本物の巫み女こだからな。悪あく霊りようの類たぐいが現れたとしても問題はない」

「それは分かるが……」

　鳴海は複ふく雑ざつな表情で美雪に目を向ける。美雪は白と朱しゆの巫女衣い装しようをきちん着込んでいた。一人で立っているだけでも目立つが、この格好で沙羅と二人連れだってやってきた時には、あまりのミスマッチぶりに目眩めまいを覚えたほどであった。

「まあいい……で、僕はどんな役やくで呼よんだんだ？」

「君の役目は最も重要だ。そのミイラ男が人間にせよ妖よう怪かいにせよ、我々の能力では処しよ理りできない事じ態たいに陥おちいった場合の切きり札ふだだからな」

「切り札？……僕に何を期待している？」

「そう難むずかしく考えなくてもいい。我々が撤てつ退たいする時に殿しんがりを務めてもらうだけだ」

「それはつまり時間稼かせぎをしろ、ということか？」

「格かつ好こうよく言えばスケープゴート、簡かん単たんに言えばトカゲの尻しつ尾ぽ、ありていに言えば捨て駒だな。君にはうってつけの役だと思うが」

「き……貴様は～っ」

「大だい丈じよう夫ぶだ。君なら立りつ派ぱに大たい役やくをこなせるさ」

「いけしゃあしゃあと……」

　鳴海は断だん固こ抗こう議ぎしようとしたが、万騎の言うような緊きん急きゆう事じ態たいにはおよそなりそうにないと気付いて思い止とどまった。代わりに右手を上げて、第六の人物を指さす。

「ならば聞くが、この女の役目は何だ!?」

「……九条君、『この女』じゃありません」

　メンバー中最年長者である二年Ｃ組担たん任にん教きよう諭ゆ・草彅巴ともえは、顔の前に突きつけられた人差し指をやんわりと横に押おし退のけた。

「担任でなくとも教師に対してはせめて敬けい語ごを使いなさい」

「フン……安っぽい格かつ好こうをしておいて、敬けい意いを払はらえと言う方が無理というものだ。コンビニにアイスを買いに行く途と中ちゆうで寄ったのか？」

　鳴海に揶や揄ゆされても仕方ないほど、巴の服ふく装そうには気合いが入っていなかった。Ｔシャツの上にサマーセーターを羽は織おり、下はスリムのジーンズにスニーカーという軽けい装そうである。確たしかに教師の威い厳げんはないが、鳴海の方も何を言っても様さまにならない状態だった。

　二人のやりとりも気にせず万騎が説明する。

「草彅先生は我々の身に不ふ測そくの事態が起きた場合において、最終的な責任を取ってもらうために同どう行こうする。なにしろ我々は中学生なので、社会的には責任能力がないことにされている」

「計画的に殺人を犯おかしても楽らく勝しようで死し刑けいを免まぬがれるほどだからな」

「その通りだ。これからの我々の行動について一切の責任は草彅先生が負われることになる。大おお船ぶねに乗ったつもりでいるといい」

「フン……かつて大人おとなと称しようする人じん種しゆが責任を取ったという話は寡か聞ぶんにして聞き覚えがないな。それに責任を取るといってもせいぜい辞じ職しよくだろう？　女教師なんかどうせ結けつ婚こんまでのつなぎだ。退たい職しよくがちょっと早まるというだけの話なんじゃないのか」

「それでも格好だけはつく。対外的にも問題はないさ」

「問題はない？　どうだか……取れもしない責任を背せ負おわれても迷めい惑わくなだけだな」

　万騎と鳴海の毒どく満まん載さいのぶっちゃけトークは放ほうっておけばいつまでも続きそうだった。完全に大人を舐なめきっている少年二人を、教師としていかに諌いさめるべきか巴が考えあぐねていると、唯が近寄ってきて耳打ちした。

「本気で相手にしちゃダメですよ、先生。意地を張って口で勝とうとしてもドンドン深みにはまっていくだけですから。放っておくのが一番安全です」

「え、ええ……」

　巴はどもりつつ頷うなずいた。幼おさな馴な染じみならではの達たつ見けんである。

　孤こ高こうの一いつ匹ぴき狼おおかみ的生徒である九条鳴海はともかく、泉谷万騎の方は風ふう紀き委い員いんの肩かた書がきを持ちながら、学園内監かん察さつ官かんさながらの地じ獄ごく耳みみと閻えん魔ま帳ちようを持っていることで知られている。巴は以前、万騎が一人の主任教師を口先一つで破は滅めつに追い込んでいく場面に居い合あわせたが、あの時ほど『切り捨て御ご免めんの正せい義ぎの味方』の恐おそろしさを実感したことはなかった。この風紀委員には事を丸く収めようという気き遣づかいがゼロなのだ。

　要するに情報と論理で武ぶ装そうした上に悪あく魔ま的情じよう熱ねつを持った新あら手ての番ばん長ちようなのだ──巴は泉谷万騎という生徒をそう評ひよう価かしていた。

「そろそろ出発しよう。帰りが朝になってはたまらないからな」

　巴が通用門の鍵かぎを開あける。調査隊一行は万騎を先頭に、ぞろぞろと門をくぐって中に入っていった。夜の校舎で何が彼らを待ち受けているのか、知るよしもなく──




　　　　二




　四ツ葉中学校の敷しき地ち内に入った一行は、まず昇しよう降こう口ぐちから第二校舎に足を踏ふみ入れた。

　先頭の万騎と巴がマグライトで前方を照てらし、その後ろに唯と鳴海、最さい後こう尾びに沙羅と美雪のコンビが続いた。非常口の表示以外に明あかりのない真ま夜よ中なかの廊ろう下かを進んでいく。すべての窓が締しめ切られているため、空気がよどんでいて少し蒸むし暑あつい。真夜中の校舎内の不ぶ気き味みさと、闇やみの中に何者かが潜ひそんでいるかも知れないという思いが、全員の口を重くしていた。

『ポンッ！』

　不意の破は裂れつ音おんに、前列の四人はビクッと肩かたを震ふるわせて背後を振ふり向く。その視し線せんの先には、口のまわりに白い物をベッタリとくっつかせた沙羅の顔があった。

「……おめーらも食くう？」

　沙羅は舌したを伸のばして顔に付いたガムを口に戻もどしながら、バブルガムのケースを差し出した。唯が胸に手を当ててホ～ッとため息を吐つく。

「ガ、ガムか……びっくりしたあ……」

「あ……」

　窓の外を見ていた美雪が声を漏もらした。その視線の先を追った全員の顔が強こわ張ばる。唯は万騎のジャケットの裾すそを摑つかんでグイグイ引っ張りながら、

「カッ……カズ君、あ、あれ……」

「ああ、僕にも見えている」

　窓の外には中庭を挟はさんで旧校舎（第一校舎）がある。その二階の窓に、ボウッと白く光る奇き妙みような物体が浮うかんでいた。下か弦げんの月を思わせる半円形のそれは、教室の奥おくをゆっくりと水すい平へい移い動どうしたかと思うと、不意に消しよう失しつした。

　六人は謎なぞの光が消えた後もしばらく硬こう直ちよくしたままだったが、やがて万騎が冷静に言った。

「……よし、あの光の正体を確認するぞ」

「ええ～っ!?」

　尻しり込ごみしている唯をひきずるようにして歩き出すと、他の四人もそれに続いた。歩きながら鳴海が訝いぶかしげに言った。

「噂うわさのミイラ男ではなかったようだが？」

「校舎内を徘はい徊かいしていることに代かわりはないだろう」

「しかし……」

「ヒトダマとでも思ったか？」

「バカな！」

　鳴海は即そく座ざに否ひ定ていするが、かえって図ず星ぼしをさされた格好になってしまい、むっつりと口をへの字に曲まげた。万騎の背中にくっついている唯が、何かを求めるように美雪と沙羅を見る。言わんとしているところを察した沙羅は美雪に質問した。

「なあ美雪、さっきのあれってさあ……ゴースト？」

「…………」

　ふるふる、と美雪は無言で首を横に振ふる。唯はいったんは安あん堵どの表情を浮うかべたものの、

「ふう～ん、じゃあ謎の怪人ってわけだね。いきなり襲おそってきたりしねえのかな？」

　という沙羅の言葉で再び頰ほおをひきつらせた。




　廊ろう下かの突き当たりの扉とびらを開けて、一いつ行こうは東ひがし館かんに出た。中庭を挟はさんで並ならぶ新旧校舎は、特別教室のある東館でコの字形につながっている。謎の光が向かっているらしい方向に先回りしようというのだ。

「そういえば先生──〈都と市し伝でん説せつ〉というものをご存じですか？」

　不意に万騎がこんなことを言い出した。

「どこからともなく生まれ、人の口から口へといつの間にか広まっていく都市型の噂うわさ話ばなしですよ。古くは『怪かい人じん赤マント』、『口裂さけ女』や『人じん面めん犬けん』……ちょっと前だと『トイレの花子さん』なんてのもありましたね」

「よくある話ね。根ねも葉はもない噂……」

　巴はどうして急に万騎がそんな話をするのか分からない、といった顔で相あい槌づちを打つ。

「繁はん華か街がいの自警団員ビジランテなんかをやっていると、様さま々ざまなタイプの噂話を耳にするんですが……最新のものでは『アニメのキャラクターのお面めんをかぶった身長二メートルの大男』の噂をよく聞きます」

「それは──実じつ物ぶつを見たような気がするけど」

「お面のないバージョンもな」

　美雪を除のぞく四人の顔に戦せん慄りつにも似にた苦にが笑わらいが浮うかんだ。つい先月、学園にバイオレンスの嵐あらしを巻き起こした一人の教師──の姿すがたを借かりた怪かい獣じゆうについての記き憶おくはそう簡かん単たんに忘れられるものではない。おそらくこの中学が存在する限り、伝説として語り継つがれていくだろう。

「僕らが実際に目にしたケース以外にも、目もく撃げき談だんはあちこちにあるんですよ。池袋のバイパーズ・レイヴには以前にも一度、アン○ンマンのお面で現れているし、他ほかにも暴ぼう力りよく団だん事務所に単たん身しん乗り込んでいって壊かい滅めつさせたとか、暴走族の車に生なま身みで追いつき、時速六〇キロで並へい走そうしながらドライバーを殴なぐり倒たおしたとか……面おも白しろいものでは、西にし台だいのファミレスに現れたカニによく似にた巨きよ大だい生物を退たい治じしたという話もある」

「……だんだんバケモノじみてくるのは気のせいかしら？」

「僕もすべて同一人物だと言うつもりはありませんよ。噂には尾おひれが付くものですからね。ただ、悪の行なわれている場所に颯さつ爽そうと現れ、人じん智ちを超こえた圧あつ倒とう的てきなパワーでぶちのめして去っていく──というのがすべての噂に共通したパターンのようです。荒こう唐とう無む稽けいにして痛つう快かい無む比ひ。実に〈ＶＴＮ〉らしい話だとは思いませんか？」

「Ｖ・Ｔ・Ｎ……？」

　何かの略りやく称しようであることは分かったが、巴にはそれが何を指すのか、にわかには思いつかなかった。代わりに鳴海が指し摘てきする。

「ＶＴＮのＴは、ティーチャーのＴか？」

「そうだ」

「ならＶは〈バイオレント〉のＶか……」

　violent【形】①（自然現象・攻撃などが）激はげしい、猛もう烈れつな・②乱暴な、暴力的な・③激げきした、憤ふん激がいした・④ひどい、極きよく端たんな・

「勝手な解かい釈しやくをするな。〈バリアント〉のＶだ」

　valiant【形】①雄お々おしい、勇ゆう敢かんな・②立りつ派ぱな、価値のある・

「見え透すいた噓うそを……」

「そうかな？　Ｖと聞いてバイオレントという単語をすぐに連想するのは君の精神構こう造ぞうに重大な問題があるからじゃないのかい？　どうせなら〈バガボンド〉くらい言ったらどうだ」

　vagabond【名】①放ほう浪ろう者しや、無む宿しゆく人にん・②《口語》やくざ者、ごろつき・


　　　　　【形】①放浪の、さすらいの・②無ぶ頼らいの、やくざな、取るに足らない・



「やはりそれが本音か」

「失しつ敬けいな。一つの例を挙あげただけだよ」

「すぐに出てくるのはそれが本命だからじゃないのか」

　二人のやりとりを聞きながら、巴は半なかば呆あきれ、半ば複雑な気分だった。姫川雷蔵の弟で子しである巴は武ぶ道どう家かが本質的にどういう人種なのかを（ある程度は）理解している。超人的な格闘能力を持っていたといわれる伝説的な武道家たちの逸いつ話わも数多く聞き知っているし、先日の事件もそういったエピソードの一つに過ぎないだろうことも分かる。だが万騎の主張するようにＶがバリアントの略りやくだとしても、それは必ずしも誉ほめ言葉にはならないのだ。現代の日本においては──

　一方、かなりねじくれ曲がった遠とお回まわしな表現ながら万騎が〈ＶＴＮ〉を心しん底そこ畏い怖ふしていることが分かり、その点でだけは小こ気き味み良かった。

　一行は第一校舎への連れん絡らく口ぐちに着いた。

　黒く大きな扉とびらが東館との間を隔へだてている。万騎が巴から鍵かぎ束たばを受け取り、やや古風な鍵を使って錠じようを開けた。ハンドルを摑つかみ、観かん音のん開びらきの扉を後ろに体重を乗のせて開いていく。

　真まっ暗くらな校舎内に唯がマグライトを向けた──その直後、

「ひいいいいぃぃ──ッ!!」

　夜の校内に、絹きぬを裂さくような悲鳴が響ひびき渡った。

　唯は腰こしを抜ぬかしてその場にへたりこみ、万騎と鳴海も反射的に飛び退のいて身み構がまえていた。マグライトの光が、闇やみの中にぽっかりと浮かんだ青白い顔を照てらし出したからである。

「こんばんは。皆みなさん」

　しれっとした挨あい拶さつとともに現れたのは、闇に溶とける黒っぽい背せ広びろ姿すがたの斎さい藤とう肇はじめ教諭だった。てっぺんまでつるりと禿はげ上がった丸い頭と、エラの張っていない顎あごのラインが裸はだか電球を思わせる。

　巴は直感した。さっき目撃した半はん月げつ形けいの謎なぞの光の正体が、斎藤教諭の禿はげ頭あたまだということを。

「道どう理りで見み覚おぼえのある形だと思った……」

「何がです？」

「い、いえ……何でも。それより斎藤先生はここで何をなさってるんです？」

「なに、宿しゆく直ちよくですから見回りを少しよう々しよう」

　斎藤は眼鏡のフレームを指先で押し上げて位置を直すと、バラエティに富とんだメンバーで構成された調ちよう査さ隊一行に目を向けた。

「ずいぶんと面白い顔ぶれが揃そろっていますね。しかし……」

　巫み女こ姿すがたの美雪に目を留とめ、次に誰かを捜さがすように辺あたりを見回す。

「彼は一いつ緒しよではないようですね」

「僕たちの手に余あまる戦力ですから」

　唯の手を引いて起こしてやりながら、万騎が答える。

「ところで斎藤先生。全身に包ほう帯たいを巻いた、いかにも怪しい人物を見かけませんでしたか？」

「噂のミイラ男ですか。見ていたらのんびり見回りなんてしていませんよ。裸足はだしで逃にげ出します」

　とんでもない質問にも斎藤は瓢ひよう々ひようと答える。ＶＴＮにより同どう僚りようの教師が次々と〈アイアンメイデンの刑けい〉に処しよされていく様子を楽しそうに見物していた男である。腹はらが据すわっているのか興きよう味みがないのか不明だが、滅めつ多たなことでは動じない人物であることは確たしかだった。

　万騎は礼を言うと、全員を促うながして第一校こう舎しやに入った。後に続こうとする巴を斎藤が呼び止める。

「これは部ぶ外がい秘ひの情報なのですが……」

　斎藤は生徒たちに聞こえないように小声で耳打ちする。

「霧きり島しま君が入院先の病院から消えたそうです。絶ぜつ対たい安あん静せいの身体でどこへ行ったんでしょうねえ」

「は、はあ……」

　それだけを告つげると、斎藤は踵きびすを返して第二校舎の方へ去っていった。遠ざかる足音を聞きながら、巴は背せ筋すじに寒さむ気けが走るのを感じた。




　　　　三




　一行は第一校舎の教室を一つ一つ調査していった。

　先ほどの斎藤教諭との遭そう遇ぐうで緊きん張ちようの糸が切れたのか、当初よりはいくぶんリラックスした雰ふん囲い気きになっている。沙羅にいたっては露ろ骨こつに退たい屈くつそうにしていた。

「やっぱりガセネタなんじゃねーの？　宿しゆく直ちよくの教師が見てないってことはさあ……」

「見回りと言ってもたかが一人だ。隠かくれるつもりがなくても見つからないということもあるさ」

　教室の床ゆかにライトを向けて侵しん入にゆう者しやの痕こん跡せきがないか調べながら、万騎が答える。深夜の学校探たん索さくとはいえ、一度恐きよう怖ふ感かんが薄うすれてしまうと、とたんに退屈な作業になってしまうのは致いたし方かたないことだった。

「しらみ潰つぶしに捜さがしていくというのも芸げいがないな。目もく撃げき証しよう言げんから出現しそうな場所を特とく定ていできないのか？」

「校舎内ということだけだ。他ほかにこれといって共通した出しゆつ現げん条じよう件けんは見つからなかった。あえて一つ挙あげるとするなら、ガラス窓越ごしに目撃されているということだが……」

　そう言いながら窓の方を見た万騎は、そのまま棒ぼう立だちになった。二～三秒ほど硬こう直ちよくした後、急に踵きびすを返して廊ろう下かに飛び出す。

「ど、どうしたのカズ君!?」

「ついて来るな！」

「そんなこと言っても……あ、ちょっと待ってよ～!!」

　不意の出来事に一行は泡あわを食くって後あとを追う。しかし十数メートルの追つい跡せきの後のち、万騎が男子トイレに入ったのを見て、唯はヘナヘナと膝ひざから崩くずれ落ちた。

　用を足たして出てきた万騎は、ハンカチで手を拭ふきながら、呆あきれ顔がおの唯たちを眺ながめた。

「だから追うなと言ったのに」

「紛まぎらわしいことしないでよ～」

「ったく、妙みようなデモンストレーションを──」

　鳴海なるみが文句を言いかけたその時だった。

　水面に反射したようにまだらに波なみ打うつ強力な白い光が、数すう瞬しゆん、辺あたりを目映まばゆく照てらした。

「むっ!?」

　ヘリか車のヘッドライトが差し込んできたのかと思ったが、その可能性は口に出してみるまでもなく否ひ定ていされた。ヘリならローター音が聞こえるはずだし、車にしては角度が高すぎる。そして何より、壁かべを透過してくる光など普ふ通つうではありえない。

「今の光は……中庭の方からだな!?」

　謎なぞの光の発はつ生せい源げんを確かめるべく、調査隊は最も寄よりの教室に飛び込んだ。窓まど際ぎわに駆け寄ってカーテンを開ける。外を見上げると、低く垂たれこめた暗あん雲うんの間に、青白い閃せん光こうが瞬またたいているのが見えた。

「稲いな光びかりだったのか？　それにしては雷らい鳴めいが聞こえてこないが……」

「……おい、あれを見ろ！」

　鳴海が指ゆびさしたのは第二校舎の屋上だった。断だん続ぞく的に瞬く光が、屋上に立つ人ひと影かげを照らし出す。遠目でよく確認できないが、その人影の頭や手足にはボロ布ぬののような包帯が巻かれているように見えた。

「出たーっ！　今度こそミイラ男か!?」

「また斎藤先生じゃないでしょうね？」

「実際に確認してみるまでだ。ここからだと、一度階段で降りた方が速いな」

　万騎は二つの校舎の階段の位置関係からそう判断した。一行はトイレ横の階段を駆かけ降りる。足の遅おそい美雪と唯、巴の三人が少し遅おくれて一階に着くと、先行しているはずの三人は階段を降りたところで立ち往おう生じようしていた。

「どうしたの？　鍵かぎがかかってるの？」

「いや、合あい鍵はあるんだが……」

　珍めずらしく言いよどんだ万騎は、さらに奇き妙みような質問を返した。

「ところで唯、ここは何階だったかな？」

「二階から降りてきたんだから、一階に決まってるじゃない」

「その通りだ。その通りなんだが……中庭への出口がない」

　万騎は目の前にある灰はい色いろの壁かべに手を触ふれた。本来そこには鉄てつ筋きん入いりのガラスのはまった鋼こう鉄てつ製せいの扉とびらがあるはずなのだ。万騎はさらに背後に目を向ける。降りてきた階段がさらに下へと続いていた。

「そして……下りの階段がそこにある。僕の記き憶おくが確たしかなら、第一校舎に地下室はなかったはずだ。そうですよね、先生？」

「え？　ええ……そのはずだけど……」

　自分の勤務先にもかかわらず、巴はにわかに自信を失ってあいまいな証言をした。

「さっきまでいたの、三階だったんじゃねえの？」

「その可能性もあるな」

　今度は六人揃そろってゆっくりと階段を降りていく。しかし着いた先も一階ではなく、やはり出口はなかった。

　理解不能な事態に直面した調査隊の間に、重おも苦くるしい沈ちん黙もくが流れる。

「カ、カズ君……」

「待て！　パニックになるのはまだ早い。落ち着いて来た道を引き返そう」

　万騎の提案により、一行は二階分の階段を上り、廊下を東館方面へ向かって歩き出した。窓からグラウンド方面を見ながら、沙羅がゴクリと喉のどを鳴らす。

「アタシの目が変なのかな……なんか、窓の外が赤いような……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。僕にも赤く見える」

「……はは、なら安心だ」

　万騎の相あい槌づちに力なく笑う。しかしその右手は美雪の手をギュッと握にぎっていた。




　そして五分後──

「いったい、どこまで歩けば端はしに着くんだ!?」

　ついに我が慢まんの限界に達たつした鳴海が口を開いた。

　一分とかからずたどり着くはずの東館への連れん絡らく口ぐちが、いつまでたっても見えてこないのだ。マグライトを前方に向けてみるが、光は深い闇やみに吞のみ込まれ、廊ろう下かの突き当たりまで届とどかない。試ためしに後ろに向けても結果は同じだった。二階の廊下が延えん々えんと続いているだけだ。

「窓から外へ出て、雨あま樋どいを伝って降りるというのは？」

「いいアイデアだが……ここが二階だという保ほ障しようはどこにもないぞ」

　窓際に駆け寄った鳴海は、先ほどまで眼がん下かにあった地面が闇に吞まれて見えなくなっていることを知った。

「み……みんな、おお……おち、おちおち落ち着くのよ!!」

「先生よりは落ち着いてますよ。とりあえず休きゆう憩けいしましょう」

　万騎は行進を止めると、唯にリュックを下ろすように指示した。リュックの中から取り出したゼリードリンクとクラッカーを全員に配くばり、一ひと息いきつきながら現状を分ぶん析せきする。

「我々の置かれている状じよう況きようについて、僕の個人的な仮か説せつを述のべさせてもらって構わないだろうか」

　見回してみるが異論のある顔はなかった。

「どうやらこの廊下は無限ループしているらしい。このまま闇やみ雲くもに進んでいっても出口にたどり着けない可能性が高い。この事態の説明として考えられるのは、第一に集しゆう団だん幻げん覚かくだ。前に進んでいるつもりで同じ場所をグルグル回っていたというケースは、古くからある怪かい談だんでもよくあるパターンだ」

「他には？」

「本当に無限ループしている場合だ。超ちよう常じよう的な現象によって、空間そのものがメビウスの輪のように歪ゆがんでいるのかも知れない」

「いきなりＳＦチックだな」

「呪じゆ術じゆつ的な結けつ界かいという考え方もあるぞ。超現実的な夢ゆめというパターンが一番無ぶ難なんだが」

「だんだん信しん憑ぴよう性せいがなくなっていくぞ。この際仮説はいい……知りたいのはいかにして脱だつ出しゆつするか、それだけだ！」

「それについてはいくつかアイデアがある」

　万騎はジャケットの内ポケットからＰＨＳを取り出した。

「外に救きゆう援えんを頼たのむというのはどうだろう」

「そういうことは早くやれ！」

「下へ手たに校外に知れると不ふ祥しよう事じになりかねないと思ってね」

　横目で巴を見る。

「仕方ないわね……連絡して」

　巴の了りよう承しようを得て、万騎がＰＨＳの電でん源げんを入れる。しかしすぐにボタンを押おす指が止まった。

「……圏けん外がいだ」

「なにぃ!?」

　鳴海がＰＨＳを奪うばい取って液えき晶しよう表ひよう示じを確認する。

「バカな……妨ぼう害がい電でん波ぱでも出ているというのか？」

「もしくは外部と物理的に遮しや断だんされているかのどちらかだな。ついでにもう一つ気付いたことを言わせてもらうと……僕の腕時計のデジタル表示が午後九時一六分四八秒で止まっている。おそらくあの稲いな光びかりを見た直後からだろう。因いん果が関係については不明だが……」

　いよいよ異常性を増ましてくる事態を前に、万騎と鳴海は、しかし逆に不ふ敵てきな笑みを浮かべた。

「こいつは……面おも白しろいことになってきやがったな」

「ああ。どうもそうらしい」







[image: ]







「二人とも、笑ってる場合じゃないわよ！　どうするの？　ねえ、どうするの!?」

　もはや半泣きの唯に、無む策さくゆえに沈黙するしかない巴と沙羅。なんだか笑い合っている万騎と鳴海──彼ら五人の目の前に、不意に差し出された物があった。それは紫むらさき色いろの風ふ呂ろ敷しき包づつみであった。

「なんだい、美雪……？」

　全員が見守る前で、美雪は慣れた手つきでその包みを解といた。中から出てきたのは、革かわの装そう幀ていが施ほどこされた一冊の本だった。

「何を持ってるのかと思ったら……占うらないの本？」

　その表紙に埋うめ込まれているメダルを左に回すと、カチリと音がして外はずれる。美雪はメダルに付いている細い革かわ紐ひもを伸のばした右手の指に絡からめて、顔の前にぶら下げた。

「出口を探さがしてみる……手伝って」

　左手に占せん星せい術じゆつ書しよ、右手にダウジング・メダルを携たずさえ、美雪はすっくと立ち上がった。




　　　　四




　調査隊一行は再び廊下を進み始めた。

　今度は美雪と沙羅が先頭で、次に万騎と唯が続き、最さい後こう尾びが鳴海と巴という編へん成せいである。

「よもやダウジングに命いのちを預あずけることがあろうとはな……」

「人生は何が起こるか分からないということさ。こんなこともあろうかと、彼女を呼んでおいた僕の慧けい眼がんに感謝したまえ」

「フン、貴き様さまが威い張ばるような要よう素そはどこにも見当たらんが……まあいい。一応は誉ほめておいてやる」

　鳴海と万騎が、他人の耳には険けん悪あくにしか聞こえない軽かる口くちを叩たたき合う。すでに脱出成功を確信しているリラックスぶりである。対して唯と沙羅は明らかに不安を隠かくし切れない様子で、巴に至いたっては、

「こんなことになるなんて……ありえないわ、不ふ条じよう理りよ……」

　などと、青ざめた顔でブツブツと独ひとり言ごとを繰くり返していた。

　ダウジング・メダルと占星術書を手に廊下を進んでいた美雪は、メダルの振ふり子こ運動の微び妙みような変化を読み取って立ち止まった。

「近付いてる……」

「出口が近いの？」

「ううん……何かが近付いてくるの。みんな、後ろを振り向かずに進んで」

　そう注意して、再び歩ほを進める。

　それから間もなくして、何かが床ゆかを這はいずるような異い様ような音が、背後の闇やみの向こうから聞こえてきた。

「ミイラ男かな？」

　冗じよう談だんめかした万騎の言葉に、美雪を除のぞく女性陣はビクッと背せ筋すじを震ふるわせた。沙羅は美雪の白い上うわ衣ぎの袖そでを摑つかみ、

「ねえ、出口はまだ？」

「……もう少し」

　這いずる物音が次第に近付いてくる。歩く速度を変えない美雪の後ろに、恐きよう怖ふ感かんから思わず足を速めてしまう他の五人が、ほとんど団だん子ご状じようにくっつく形になった。

「ここ……かな」

　美雪が〈II─Ｃ〉の表示のある教室の前で立ち止まった。同時に、闇の中を這いずる音も止まる。

「沙羅ちゃん、開けて」

「ほいきた！」

　沙羅が引き戸に両手をかけ、一気に開ける。期待をこめて中を覗のぞき込むが、そこは何の変へん哲てつもない教室であった。

「……閉めて」

「へ？」

「戸を閉めて」

「あ、ああ……」

　言われるままに沙羅が戸を閉めた。その直後──

　ザザザザザッ！

　巨きよ大だいなゴキブリの足音のような、怖おぞ気けをもよおす異音が六人の頭上の空間を走った。唯が誘さそわれるように天てん井じようを仰あおぎ見ると、頭に装そう着ちやくしたライトがそれを照らし出した。

「いやああああぁぁ──ッ!!」

　少女に悲鳴を上げさせるのに十分な、異い形ぎようとしか表現しようのない存在がそこにいた。薄うす汚よごれた包帯で全身を包んだ怪人が、天井に逆さまにへばり付いていたのである。

『ふしゅるるるる……』

　ミイラ男は片方しか開いていない目で一行を確認すると、天井にピタリと張り付いていた四し肢しを離はなして落ちてきた。

「せやあああっ！」

　気合い一いつ閃せん──落下してきたミイラ男は、真横からの飛び蹴げりをモロに食くらって弾はじき飛ばされた。

「……こんの生なま腐ぐされのバケモンが！　ウチの教え子に手ェ出そうやなんて百年早いわ!!」

　その蹴けりの主は、恐怖のあまり完全に逆ぎやく上じようした巴であった。

『ぐるるる……』

　ミイラ男はカエルのように床ゆかに這はいつくばった姿し勢せいから、一気に跳ちよう躍やくしてきた。ほとんど同時に巴も床を蹴り、ミイラ男の顔面にカウンターで膝ひざ蹴りを見み舞まう。そのまま空中で相手の首を両足に挟はさんで極きめ、身体に捻ねじりを加えながら床ゆかに叩たたき付ける。

　ボキッ、ゴキィ!!

　骨こつ格かくが粉ふん砕さいされる凄すさまじい音が響ひびいた。

　頸けい骨こつと背骨の一部を破は壊かいされながら、それでもなおミイラ男は活動を止めなかった。ビクビクと身体を痙けい攣れんさせながら、操あやつり人にん形ぎようのような動きで起き上がってくる。

「沙羅ちゃん、もう一度開あけて！」

　美雪の指示で沙羅が再度戸を開ける。奇き妙みような手て応ごたえを感じながら引き戸を開ききると、そこに真まっ暗くらな空間が口を開けた。何も見えないが、その奥おくからは夜や気きを含ふくんだ風が流れてくる。

「おい、出られそうだぜ！」







[image: ]







　沙羅の声を耳にしながら、万騎たちは動けなかった。信じがたい光景を目の当りにしていたからである。

　みりっ……めきめきっ……ぶちっ、きりきりきり……

　ただでさえ異形であったミイラ男の肉体が、さらに人じん外がいの物体へと変へん態たいを始めていた。筋きん骨こつの軋きしむいやな音とともに、辛かろうじて人ひと型がたを維い持じしていたシルエットが膨ぼう張ちようしながら変形し、理解の範はんちゅうを超こえた何かに変へん貌ぼうしていく。

　その光景に魅み入いられた万騎たちの金かな縛しばりが解とかれたのは、次の瞬しゆん間かんだった。

　ズドォンッ!!

　校舎全体を揺ゆるがす衝しよう撃げきとともに、巨大な質しつ量りようを持った物体が天井を破やぶって現れた。ミイラ男と調査隊一行の間に降り立ったそれは、のっそりと巨体を起こす。

「なっ……!?」

　万騎たちはあまりの衝撃の激はげしさから隕いん石せきか何かだと思ったが、すぐにそれが、身みの丈たけ二メートルを超える大男であることに気付いた。一行に背を向け、ミイラ男の前に立ちはだかったその巨きよ漢かんの身体は、黄金色の炎ほのおのような輝かがやきを帯おびていた。

「──おい、お前ら」

　その巨漢は、背中越ごしに彼らに話しかけた。

「このバケモノは俺がやる。さっさと行け」

　巨漢の身体を包む黄金色の炎ほのおが力を増まし、舞まい散る火ひの粉このごとき粒りゆう子しが拳こぶしに集まっていく。その輝きが万騎たちに正気を取り戻させた。開いた出口に美雪と沙羅、唯がまず飛び込み、続いて万騎と鳴海が巴の腕うでを摑つかみ、一いつ緒しよに連れて脱だつ出しゆつする。

「──〈神しん飛び拳けん〉！」

　外へ続く脱出路を出る直前、背後を振り返った万騎たちは、闇やみの彼方かなたに黄金色の光が爆ばく発はつするのを見た──




　　　　☆




　──午後九時十七分。

　泉谷万騎は自分の腕うで時計のデジタル表示を確認すると、辺あたりを見回した。

　四ツ葉中学校の正せい門もん前である。

　万騎は両足を投げ出し、正門の柱はしらにもたれかかるようにして座すわっていた。神崎唯は自分の膝ひざを枕まくらにして横になっている。鬼塚美雪と姫川沙羅は、互たがいに背中を合わせた格かつ好こうで地面に座り込んでいた。

　教師の草彅巴は、正門によりかかったまま動かない。万騎は自分の隣となりにいる九条鳴海の脇わきを肘ひじで小こ突づいて起こした。

「……おい、何があったか覚えてるか？」

「いや……ひどい目に遭あったような気がするが」

「僕もだ……悪い夢を見ていたようだな。思い出そうとしても泡あわのように消えてしまう……」

　しばしの沈ちん黙もくの後、鳴海が言った。

「はっきりした記き憶おくじゃないんだが……何と言うか、教きよう訓くんのようなものを覚おぼえている」

「……ほう、何だ？」

「草彅先生はあまり刺し激げきしないほうがいいらしい。キレるとヤバい」

「なるほど……そいつは重要な情報だ。忘れないうちにメモっとけよ」

　そう言って、万騎は乾かわいた笑い声を上げた。





〈四ツ葉学園ヨイヤミ冒険記／ＥＮＤ〉









　あとがき




　どうも、雑さい賀がです。

　一年ぶりにリアルバウトＥＸ第三巻をお届とどけします。

　本書は月げつ刊かんドラゴンマガジン99年６月号から11月号まで連れん載さいされた短たん編ぺん作品を加か筆ひつ修しゆう整せいしたものです。

　ファンタジア文庫の書き下おろし長編シリーズといえば、ドラマガ連載バージョンでは軽いノリの連れん作さい短編になるのがお約束。しかしリアルバウトは本編の方がもともと連作短編風のフォーマットなので連載の方では逆ぎやくをついて長編を書いていたのですが、〈カオルーンの花はな嫁よめ〉〈バカが忍者シノビでやってくる！〉に続くこの第三期ＥＸシリーズでは趣しゆ向こうを変えて一話完かん結けつの読み切りスタイルに挑ちよう戦せんしました。しかもそれだけでは飽あきたらず『毎回主役を変えていく』という大だい胆たんなコンセプトを導どう入にゆうし、冒ぼう頭とうのイントロダクションも大作のレポートという体てい裁さいで差別化を図はかりました。

　本編では描き切れていない部分を補おぎなうとか、ついでに新規読者を獲かく得とくするといった狙ねらいはあったのですが、今まで苦にが手てとして避さけてきた一話完結型の連作短編に挑ちよう戦せんすること自体がメインテーマでもありました。




　作家には『発はつ散さん型』と『抑よく圧あつ型』の二つのタイプがあるといいます。

『発散型』は浮かんでくるアイデアをあまり吟ぎん味みせず、思いつくままに次から次へと外へ発散していくタイプ。『抑圧型』はその逆で、せっかくアイデアが浮かんでも「これは面白くないのではないか」「あまりに突とつ飛ぴすぎる」などとあれこれ理り屈くつをつけて抑圧してしまうタイプです。

　雑賀は後者の傾けい向こうが強く、とにかく出で足あしが遅おそくて調子が出るまでに時間がかかります（通常で一ヶ月）。プロットが細さい部ぶまで固まって「これはいける！」という確信が持てるようになるまで一いち行ぎようたりとも書かないのが普通ですが、その代わりいったん調子に乗って発散モードになればトップギアのままゴールまで爆ばく走そうするという完全長距きよ離り型です。おかげで長編には向いているのですが、加か速そくする距離がない短編は最も苦手とするジャンルです。

　そこをあえて挑戦して自分を鍛きたえるというのが目的だったのですが、案あんの定じよう大変でした。しかもこの連載、当初は六回で終わらせてくれるものと思っていたら無期限に延のばされてしまい、後半はまさに死のロードでした。苦手な食べ物を克こく服ふくしようと頑がん張ばっていたら好物と勘かん違ちがいされて山をほど食くわされるハメになった……ってところでしょうか。

　それでは、その闘いの記録と後あと始し末まつについて解説していきましょう。




『世紀末教師のそれさえもおそらくは平へい凡ぼんな一日』

…〈およそ想像しうる最悪の状じよう況きよう下でもたった一人で勝利する男〉というコンセプトを究きゆう極きよく的に突き詰つめた性能を持っているため、本格的に活躍している場面はヤバすぎてお見せできないという難なん儀ぎな主人公の話。そもそも慶一郎にとって本来の闘いとは何なのかを明らかにしようという発想で書いたエピソード。ドラマガ版では枚まい数すうが足りずに抜けていた最後の闘いを追つい加か。

　このシリーズ、当初は教師の話だけで六回やって終わりのつもりだったので、当時の担当さんから「生徒の話も書いてください。第一回は涼子で」と注ちゆう文もんされて困こまり果て、「せめて慶一郎の話から始めさせてください」と泣なきを入れたという……ちなみに本書も同じタイトルにしようとしたが長すぎて却きやつ下か。




『サムライガール［明めい鏡きよう止し水すい篇へん］』

…このエピソードからすでに自転車操そう業ぎようが始まっています。なにしろ生徒が主役の話は書く予定がなかったので……（冷れい静せいに考えれば当然ではある）。準備していなかったわりに上手くまとまった希け有うな例。明鏡止水のキーワードがなかったらどうなっていたことやら（汗あせ）。

　文庫版では後半の問もん答どう部分を書き直しました。




『静馬を待ちながら』

…那な智ちと静馬の出会いのエピソードは本編で書く機会がないと思ったのでここに回しました。

　この回、ちょっとした気まぐれでワープロの書式を変えてみたところ枚数計算が大おお幅はばに狂くるい、四〇枚必要なところ三〇枚ちょっとしかなかったという……おかげでいのうえさんのイラストがやたら大きくて豪ごう華かに（汗）。

　ドラマガ版ではダイジェスト風に処しよ理りしていた部分を大幅に加か筆ひつしています。




『噂うわさの教師ジージャン＆ビアダル』

…ミステリーかと思わせつつ（？）結局はドタバタナンセンスコメディという怪かい作さく。アイデアそのものは連載を始める前からあったのに、プロットを練ねる時間がほとんどなくて仕し掛かけに凝これなかったのが残ざん念ねん。まあ凝ってみたところでどうなるもんでもない話だけど。

　加か筆ひつは藤とう堂どうの死体のみにとどめた。




『女医の異い常じような愛情～または彼女はいかにしてトラウマを克服し筋肉を・愛する・ようになったか～』

…ちょうどこの頃に引っ越しました。机がなくてみかんの箱にワープロを乗せて書いた覚おぼえが（笑）。文化的な活動のためには何よりもまず机が必要だとこの時痛つう感かんしました。

　ドラマガ掲けい載さい時はタイトルが省しよう略りやくされていました。こっちが完全版です。

　この回から締しめ切り破りが常じよう習しゆう化。引っ越し作業が相当な心理的負ふ担たんになっていたのに加え、プロットを練る時間がないという焦しよう燥そう感で抑圧型の傾向がさらに悪あつ化かし、ますますアイデアが出なくなるという悪あく循じゆん環かんに。以後、四〇枚の短編に丸一ヶ月というペースが続く。




『四ツ葉ば学園ヨイヤミ冒険記』

…肝きも試だめし編。巴の話として始めたはずなのにちっとも主役になってくれずに困こまった。静馬の姉で小関の彼女で雷らい蔵ぞうの弟子で美雪の担任というオイシイ位置にいるわりに常識人なのが災わざわいした──というより万かず騎きと絡からんだ時点でアウトという話も（涙）。




　以上が全一〇回の連載のうちの前半六話です。

　今回の文庫化に際して当初は大幅に改かい稿こうする予定でしたが、時間がなくて思っていたほどには手が入っていません。恨うらみ辛つらみばかりが思い出されるシリーズのため原稿と向き合うだけで気が重くなったのも一いち因いんで……。内容的にはそう捨すてたもんでもないのが救いといえば救いですが、六回で終了していれば確実に七巻はもっと早い時期に、もっと厚あつい本で出せていたでしょう。




　　　　☆




　さて、以前から懸けん案あんだったリアルバウトのジャンル問題ですが、ようやく決けつ着ちやくがつきそうです。ここらではっきりさせましょう。

『召喚教師リアルバウトハイスクール』は〈空想武ぶ俠きよう小説〉である──。

　ジャンルがないなら作ってしまえということで考えたのですが、単に〈武俠小説〉だと昔の中国を舞ぶ台たいにしないといけないような気がしたので頭に「空想」を付けてみました。これでかなり無む茶ちやをしても大丈夫。

　ジャンルのくくりとしては、

①基本的にロー・ファンタジーである

②主人公は何らかの戦闘技能（武術から超能力まで何でも可）を持つ

③主人公はあくまで個人的な動どう機きと根こん拠きよ＝『俺おれ的てき正義』に則のつとって闘う

　──というところです。

　①のロー・ファンタジーというのは一般的な概がい念ねんかどうか知りませんが、「現実世界とつながりのある別世界を舞台とする、あるいは現実世界と異世界を往おう復ふくする」タイプのファンタジーです。ちなみに作者の想像力だけですべてが構こう築ちくされた完全な異い世界を舞台にしたものはハイ・ファンタジーになります。〈龍りゆう炎えん使い牙きば〉のようなハイ・ファンタジーは〈幻想武俠小説〉といったところでしょうか。

　②の条件はとくに解説の必要もないでしょう。魔法でもいいんですが、呪じゆ文もん一つでホイホイ奇跡が起きるようなタイプではなく、あくまで己おのれの肉体でもって闘うのがよろしい。

　③は刑事や軍人のように所しよ属ぞくする組織や社会から「闘うことの正当性」を保障されていないということ。職業として社会に認知されていないことが前提で、自分の闘いにみずから全責任を負おうという覚かく悟ごが必要です。

　一般人にとって正義とは自己の外にあって相そう対たい的なものとされていますが、武術家にとって正義は自分自身の裡うちにあって絶対的に揺ゆるぎないものでなければなりません。状じよう況きようによってコロコロと変わるような軽けい薄はくな正義に従したがって命いのちをかけるわけにはいかないからです。二〇世紀末を舞台にする限り避けられない問題ですが、そこをクリアできないようでは武ぶ俠きようとは言えないでしょう。

　ジャンルで分ぶん類るいしたからといって何が変わるわけではありませんが、まあ気分的なものです。唯ゆい一いつの利点はリアルバウトを知らない人に紹介するときに便べん利りということでしょうか。




　　　　☆




　では七巻のあとがきクイズの解答といきましょう。

　正解は──〈ハロルド作石著ちよ『ゴリラーマン』第69話４ページ４コマ目〉でした。

　七巻の発売からあまり経たっていないのでどれくらいの難なん易い度だったのかよく分かりませんが、作品はともかく一つのセリフを探すのは大変そうです。

　それでは今回の出題──

〈Ｑ：この短編シリーズのサブタイトルのいくつかは有名な作品のパロディになっています。その元ネタすべてについて答えなさい〉

　ヒントというか答えは四つです。それぞれ……

　①漫まん画が

　②演えん劇げき

　③テレビドラマ

　④映画（モノクロ）

　と、別々のジャンルの作品です。②と④はすぐに分かるとして問題は①と③ですが……どちらもちょっと古い作品とだけ言っておきましょう。




　　　　☆




　七巻のあとがきで宣言した通り、当分の間は季き刊かんペースで文庫を出していくことになります。でも地じ獄ごくの連載が終わって先の見通しが立ってきたので、ようやく落ち着いて仕事ができそうです。

　次の第八巻をお楽しみに。

　それでは、また。




　平成十二年九月四日


雑賀　礼史
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